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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　沙さ倉くらさんの手はひんやり冷たくて、抜けたところのある俺おれの頭をさっぱりさせる効果があった。昔販売されていたヒロポンは「疲労がポンと抜ける」ところから名付けられたそうだが、だとしたら沙倉さんの手にも同じ効果があると見える。麻薬だな。

　彼女はあくまで微笑ほほえみを絶やさず、俺を見つめていた。

「どうしたんです……？」

　小首を傾かしげる。なんか喋しやべり方が怖いな。

「わたしと一緒は嫌なんですか……？」

　いえ、嫌でもなんでもありません。むしろ嬉うれしいです。これはきっと、神が俺にくれたご褒ほう美びです。最近いい子にしていたから。

　ご存じのように、俺こと瀬せ能のうナツルは星せい鐵てつ学院高等学校の男子部二年生で、同じく二年である女子部の沙倉楓かえでさんに憧あこがれている。

　沙倉さんというのは目の前にいる女性で、正統派美少女であり気だてがよく、誰だれにでも分け隔へだてなく接する性格によって星鐵学院美女ナンバーワンの地位を獲得している。このナンバーワンってのは俺基準で、人によっては生徒会長三さん郷ごう雫しずくをトップに推したりするが、あんな暗黒性格女はどうでもよろしい。え、他にも最近人気急上昇の美女がいるんじゃないかって？　その話はまたあと。

　で、俺は沙倉さんと一緒にプールで遊べるテーマパークにやってきた。正確には沙倉さんと来たわけではないが、まあいいじゃないか。それでまあなんやかんやあって、夜のイベントである花火を見ましょうということになったのだ。

　本当なら花火は他の同行者たちと見物するはずだった。ところが沙倉さんが、俺と二人で見ることを提案したのである。妖あやしく微笑みながら。

「わたし、ナツルさんと一緒がいい」

「は、はい」

「ナツルさんと二人きりがいいな」

「でも、あいつらが」

　あいつらとは、三郷雫に美み嶋しま紅あか音ねに近こん堂どう水み琴ことのこと。俺と沙倉さんとの疑ぎ似じハネムーンを邪魔しようとしている輩やからである。あいつらでいいのだ。紅音をあいつら呼ばわりするのは良心が痛むが、沙倉さんと相思相愛になるためには仕方がない。諦あきらめてくれ。

「早く行きましょう」

　沙さ倉くらさんは再び手をさしのべた。

「遅れてしまいます……」

「……」

「どうしたんです。行かないんですか」

「行きます」

　無言だったのは逡しゆん巡じゆんしたからではない。これから起こるパラダイス状態を想像して幸せ一杯になっていたのだ。夜に男女が二人きりで花火を見る。それからどうなるかなんて、考えるだけで楽しいとは思わんかね。

「行く行く。沙倉さんと一緒ならならどこにだって」

　彼女はにこりとした。俺おれが「どこにでも」と言ったのは噓うそでもなんでもない。元々沙倉さんの言葉には従う癖がついていたし、この時は言うことを聞かなきゃいけない気になっていたのだ。たとえ「ソ連の原子力潜水艦が事故を起こしたので、炉心に入って緊急停止させてください。格かつ好こうはそのまま」と言われても従っただろう。唯一気になるのは、もうソ連は消滅していることだ。

「じゃあ」

　と言って、沙倉さんは歩き出す。俺もついていった。

　いつもなら真横に立つのだが、今は彼女の斜め後ろに位置していた。雰囲気がそうさせている。これが雫しずくになると、マゾ男子どもが我われ先にとあいつの後ろに陣取りたがり、しかも影を踏まないよう細心の注意を払うらしい。わけ分かんね。

　そのまま外へ。暗くなっているが、まだ視界は良好。でもすぐに見えなくなるだろう。

「あっちですね」

「うん……」

　俺の頭の中は、沙倉さんとどうやって過ごすかで一杯だった。だって夜じゃん。もうすぐ真っ暗じゃん。ここはやっぱ二人で並んで座って、花火を見上げながら「寒くなってきたね」「うん」なんていいながら肩に手をかけるシーンだろう。そんで沙倉さんは俺に寄り添ったまま、手をそっと握ってきたりして、もちろん俺は握り返して、花火の明かりで綺き麗れいな顔がいっそう綺麗に見えて「なにをしているんですか」「見とれていた」「花火……？」「いいや、君に」なんて言っちゃったりして、どんどん雰囲気が盛り上がって夏なのに冷えてくるんだけど二人の心は熱く燃えあがって、「どこか別のところにいかないか？」「ええ……あまり人がいないところがいいです」「どうして？」「恥ずかしいから」ってことになってそのまま草むらとか建物の陰とかとにかく目立たないところに行ってあとはもう……あー、花火いらなくね？

　外は人が多い。沙さ倉くらさんは器用にすいすいと、人の群れを搔かき分わけていく。俺おれの脳内では「キスをする時に目を閉じるタイミングはいつか」の大論争がはじまっていたので、他人にぶつかってばかりだった。

「あそこ、座りませんか……？」

　沙倉さんが指し示したのは、植え込みの近くにぽっかり空いていたスペースだった。確かにここなら花火が楽に見物できそうだ。それよりも植え込みってのがポイント。これは誘っていると解釈すべきだな。

　彼女はハンドタオルを二枚取り出した。一段高くなったコンクリートの上に敷く。

「どうぞ」

　勧めてくれた。やった、正真正銘の隣の席だ。

　これは中学の時の話だが、沙倉さんの隣の席は野郎共にとって石油の鉱区と同じだけの価値があった。なにせ美人との評価はこのころから揺るぎなかったのだ。これで分かるとおり、俺と沙倉さんは中学も一緒である。話したことあるよね。

　で、席替えのたびに隣の席を巡って脅迫やら泣き落としやらがあったのだが、通になると横ではなく真後ろを狙ねらっていた。その方が距離も近く、いつまでも背中を眺めていられるからだ。通称「観光スポット」とまで呼ばれていた。マゾ入っているやつだと沙倉さんの前の席を狙ねらって、ずっと見られることに喜びを感じていたのだが、そこまでいくとついていけない。












　今はもちろん後ろよりも横だ。肌と肌が触れあう距離なのである。座るなと言われたって座る。

　どきどきしながら腰を下ろす。沙さ倉くらさんも同じように座った。

　俺おれたちはぴったりと密着していた。うひゃー、心臓がどきどきする。緊張で身体からだが堅くなっていた。これが水み琴ことなら別に一緒に座りたいとは思わず、紅あか音ねとはほとんど機会がなく、雫しずくとは別の意味で緊張する。沙倉さんの場合は正真正銘、純情な俺の心が緊張感を招き寄せているのだ。

　あちこちから人が集まってくる。そろそろはじまるみたいだな。この人ひと混ごみの中に雫たちもいるんだろうが、もはやどうでもいい。

　視線を感じた。横を向く。うわっ、沙倉さんの顔が目の前にあった。

「さ、沙倉さん……なにを」

「え？」

　彼女はわずかに首を傾けた。

「見てちゃいけないんですか……？」

　なんか艶つやっぽい声音だな。クラブのママさんみたい。行ったことないが。

「い、いけなくないけど」

「じゃあいいじゃないですか……」

　そりゃいいですけど、なんだか油断すると喰くわれそうな気が……いえ、沙倉さんに食べられるなら本望です。

　沙倉さんは俺をじっくり眺めている。この「眺める」って言葉がかなり実情を現していて、プレパラートに挟まれたミジンコの気分だった。俺の顔って、そんなにおかしいかなあ。

　おかしいといえば、水琴は小さいころからよく「あんたの顔のゆがみ具合が変」と俺を罵ののしっていた。今は「そのゆがみ具合が神がかっている」とグレードアップしており、まったく罵ば声せいというものは品切れを起こすことがないらしい。そういやそのあと「ゆがんだ顔が気に入ったあたしはもっと変」とか呟つぶやいていたが、騙だまされてたまるものか。

　パッパパー。ファンファーレが鳴る。花火開始の合図だ。

　俺はほっとして前に向き直った。そうそう、目的はこれなのだ。

　園内のあちこちに設置されたスピーカーが、なんだかんだと注意事項を述べはじめる。暗いから走るなとかゴミはそこらへんに捨てるなとか手荷物はしっかり管理しろとか。んなこと分かってるわい。もっともテーマパークとしてはそうしないとクレームが舞い込んでくるんだろう。俺おれも部屋で雫しずくに唇を奪われた時は、よっぽどホテルを訴えてやろうかと思ったくらいだ。ああいう女は客扱いしなくていいから、どっかに閉じこめておけよ。

　なんかまたファンファーレが鳴った。打ち上げの合図だ。

　ひゅーん。ぼん。

　夜空に大輪の花が咲く。まだ若干明るいものの、花火は十分見える。終わるころには完全に暗くなってるだろう。

　もう一発。今度も普通の円形。多分二、三発続いたあとで、変な形や色の花火が出てくる。

　そんなこと考えていたら、次はテーマパークのマスコットの顔らしき花火が上がった。正直、似てないのとマニアックなのでよく分からない。京都産の黄色電気ネズミやアメリカクロネズミにした方が子供は喜ぶんじゃねえの。ここの社長は手が後ろに回るかもしれないけど。

　次は連続で花火が上がる。戦争映画の砲撃シーンみたいだ。観客からも「わー」とか「きゃー」とか歓声が。時々、ぱっぱと明るくなるのはデジカメのフラッシュだ。でもこんなところで焚たいて意味があるのか？　確か夜間撮影モードにすればそれだけで十分だって東ひがし田だから聞いたような。

　俺は馬ば鹿かみたいに口を開けて見物していた。顔が上向きになると、口が開きっぱなしにならない？　俺、その気があるんだよね。

　そんなことをしていたら、ほほがちくりとした。

　少しだけ横を向く。なんと、憧あこがれの人がまだこっちを見ていた。

「えっ!?　さ、沙さ倉くらさん……!?」

「……どうしたんです？」

　台詞せりふに静かな恐ろしさがある。雫みたい。

「もしかして、ずっと、俺のことを……」

「はい」

　彼女は微動だにせず答えた。

「ずっとナツルさんだけを見ていました。いけませんか」

「いけなく……ありません」

　もちろんそう返答した。他にどう言えばいいんだ。

　しかし、俺にしてはためらいがあった。いつもなら沙倉さんの言葉は全肯定、「見ていた」なんて言われた日には役所に行って婚姻手続きを取りましょうかってことになるが、何な故ぜかそんな気にならない。カマキリに喰くわれる前のバッタのような心境になっていた。

「くす」

　沙さ倉くらさんが笑った。多分。

「ナツルさん、怯おびえているみたい。変ですね」

「そう……うん。自分でも変だと思う……思います」

　敬語で言い直してしまう。別にそんな必要もないんだが。

　沙倉さんの二つの目は、俺おれに注がれたままだ。花火はばんばんあがってみんなの注意がそっちに向けられているのに、まったく見ようとしない。俺も魅入られたかのように、彼女から目が離せなかった。

　それになんだか、瞳ひとみをじっと見ていると頭がぼんやりしてくる。万華鏡を延々と眺めているみたい。催眠効果でもあるのか。

「わたしのこと……怖いですか？」

「そんな……」

「そうですよね」

「全然怖くない……」

「そうですよ」

　なんかおかしくないかこの会話。

　沙倉さんの視線はちくちくと俺の皮膚を撫なでていた。やべー、なんか寒気がしてきた。

「あ、あの、沙倉さん」

「……」

「沙倉さん……？」

「……はい？」

「なんか、話でも」

「お話しした方がいいですか」

「いや、沙倉さんが俺に話あるのかなあって」

　なんか間抜けな会話だが、ちょっと怖かったんだよ。

　沙倉さんはまだ視線をそらさない。

「話……そうですね」

　なんか俺に聞かれたから話題を探しているような口ぶりだ。

「……雫しずくちゃんのこと、どう思っていますか」

「えっ……え？」

「雫ちゃんです」

　生徒会長のことで、もちろん俺おれは分かっているが、そんなことを聞いてきたのが意外だった。

「どう思っているって……別に」

「ちゃんとした感想が聞きたいです」

　俺は戸惑ってしまった。

　なにしろ沙さ倉くらさんと雫しずくは昔からの友人だ。最近まで接点のなかった俺よりよく知っているだろう。それに「今の俺」に聞いてくるのも驚いた。

　いまさら説明するのもあれだが、俺はケンプファーに変身すると女になる。それもかなりの美女で、「星せい鐵てつ三大美女」の一人に祭り上げられたくらいなのだ。そして沙倉さんはそんな女の俺に憧あこがれを抱いている。

　裏を返せば男の俺には興味がないわけで、雫のことをどう思っていようと知ったことではないだろう。もっとも最近……というか今日のホテルでは、雫と俺のことを応援するとか不吉なことを言っていたような。

「ちゃ、ちゃんと……？」

「はい」

　沙倉さんは甘え口調だが、拒絶を許さない強い言い方をしていた。

「教えてください」

　どーんと、花火が俺たちを照らしていた。





　　○






　時間は多少戻る。

　近こん堂どう水み琴ことはさっきからホテルのロビーで、ずっとじれていた。

「あーもう。あの馬ば鹿かたれはなにしてんのかしら」

　あの馬鹿とは言わずもがな、ナツルである。彼女たちは一いつ旦たん支度をし、合流してから花火を見物する予定なのである。水琴は一足早く部屋を出て下まで来たのだが、待てど暮らせどナツルが来ない。

「紅あか音ねちゃん、ナツルなにしてんの」

「それ聞かれるの十回目です……」

　美み嶋しま紅音が返事をする。伏し目がちにしていた。元が気弱であり、彼女も心配しているのだ。

「十回聞こうが二十回聞こうがいいじゃない」

「いいですけど……やっぱり、近こん堂どうさんも心配なんですね……」

「はあ？　別にあいつの心配なんかしてないけど……あー、なんつーか、えーと、花火見逃すのが嫌なのよ。そういうこと」

　水み琴ことは慌てたようになり、早口で告げる。それから急かすように紅あか音ねの背中をばんばん叩たたいた。

「だからナツルは。あいつどっかで心臓麻ま痺ひでも起こしているんじゃないでしょうね」

「変なこと言わないでください……。ナツルさん、あたしよりも早く部屋を出たんですけど……」

　ナツルは廊下で楓かえでに誘われ、とっくに外に出ているのだが、もちろんそんなことは分からない。

「トイレかしら」

「そうかもしれません……」

「もう。あの馬ば鹿かはいっつも遅いのよ」

　むっとする水琴。紅音は口をＯの字に開けて、

「そ、そうなんですか……？」

「うん。小さい時もそうだった」

「そんな時から……」

「そうよ。幼なじみのあたしに迷惑をかけてばっかり」

「……トイレのことに詳しいんですね……」

「へ……あっ、いやいやいやいや、そうじゃないわよ！」

　水琴は慌てて両手を振った。そしてようやく、自分でも話がおかしいことに気がついた。

「あたしあいつのトイレなんか知らないわよ。そうじゃなくってね、行動が遅いってこと」

　水琴は頰ほおが熱くなるのを自覚していた。いくら幼なじみとはいえ、一緒にトイレに入ったことはない。

「ご飯食べるのでも犬に追いかけられるのでも、いつもあたしの方が早かったのよ。男なのに情けないわよ。そんなんじゃダイヤ鉱山の武装警備兵に追われた時に困るっての」

「普通の人は、そんなことにならないと思います……」

「いやでも、南米でコーヒー豆をかついで山から逃げ出すくらいはあるじゃない。足腰や身のこなしって重要なのよ。あとそれに、一緒にお風ふ呂ろ入った時だってあいついつまでも湯船に浸つかっていて、こっちは早く出たいのにぐすぐずと……」

　そこで言葉を切った。紅音が目に涙を溜ため、口を尖とがらせているのに気がついたからだ。

　彼女は恨めしげに言う。

「自慢ですか……？」

「じっ、自慢じゃないわよ。過去にこんなことがあったって、思い出話で……」

「自慢にしか聞こえません。いくら幼なじみだからって……」

「いやっ、でも……よ、よくあることじゃない」

「あたし、幼なじみの男の子なんていません」

「あ……そ、そう」

「相手がナツルさんだなんて、なんて羨うらやましい……」

「あー、うー」

　水み琴ことは目をきょろきょろさせる。肝心のナツルは来る気配がない。実は三さん郷ごう雫しずくもいるのだが、自分は無関心という顔をしていた。無視しているのではなく、本気で興味がないのだ。

「……い、いいじゃない」

　水琴は言葉に詰まり、あげく開き直った。

「あたし、あいつの幼なじみだもん。お風ふ呂ろも一緒に入ったわよ。四回」

「数を覚えているですか……痛々しい……」

「うるさいな！　こんな経験は会長にだってないわよ。あたしのアドバンテージなんだから」

　そう言いつつ、横目で雫を確認する。会長は「だからどうした」と言いたげにしている。聞いてはいるらしい。

「だから、えーと、あたしの勝ち」

「なんで勝ち負けになるんですか！　卑ひ怯きようです！」

「いいのよ！　世の中なんてそんなもんよ！　中東の部族相手に密輸品のやりとりする時なんか、もっと大変なんだからね！」

「そんなこと知らないです……！」

　激げつ昂こうする紅あか音ね。ここまで来ると水琴も引くに引けなくなる。二人はさらに口論をヒートアップさせようとしていた。

「ちょっと、そのへんにしなさい」

　絶妙のタイミングで、雫の横よこ槍やりが入った。

「瀬せ能のう君が来ないって話をしていたんじゃないの」

「……そうだった」

　水琴は頭を切り換えた。どうしてこんなことになったのやら。

「えーと、会長はナツル見なかった？」

「見ていないわ。トイレに行ったかどうかは知らないわよ」

「忘れてよ。じゃああいつなにを……」

　わずかながら不安も顔を出す。水み琴ことは高校生にしては修羅場をくぐりすぎているため、基本的に度胸が据わっている。が、やはり幼なじみのこととなると気になってしまうのだ。これがルビーの原石をブローカーにだまし取られたというなら、諦あきらめるか取り返しに行くのだが。

「楓かえでもいないわね」

　雫しずくが言った。

「そういやいないわ」

　どこかでナンパされている様子もない。二人して姿を消していた。

「あ、ナツルって携帯電話持ってたわよね」

「……これ」

　紅あか音ねがシンプルな携帯電話を取り出した。これは水琴も見覚えがある。バッテリーがすぐに切れるナツルの電話だ。

「あいつつくづく馬ば鹿かね、携帯の意味ないじゃん」

「バッテリーがもう切れちゃいました……」

「あとで新しいの買えって言ってやろう」

　しかし、携帯電話がここにあるのは、連絡手段がないことを意味していた。こうなると現代社会は途端に不便なものになる。

「会長、沙さ倉くらさんの携帯って……」

「今かけてるわ」

　雫は薄型の携帯電話を耳に当てていた。色は黒で、イメージに合っている。

　彼女はしばらく無言で耳をすませていた。

「……出ないわね」

「電源切ってるの？」

「呼び出し音は鳴っていたわ。マナーモードにしているのかしら」

「どーすんのよ」

「どうしましょうか」

　これが本格的な行方不明なら警察の出番である。だが、彼女たちはケンプファーだ。この戦いは法の外側に位置している。万が一戦闘で斃たおれたのであれば、大変なこととなる。

「まさか、白と戦っているってことないわよね」

「あり得るわね」

　水み琴ことの疑問はとりあえず口にしたものであったが、雫しずくはあっさり賛同した。

「観光客の注意が花火に向いているんだから、多少派手にやっても平気でしょう」

「じゃあ、助けに行かないと」

「でもそれじゃ、楓かえでまで連絡取れない理由にならないわ」

「そっか……」

　水琴はうーむと腕を組む。ナツルだけではなく楓まで姿が見えなくなるのはどう考えてもおかしい。二人でなにをしてるんだろうか。いかがわしいことか。そもそもなんだって自分は、こんなことで悩まなくてはならないのだろうか。

　恐る恐る紅あか音ねが口を出す。

「あの……ナツルさんと沙さ倉くらさん、ひょっとしたら二人で……」

「可能性はあるけど……でもねえ」

　と水琴は言った。

「女になったナツルならともかく、男のナツルに沙倉さん興味ないじゃん。いいお友達以上には絶対ならないわよ。二人でどこか行こうとしたって無理でしょう」

「ですから、女のナツルさんになったんじゃ……」

「む……」

　言われてみればその可能性もないわけではない。楓は、女ナツルが相手ならいくらでも積極的になるのである。

「探しに行きましょうか」

　そう告げたのは雫である。携帯電話はすでにしまっている。

「あたしが言うのもなんだけど、どこに？」

「外」

「え？」

「もうすぐ花火がはじまるわよ」

「そりゃはじまるでしょうよ。それ見に行くはずなんだから」

「瀬せ能のう君や楓も見に行くはずなのよ。もう外にいて、案外見物客の中にいるんじゃない」

「ま、普通はそうだけど……。でも敵のケンプファーとかに襲われていたらどうすんのよ。今ごろチャンバラやってるかもしれないわ」

　水琴の心中には不安と焦りがある。はっきりと口にしたことはないが、ナツルに怪け我がをして欲しくないのだ。いくらヘビと素手で格闘する女の子とはいえ、そのあたりは乙女心である。理由は言わずもがな。

「必要以上に不安になってもしょうがないわ」

「あんたは心配じゃないの？」

「今は心配してもはじまらないわ。それより、もう外に出ているって方が可能性あるって思わない？」

「う……」

　正論だが、冷静沈着な美人に言われるとなんだか面白くない。自分が妙に子供な気がしてしまった。

「行きましょう。探すなら、花火がはじまる前がいいわ」

　雫しずくはそういうと、率先してホテルからテーマパーク内へと歩いていった。




　空は薄暗くなっている。奇くしくもナツルが見ている風景と同じだったが、三人はそれに気づきようがなかった。

　水み琴ことはしきりと周囲を見回した。

「あー……いない」

「いませんか……」

　紅あか音ねも同じようにしているが、やはり発見できなかった。

「あいつどこにいるんだろ」

「あまり歩き回らなければいいんですけど……」

　待ち合わせで会えない人間の特徴として、「勝手にうろつく」というのがある。ここにいろと言っても、自分の気の向くままふらふら動き回ってしまうのだ。当人はいいが探す方はたまらない。まして今日は待ち合わせる約束をしたわけではないので、見つけるのは困難だった。

「瀬せ能のう君でも楓かえででも、一人見つければまあ安心ね」

　と雫。水琴は納得しつつ、

「いっそ、大声で叫さけぶ？」

「小学生じゃないんだから」

「山だったらそうするんだけどなあ」

　さすがにテーマパーク内では、普段は人の目を気にしない彼女と言えど恥ずかしい。

「バラバラになって探しましょうか。携帯電話があれば連絡も取れるんだし」

「いいけど会長、肝心の花火がはじまっちゃうわよ」

「だから早く探さないとね。番号教えて」

　雫と水琴、紅音は携帯電話番号の交換をした。今まで教えたことがなく、その必要も薄かった。

　雫しずくはもう左方向に歩き出している。水み琴ことはその背中に声をかけた。

「見つけたら、ちゃんと電話頂ちよう戴だいよ」

「ああ、私と瀬せ能のう君だけで花火見物もいいわね」

「ちょっと、やめてよ！」

「冗談よ。今のところは」

「うー……」

　また雫は、すたすたと歩いていってしまう。あの決断力と行動の早さには、つくづく感心するところがあった。

　もっとも水琴も海外秘境探検生活が長いので、行動力に関しては自信がある。

「紅あか音ねちゃん、あっち行こう」

「え……あたしたちもバラバラになった方が……」

「目が二つより四つあった方がいいわ。さっさとナツルを探して会長の鼻をあかそう」

「は、はい……」

　水琴の方が年下なのだが、リーダーシップは彼女にあった。

　ベンチの背もたれに登ったり、人ひと混ごみでジャンプしたりしながらナツルを探す。

　いない。人間の頭はキャベツ畑のように並んでいたが、そこに見知った姿はなかった。

　場内のアナウンスが開始される。もうすぐ花火がはじまる。このままでは徒労に終わりそうだ。二人は外灯にもたれかかって、休憩した。

　ひゅーんと音がして、最初の一発が打ち上がった。

　歓声と拍手。二人の顔が赤く照らされる。

「……心配です」

　ぽつりと漏らす紅音。水琴はなんとなく返事をした。

「あたしも心配」

「……なんで同じことを」

「心配に同じもなにもないでしょう」

　紅音が水琴を向いた。また目が潤んでいる。

「あ、あたしに対抗して言ったんですか……？」

「……なんでそういう発想になんのよ」

「だって近こん堂どうさん幼なじみだから、その、ナツルさんと……色々あるんじゃないかって」

「ちょっと。考え方がネガティブになってるわよ。そりゃ一緒にお風ふ呂ろ入ったけど、あいにく他にはなんにもいいことがなかったわ。しゃくだけど」

「そうですか……」

　紅あか音ねは胸を撫なで下ろしていた。落ち着くのが端から見ても分かる。

「露骨にほっとしないでよ」

「だって、あ、あたし、近こん堂どうさんや会長みたいに、有利な点がないから……。ナツルさんに見捨てられたらおしまい……あ」

　急に彼女は思い出したようになって、黙った。

「？」

　紅音は目をそらし、口をつぐんでいた。うっすらと頰ほおが赤くなっているようにも見える。

「どうしたのよ」

「別に……」

「変ね。なんかいいことでもあったの」

「……ありません」

「今の間が怪しいわ」

　水み琴ことは紅音の両肩を鷲わしづかみにした。こっちを向かせる。

「どんなことよ。ナツルのことね。喋しやべんなさい」

「えっと、なにも……」

「噓うそはためにならないわよ。あたしトルコの警官に尋じん問もん術習ったことあんのよ。あそこらへんって、かなり手荒いわよ」

　迫力に圧され、紅音の頰が引きつった。

「あ、あの……ナツルさんに、好みのタイプの女性のことを、聞いたことがあるんです……」

「それがなんなの。沙さ倉くらさんに決まってんじゃん」

「そうなんですけど……だから、沙倉さん抜きなら誰だれかって質問したんです」

「ふーん。で？」

「……あたしです」

「は？」

「あ、あたしが好みのタイプ……」

　紅音は弱気の割に、どことなく誇らしそうだった。水琴は頭に血が上るのを自覚した。

「は!?　紅音ちゃんのことが好みなの？」

「だっ、だってそう言いました。あたしがタイプだって……」

「う、噓!?」

「本当ですっ」

　さきほどまでの弱気はどこへやら。紅音ははっきりと言い放っている。

　水琴の頭の中では、「噓」と「本当」の文字がぐるぐる回転していた。

「あいつ……沙さ倉くらさんのことが好みって言ってたくせに」

「だから、それ以外ならあたしだって……」

「うっわー……」

　妙な敗北感。ずっと狙ねらっていた遺跡の財宝を、近所の子供にかっさらわれたような衝撃があった。

　今まで水み琴ことはずっと「あの馬ば鹿かに好意抱くような物好きは、あたしくらいだ」と思っており、ずっと安心していた。海外で遺跡巡りをしていた時も「ナツルに彼女ができたら裸で南米を縦走してやる」と思い、まるで不安にならなかったほどだ。その確信は正しくて、帰国してもナツルは相変わらず「沙倉さん沙倉さん」と夢物語を口にしていた。

　しかしここに来て、ライバルがこうも増えるとは。誰だれもがうらやむ美人である雫しずくと、メガネ姿がマニアックな紅あか音ねである。ナツルに女との縁ができるなんて、槍やりでも降るのではなかろうか。

　この中では雫が一歩抜きんでていて、水琴は彼女に照準を絞っていた。無論ライバルとしてのだ。なんとかして出し抜けないかと策を練る日々。

　だがナツルの好みの相手が紅音となると、また話が変わってくる。雫の場合は「まったくタイプじゃない」と断言しているだけあって、まだ余裕があったのである。












　これはどうしよう。いくらなんでも好みとはショックが大きすぎる。自分がまた、外側に追いやられたようなものではなかろうか。

「いっそ、紅あか音ねちゃんをこの場で亡き者にして……」

「はい？」

「あ……なんでもない」

　つい声に出していた。

　紅音はしきりと首を傾かしげている。どうも「亡き者」だけが伝わったらしい。物騒なところだけを聞かれたようだ。

　水み琴ことは頭を働かせた。花火に負けないよう、やや声を大きくする。

「あ、あのさ」

「はい？」

「あたしたちも分かれて探さない？　どっちも携帯持ってるんだから」

「いいですけど……二人で探すんじゃ」

「気が変わったのよ」

　まだ紅音はきょとんとしている。水琴はさらに口調を強めた。

「どっちも自由に探すの。その方が世の中のためになるのよ」

　そして返事を聞かず、ずんずん歩き出した。




　一人取り残された紅音は、しばしぽかんとしていた。やがて状況を把握し、なにやら複雑な気持ちになる。

　水琴の都合で振り回され、水琴の都合で置き去りにされてしまった。それはまあまだいいが、どう考えても理由がナツルのことである。

　どうも「あたしはナツルさんの好みのタイプ」と伝えたのがお気に召さなかったらしく、はっきり態度が変わっていた。根が人好きのするタイプだから、不愉快にはならない。むしろ「焼やき餅もち妬やくなんて、近こん堂どうさん可愛かわいい」なんて思ってしまったくらいだ。

　とはいえ、ナツルのことで後れを取るわけにはいかない。

（なんとかしなきゃ……）

　しかしなんとかって、どうすればいいのやら。自分で言うのもなんだが、積極性は大変小さい。

　しばらく考え、一つのことに行き当たる。

（あたしが探せばいいんだ）

　先にナツルを探す。そこからなにをするわけではなく、二人を出し抜ければいいのである。先に見つけてしまえば、牽けん制せいにはなるだろう。

　弱気だったが、今の紅あか音ねにしてはかなり上出来である。

　方針を決めたのなら、早く開始をせねばならぬ。彼女は周囲を見渡しつつ、小走りに進む。

　人ひと混ごみを搔かき分わける。頭上でどんどんと花火の音。ほとんどの人が立ち止まっているか座っているので、探すのは比較的楽。ただし近くにいなければどうしようもない。

（ナツルさんナツルさん……）

　もはや宝探しだ。一番最初に発見した人が勝ち。勝ち負けだったのかと思わないでもない。

（どこだろ……あ）

　彼女は思わず口を押さえた。遠くに見える男子の集団。その中でも一人目立つ姿に覚えがあった。男子部の東ひがし田だである。とすると、あれは美少女研究会の面々。

　とっさに避けようという思惑が働く。別に悪いことをしているわけではないのだが、どうも顔を合わせづらかった。元々男性が苦手であり、挙動不審とならずに話せる相手は父親とナツルだけという有様である。

　おろおろしてると、東田がなにげなく頭を動かした。

　ばっちり目が合う。

　互いに気がつく距離になった。せめて名前が思い出せないとかそういう状態になってくれますようにと願ったが、東田では望みは薄い。女子の顔と名はしっかり記憶する男である。

（どうしよう……）

　にこやかに近付いてこられ（別に悪いことではないが）、「今は一人なの」とか「一緒に花火見ようよ」とか誘われたら、対処のしようがない。押しにまったくと言っていいほど弱いのである。

　東田は手を振ろうとしている。まずい。

　紅音はとっさに、近くにあった自動販売機の裏に飛び込んだ。

「……えいっ」

　右腕に力を込める。身体からだが煌きらめいた。普段なら他人の視線が気になるところだが、幸い人々の注意は花火に向けられている。

　彼女の姿はケンプファーとなっていた。

「ふう……」

　服は元のままだ。身長はともかく、各部のサイズに多少の違いがある。おかげで動きづらさを感じてもいた。

　なにやらむかむかしてくる。顔を隠すために変身したのだが、考えてみたら東ひがし田だには変身後も会っている。そもそもなんでこんな苦労をしてまで、ナツルを探さなければならないのか。いきなりいなくなったあの馬ば鹿かが悪いのではないのか。

「あのクルクルパー。ふざけやがって」

　紅あか音ねは低く唸うなる。大おお股またでのしのしと歩き、自動販売機の陰から姿を現わした。

　近くに東田がいた。わざわざここまで来たと見える。手を上げてにこやかな表情のままではあったが、紅音を見て明らかに戸惑っていた。

「あ、あれ？」

「おう。なんだ」

　紅音は乱暴な言葉遣いをする。もっとも今の彼女はこれが普通。

　当たり前だが、東田は実に不思議そうにしていた。

「久しぶり……えーっと」

　彼は変身後の紅音を見たことがあっても、名前までは知らない。

「えーっとじゃねえよ。なんだ、はっきりしろ」

「前に会ったことはあるよね。名前は……」

「名前なんかどうでもいいだろうが」

　これは半分だけ本当である。ここで「紅音」と名乗るのはやはりよくない。残り半分の理由は名乗るのが面倒だから。

　東田の背後からは、他の男子の視線が飛んでいた。ただし一定せず、どこかためらいがちでふらふらしている。いきなり柄の悪い女が現われたので驚いているのだ。

　東田が説明しようとした。

「えーっと、この人は瀬せ能のうナツルの知り合いで……」

　そこで言葉に詰まる。確かに紹介しづらいだろうが、今の紅音はそんなことに気を回したくはない。

「あたしのことは、なんでも勝手に呼べ」

　東田が少し考える。

「じゃあ、姉さんで」

「はあ？　あたしはヤクザの情婦か？　もうちっと頭を使え」

「姐あねさん……」

「同じだろうが！」

「なんか犬みたいだ……」

「てめえ、ナツルと同じことを言う気か！」

　紅あか音ねは右足で東ひがし田だの太ももを蹴け飛とばした。彼は「いたっ」と言いつつ、どこか恍こう惚こつの表情を浮かべる。

「……お前、こういうの気持ちいいのか」

「は、はあ……」

　よく見ると、美少女研究会の面々も興奮している。蹴られた東田を羨うらやましそうに見ている男もいた。

　紅音は口をへの字に曲げ、手で髪をくしゃくしゃにする。

「ったく、なんだってナツルの知り合いってのは、こんなのばかりなんだ」

「ナツルも相当なマゾなんですか」

「いきなり敬語かよ」

「なんとなく」

　東田はそう答えた。恐らくマゾ性せい癖へきが満みたされるからとか、そういうことだろう。

「ナツルがマゾかどうかは知らねえけど、変態の親玉だな。サド女にほいほいついていくからな」

「ああ、やっぱり」

「お前ら、男共が雁がん首くび揃そろえてなにしてんだ」

「いや、花火見に来たんだけど」

「花火だあ？　お前らのこったから、花火に見とれている女でも盗撮しようとしてんじゃねえのか」

　美少女研究会員の中から「どうして分かるんだ」という呟つぶやきがあがる。

「紅音ちゃんはどこに……？」

「どこだっていいじゃねえか」

　目の前にいるのがそうだが、教えてもいいことはない。

　うー、とうなると東田はそれ以上追求してこなくなった。代わりに別のことを訊きく。

「そういえば姐あねさん、ナツルはいないんですか」

「結局姐さんかよ」

「言いやすいんで」

　組を構えた心境である。

「ナツルの馬ば鹿かは勝手にいなくなっちまったんだよ。あたしはあいつを探そうとして……」

　彼女は不意にひらめいた。

「おいお前ら。ちょっと手伝え」

「はあ」

「ナツルがここのどっかにいるはずなんだ。探せ」

「花火見てるんですか」

「そのはずだ。一人じゃしんどい」

「分かりました」

　あっさりうなずく東ひがし田だ。続けて、

「えー、その代わりですね」

「なんだよ」

「ご褒ほう美びをもらえませんか」

「はあ？」

　紅あか音ねは実に胡う散さん臭くさそうな顔をした。逆に東田は嬉うれしそう。

「ナツルを見つけたら褒美……具体的には蹴けっ飛とばしてくれないかなって……」

「お、お前……」

　さすがに紅音もたじろぐ。東田はマゾとしても一級品であった。しかも他の男たちまで口々に言い出した。

「お、俺おれは殴ってください！」

「僕はぶって欲しい」

「このクズ野郎って罵ののしって」

　全員目を輝かせている。興奮のあまり紅音に詰め寄っていた。

　東田が両手を広げて押しとどめようとした。

「待て待てお前ら、姐あねさんのお仕置きは俺が先だ！」

「汚いぞ東田。姐さんみたいな人は、全員で分かち合うべきだ」

「そうだ。俺だって蹴って欲しい」

「裸で縛られて一晩中放置されたい」

　マゾ度数がどんどんエスカレートしていく。快感の表情を浮かべている男たちは、すでに頭の中が想像で満みちあふれているのだろう。しかも花火の音がこの異様なトランスに拍車をかけていた。

　さすがに啞あ然ぜんとしていた紅音だが、気を取り直した。

「あー、分かった！　なんでもしてやるからさっさと探せ！」

「前払いは……」

「そんなもんなしだ！　蹴っ飛ばして欲しけりゃナツルを探してこい！」

　東田以下美少女研究会の面々は「はい！」と返事をして四方に散った。

「ったく……」

　紅あか音ねは一息つくと、腕を振った。拳けん銃じゆうが現われる。銃ゲヴエアーの能力だ。

「ナツルの糞くそが。もし沙さ倉くらといちゃいちゃしてみろ。こいつをお見舞いしてやるぞ」

　そして低くうなるのであった。





　　○






　沙倉さんの台詞せりふは、俺おれの頭の中でぐるぐる回っていた。

「えーと……」

　俺は舌を湿らせた。あのひとでなし生徒会長の悪口ならいくらでも出てくるのだが、沙倉さんはそんなろくでなしの親友だ。悪口を言われていい気分はしないだろう。これが第三者なら全力で評判を落としてやるんだが。まったく雫しずくも運のいい女だぜ。

「なんていうか……生徒会長っぽい、有能な三年生かな」

　沙倉さんは無言で聞いている。俺は何な故ぜかもっと喋しやべらなきゃという気になった。

「頭がよくて美人……生徒にも先生にも評判がいい。完かん璧ぺき人間」

「……それだけ？」

「……え？」

　沙倉さんはさらに俺に顔を近づけた。

「それだけなんですか？」

「だっ、だって別に……」

「わたしはナツルさんに、雫ちゃんのことをどう思っているかを聞きたかったんですけど」

　そ、それはどういうことでしょう……か。

　うっすらと笑う沙倉さん。暗くら闇やみと花火の中、妖よう艶えんな表情が浮かび上がった。

「言葉通りですけど」

「は、はあ……」

　俺はまだびくびくしていた。

　だが実際のところ、今の沙倉さんを目の前にしてしまってはびくつくより他はなかった。

「わたし、ホテルの部屋で聞きましたよね。雫ちゃんとナツルさんは付き合っているのかって」

「はい……」

「雫ちゃんはこれから付き合うって言ってましたけど……」

　沙倉さんが舌で唇を濡ぬらした。きゃー、蛇みたい。

「ナツルさんの心が知りたいんです」

「おおお俺おれの心？」

「ええ。ナツルさんは雫しずくちゃんのことをどう思っているのか」

　繰り返しになるが、俺は雫のことは好きじゃない。だってあいつ強ごう姦かん魔まだし怖いし年上だし。美人だけど趣味じゃないし。それにここで認めるのは、俺の沙さ倉くらさんへの愛を裏切ることになるじゃないか。俺はサクラユーゲントの古参党員だよ。今作った組織だけどさ。

　だからここで首を振った。

「別になんにも」

「そうですか……？」

「あいつのことなんか、もうとんでもない」

「……本当に？」

「もちろん……雫なんか興味がない。あいつやだ」

「ふうん」

　にこりとする沙倉さん。だが続けて出た言葉は意外なものだった。

「つまんない」

　……え？

　俺はつい沙倉さんを見返した。もしもし、なにをおっしゃるんでしょうか。

「つまらないです」

　彼女は笑みも俺との顔の距離も崩していない。

「雫ちゃんのことを、もっと好きになってくれないと」

「な……なんで……」

　そんなの嫌です。あいつに好意なんか見せたら、これ幸いと頭から食い尽くされます。

「だって、雫ちゃんナツルさんのこと好きなんですもの……」

「そんな、馬ば鹿かな……」

「本当ですよ……」

　すみません。いくら沙倉さんの言葉でもそれは信じられません。

　雫が俺のことを好きなんてあり得ない……ってのはここんとこずっと言い続けている俺の意見。あいつは石油王のぼんぼんかＩＴ長者と付き合うのが似合ってる。そんでそいつの金を運用して、会社とか立ち上げんの。

　紅あか音ねも水み琴ことも白いケンプファーの女の子たちもそんなこと言っていたが、俺は絶対に信じない。俺の唇を奪ったのはレイプで、時々見せる思わせぶりな態度も、あとで馬鹿にするため。あるいは罰ゲーム。

　女ってのは残酷な生き物で、そうやって男をたぶらかしては勲くん章しようみたいに見せびらかすのを好むのだ。これ読んでるみんなも騙だまされちゃ駄目だぞ。

　じゃあ俺おれも雫しずくからの誘いは断ればいいんだけど、そこは付き合いというものがありまして。下手なこと口にして学校で嫌がらせ受けたら嫌じゃん。靴に画が鋲びようを入れられるとかさ。

　俺はもう一度否定した。

「まさか……」

「本当」

　今度の沙さ倉くらさんは断定した。機械的だったけど。

「雫ちゃん、ナツルさんのことが好きですよ。それに美み嶋しまさんや近こん堂どうさんも……。もてるんですね」

　またまたまたまた。噓うそはやめてくださいよ。首を振る俺。

「あり得ない」

「いいえ。ナツルさんも薄々気づいているでしょう。みんなの気持ちくらい」

「……」

　気づかないっていうか知りたくない。俺が好きなのはあなただけです。

　沙倉さんはにやりとする。

「まあ、そんなことはいいんですけど」

「そんなことって……」

「ねえナツルさん」

　沙倉さんの声が小さくなった。周囲はみんな花火に集中しているし、どかどか打ち上がってアナウンスもあるから聞かれる心配ないのに、声を潜めていた。にもかかわらずよく聞き取れた。

「雫ちゃんのこと、好きになっちゃったらどうですか？」

「……へ？」

　間抜けな声が出る。

「だから、雫ちゃんのことを好きになって欲しいんです」

「ななななな」

　なんでですか。

　三さん郷ごう雫を好きになる。それは俺にとってライオンの前に裸で出て「どうぞ食べてください」と言うに等しい。雫にならいくらでも食べられたいなんて思う奴やつは「三郷雫様に罵ののしってもらう会」の会員だけでいい。

　それに俺は沙倉さん以外の女性には目もくれたくないのだ。だって他の女に目移りするなんて不誠実だろう。こう見えても純情な恋愛観の持ち主なのだ。

「好きになってください」

「それはちょっと……」

「好きになってください」

　聞いてくれないよ。

「だから……なんで」

「そうすると、雫しずくちゃんを崩せるから」

「……は？」

「分かりません？」

「さっぱり」

　この状況で理解しろというのが無理だ。沙さ倉くらさんは曖あい昧まいな言い方だし、花火はうるさいし。いや花火を見に来たんだから、うるさいってのは問題あるけどね。

「じゃあ、教えます」

　沙倉さんはゆっくりと俺おれの耳に口を近づけた。わー、くすぐったい。

「あのですね……わたしたちにとって、雫ちゃんは邪魔なんです」

「……？」

「雫ちゃんは頭が切れて腕も立ちます」

　それは理解できる。あいつは頭の良さが運動神経に直結しているタイプなのだ。しかも生徒会長という地位以上の能力を発揮している。人間じゃねえよな。

「だからちょっと困ったことになっちゃったんです。せっかくわたしたちは赤と青の戦いを仕組んだのに」

「は……」

「このままじゃ雫ちゃんのおかげで、わたしたちのやっていたことが台無しになっちゃう。そう思ったんです」

　沙倉さんの声はなんか歌うようで、頭の中に入ってきては神経をとろけさせていた。なので台詞せりふの端々に隠れている意味も、わずかしか理解できない。

　なんとか俺は脳みそを回転させようとした。無理に回転させる必要もないんだけど。沙倉さんの言葉で溶けるのも本望さ。

「ええっと……わたし……たち？」

「あら……気になります？」

「いや……どうでも……」

「ふふ。わたし一人じゃないんですよ。わたしたちなんです。なのにわたしたちは雫ちゃんに手を焼いちゃってるんです」

「もしかして……白いケンプファ……」

「ちょっと当たりですけど、外れです」

　なんかもったいぶっている。だったら当たりでいいじゃん。

　沙さ倉くらさんはさっきからずっと、俺おれの耳に口を近づけたままだ。吐息がかかってもうたまらん。手が背中にかかっているので、体温まで感じられる。ああもう、ここは天国ですか。そうですね。

「わたしたちはこの世界では戦えません。だから代理を立てる必要があった。そのためのケンプファーで、指示するのが臓物アニマルたちなんです」

「……」

「今まではうまくいってたんです。臓物アニマルを配って、ケンプファーにして、戦わせていた。普通はそのままうまくいき続けると思いますよね」

　相変らず俺の頭はぼうっとしている。もうなに言われているかよく理解できん。ふにゃふにゃだ。えーと、一足す一は二。二？　別に三でもよくね？

　睡眠導入剤みたいな台詞せりふが続く。

「だから雫しずくちゃんもケンプファーになってもらったのに、あの娘は裏を読みはじめた。そのまま流れるのを拒否したんです」

「……」

「本当は雫ちゃんみたいな人はケンプファーのし甲が斐いがあったんですけど、頭の回転が早すぎると厄介なんですね。わたしたちに逆らうようになっちゃいました。だったら、どうにかしたいって思いません？」

「いや……それは……」

　なにがなにやら。

　俺の脳内（現在高野豆腐化進行中）の一部が、かろうじて台詞を理解しようとしていた。えーと、沙倉さんは会長と敵対しているのか？

「誤解しないでください……わたしは雫ちゃんが大好きです」

　脳内を見抜かれた。こえー。

「雫ちゃんがわたしたちに敵対しようとしているんです。それは困りますから、ナツルさんに協力して欲しいんです」

「はへ……協力……」

「はい。雫ちゃんのこと、好きになってください」

「だから……なん……で……」

「雫しずくちゃんはナツルさんにめろめろです。今はナツルさんがこうだから強気に出ていますけど、ナツルさんから好きになれば絶対崩れます」

　不思議な断言だった。優しく、耳元でくすぐるように囁ささやいている。だけど語調は力強い。そして俺おれはなすすべがない。

「だから好きになって。雫ちゃんをものにしちゃって」

「も、ものにって……」

「強引にしちゃうことですよ」

「な……なにを」

「あら……女の子に言わせる気なんですか」

「いや……」

「うふふ」

　不敵に笑っている。淫いん靡びですよ。

　いやー、でも、それって、あれのことじゃないか。そんなことしていいのか。普通に犯罪じゃん。刑事事件だよ。

「ナツルさんだって、雫ちゃんに無む理り矢や理りキスされていたでしょう。あれの延長だと思えばいいです」

「いくらなんでも……」

　そんな延長ないっすよ。蟻ありを踏んで殺したから次は人間刺してもいいよねってのと同じ理屈。

「無む茶ちや……」

「仕返しだと思ってください」

「そんな馬ば鹿かな……」

「雫ちゃんは訴えません。はまっちゃうかもしれませんよ」

　はまらないだろう普通は。あいつプライドが高いから、絶対に忘れねえぞ。ある日自宅に弁護士がやってきて民事賠償を請求されるか、警官が来てお縄だ。アラスカあたりに逃げないとどうにもならん。

「絶対無理……」

「好きな男にはなんだかんだで甘いタイプです。だから平気」

　まったくそう思えません。

「駄目なんですか？」

「そりゃ……うひっ!?」

　俺は悲鳴を上げた。沙さ倉くらさんが俺の耳を舐なめたのだ。

「ナツルさん可愛かわいい。女の子みたいな声」

　くすくす笑いがする。いきなりやられたら誰だれだってそうなるよ。

「じゃあ、雫しずくちゃんをものにしてくれたら、わたしがご褒ほう美びあげちゃいます」

「ご……褒美……？」

「はい」

　いきなり顔を摑つかまれた。

　沙さ倉くらさんは両手で俺おれの顔を挟んでいた。そして自分の方に向けている。たいした力じゃないんだけど逆らえない。

「こっちを見て」

「は……」

　改めて見るといつもの沙倉さんと似ているようで違う。滲にじみ出でている雰囲気に黒いものが混じっている。高校生のものじゃない。中身でも入れ替わったんだろうか。

「わたしの目をじっと見てください」

「……」

　目をそらせなかった。沙倉さんに言われなくても、見つめていただろう。

　彼女の目は黒いが、その黒さが底知れなかった。ぼうっとしており、どこまでも暗くら闇やみが続いている。人間の瞳ひとみというのは、そこまで深いのだろうか。

　そして俺は、意識が吸い込まれるような感じすらしていた。

　なんだろう、奥深く連れて行かれる気持ち。そっちに行ってはいけないのに、引っ張る手を離すことができない。そして自然と、それが当然のような気がしてくる。

「わたしの言ってること、分かりますよね……」

「……」

　そりゃもう。

「言うこと聞いてもらえますね」

　沙倉さんの言うことならいつでも聞きます。でもなんか違うような。

　頭がぼんやりしてきた。なにがなんでも従わなきゃいけないような。そうでないような。

「わたしに従ってください」

「……はあ」

「このことは雫ちゃんに言っては駄目です。でも雫ちゃんのことは好きになって。わたしたちの方へ持ってきて」

「……」

　うーん、どうしよう。あの液化窒素みたいな氷点下女を好きになるのか。でも沙倉さんの言うことだからな。間違いはないのかも。

　沙さ倉くらさんの台詞せりふが脳に染しみ込む。うーん……。

　不意に、彼女の手に力がこもった。

「……えっ!?」

　ぐぐと近づいてきた。ちょっ、ちょっと沙倉さん。近いですよ。

「……わたしのこと嫌いですか？」

　とんでもない。

「じゃあ言うこと聞いてくれませんか。雫しずくちゃんを好きになって虜とりこにしたら、ご褒ほう美びをあげますから」

「どん……な……」

「こんな」

　沙倉さんの唇が俺おれの唇に接近した。

　頭の中では「やった！」というファンファーレと「危ない！」というブザーが同時に鳴り響いていた。

　このままだと沙倉さんと俺の唇は重なる。すなわち口づけである。夢にまで見たというかしょっちゅう妄想していることが現実になるわけだ。嬉うれしくないわけない。












　だが展開がどうにもあれだ。前にも述べたが俺おれの妄想では、夏にもかかわらず「少し寒いね」「ナツルさんとなら平気です」とかそんなシチュエーションが繰り広げられ、いいムードになりながらゴールインするのである。このままじゃなんだか、犬がエサもらっているみたいだ。

　考えようによっては犬より酷ひどい。一種の脅迫である。しかも雫しずくを好きになれとか無体な要求なのだ。

　だがしかし、沙さ倉くらさんとのキスは甘美な誘惑だった。もう砂糖でできた白鳥のオブジェくらい甘くて美しい。雫との忌まわしい想おもい出でが、これで上書きされるのだ。ブラボー、心のファーストキスはやっぱり沙倉さんだ。

　彼女の唇はじりじりと近寄ってくる。俺は待ちかまえていた。というかそもそも動けない。でももう動かなくていいか。無抵抗主義だ。

　近づけば近づくほど、唇はゆっくり動いていた。光速に近づいた宇宙船じゃあるまいし、早く早く。

　ぽぽーんと音。花火もそろそろクライマックスだ。最後の仕上げとばかりに次々に打ち上がっている。観客は拍手。どうでもいいよそんなことは。こっちが超重要。

「こういうご褒ほう美びを……」

　もう本当にぎりぎりまで接近した。舌を伸ばせば多分届く。そんなよこしまな考えが頭を横切った時。

　不意に眼前が暗転した。





　　○






　水み琴ことはずんずん歩いていた。

　変身後の紅あか音ねほどではないが、目付きは悪く雰囲気も尋常ではない。嚙かみつくとまではいかないが、引ひっ搔かくくらいは十分やりそうだった。

「ナツルう、どこだー！」

　あまり迷惑にはならないように、それでも十分な迫力をもって吠ほえる。近くのカップルが、びくっと身体からだを震わせた。

　すでに水琴の頭の中では最悪の展開、すなわちナツルと楓かえでが一緒にいたケースを想定していた。

（ナツルが沙倉さんを誘って、二人きりでいちゃいちゃとか……いや、あんな腰抜けが積極的になるわけないか）

　では逆のケースはどうか。

（沙さ倉くらさんがナツルを誘って、隣り合って座っちゃったりして……。それに二人で花火そっちのけで話をして盛り上がったりしなかったりして……）

　彼女の頭の中で、ナツルと楓かえでの楽しい花火見物の光景が浮かんでは消えていった。

（そんで沙倉さんが、「ナツルさん、こっち向いてください」なんて言って、キ、キスを迫るなんてことも……！）

　それは完全に想像だったが、恐ろしいことにそれほど外れてはいなかった。そして彼女は根拠もなく、真実だと断定していた。

（幼なじみを放置してそれか……許さん！）

　怒りが沸ふつ々ふつと湧わいてくる。ナツルにしてみればたまったものではないだろうが気が収まらないのであった。

　手を合わせ、ぽきぽき鳴らす。

（いざ天てん誅ちゆうを……）

「近こん堂どうさん」

　声を掛けられた。振り返ると雫しずくがいた。

「なによ……あ、会長」

「瀬せ能のう君見つかった？」

「まだよ。会長は？」

「いないわね」

　一瞬、隠しているのかと疑ったが、本当に見つけてはいないようだ。確かにこの人ひと混ごみでは、短時間で見つけ出すことが困難である。

「……あいつ、どこでなにしてんのよ」

「さあ」

「……ずいぶん吞のん気きね」

　水み琴ことは雫をじろっと眺める。

「会長は心配じゃないの？」

「なにが？」

「ナツルと沙倉さんのことよ。ほら、なんていうか……暗がりに男女がペアでいるわけじゃない。なにかあるかもって……」

　今までの心情を吐露する。だが雫はまったく冷静である。

「楓と瀬能君が？　なにか起こるの？　楓にその気は全くないわよ……ああ、女の瀬能君なら分からないけど、変身しないでしょう」

「そりゃそうだけど、ナツルがなにかするかもしれないじゃない」

「瀬せ能のう君が女に積極的だったら、私がこんなに苦労して、アタックすることはなかったわね」

　さらりと言われ、水み琴ことはたじろいだ。

「会長……念のために聞くけど、苦労ってなに？」

「あら。近こん堂どうさんも、私が部屋でなにをしたか見ていたでしょう」

　言葉に詰まる水琴。彼女の脳のう裏りにはディープキスをする雫しずくとナツルの姿が、くっきりと映し出されていた。

　水琴はどうしてか、耳が熱くなっていた。

「かっ、会長！」

「なに？」

「わっ、忘れていたけど、あんたもあたしのライバルなのよ？」

「ライバル？」

「だっ、だから、その……ナツルの……」

　雫はくすりとする。

「ライバルだと認めてくれるのね。嬉うれしいわ」

「あ、当たり前よ」

　と言ったものの、現時点で雫がリードしていることくらい、彼女にも分かっていた。デートに加えてあんな口づけまでしているのだ。こっちは手を繫つないだ記憶すら定かではないというのに。

「一応あたしも、幼なじみっていうアドバンテージがあるんだから」

「そうね。私も頑張らないと」

　これ以上頑張られても困る、と水琴は心の中で呟つぶやいた。

　自然と二人でナツルを探すようになった。非効率だが仕方がない。抜け駆けされるよりはマシだと思うようにした。

　花火がいくつも上がっている。テーマパーク内は盛り上がっていた。人探しをしているのは変な気分だ。

「……ねえ会長」

「なあに？」

「なんでそんなに、ナツルのことにご執心なの？」

「近堂さんは執着してないの？」

「質問を質問で返さないでよ」

「今の質問が、答えになっていると思うけど」

　ぐっと言葉に詰まる。

　実のところ、聞く必要もなかった。今まで雫しずくがナツルにしていることを見ていれば、答えは一つしかない。それでも確かめずにはいられないのは、なんというか出かける前に何度も鍵かぎを確認するようなものだ。

「会長みたいな人がいたらさあ、あたしとか勝ち目が薄いじゃん」

「勝てないと言い切らないところが、近こん堂どうさんらしいわね」

「美人でスタイルよくて頭もいいなんて、反則じゃない？」

「私は自分の姿形を誇ったことはないけど」

　それは確かにそうだ。水み琴ことは復学したので詳しくはないが、誰だれに聞いても「会長は自分の美び貌ぼうを鼻に掛けたりはしない」と言われた。星せい鐵てつ三大美女だなんだと囃はやし立たてているのは、周囲である。

「会長みたいな美人だったら、ナツルなびくわよ。地位に弱い男なんだから」

「前にも聞いたけど間違っているわね。瀬せ能のう君は全然私になびいてくれないわ」

「そう？」

「ええ。勝手に近寄ってくれるなら、私だってここまでしないわよ」

「本当？　来たら来たで、会長もっとナツルに迫るんじゃない？」

　ふふっと声を立てる雫。

「そうかもね」

「噓うそなんじゃん」

「でも私をここまでさせている男の子ははじめてよ。これは本当」

　だろうなと水琴も感じる。男に興味がないのではと思われていた会長が、押しの一手なのだ。冷静に圧力を加えるやり方が、また迫力満点で凄すごい。

「よくそこまでできるわね」

「簡単よ。ちょっとした決断力があればいいの」

「普通はないのよ」

「じゃあ私がこれからも有利ってことになるわ」

　それは困る。雫は続けていた。

「でも近堂さんの幼なじみってところも、相当いいわよ」

「あたし、それしか武器はないのよ」

「美人で幼なじみってのも、かなりいいじゃない。私にはない利点ね」

「でもあいつ、構ってくれないし」

　幼なじみなんだから、もっと遊びに行ったり一緒に帰ったりあるだろうと思っているのだが、その気配はない。そんなにあたしをないがしろにするなら、トルコに発掘調査行っちゃうぞと考えたくらいだ。

「でも瀬せ能のう君が近こん堂どうさんといる時の態度は、ずっとリラックスしてるわよ。私の時はしてくれないわ」

「会長、怖がられてるんじゃない」

　これはナツルに限った話ではない。星せい鐵てつ学院の生徒は多かれ少なかれ、雫しずくに畏おそれを抱いている。水み琴ことは人との付き合いが豊富なので、あまり怖がることはない。

「そうかもね」

　そして雫は、独り言のように言った。

「頑張ってるつもりなんだけどねえ」

　ひえっ、と水琴は呟つぶやく。一瞬だが雫が、恥じらったような照れたような表情を浮かべたのだ。花火の光に短時間照らされただけだが、確かにはにかんでいた。日ごろ報道専門の女子アナみたいな鉄面皮なので落差が激しい。

　つい口に出した。

「……うわ。女の子みたい」

「私だって女の子よ」

「傭よう兵へい隊長とか言った方が、会長らしいわよ」

「日本に生まれてそれはないわ」

「……でもそこまでしてんのに、なんでナツルのアホは会長になびかないのかしらね」

　個人的な感情は置いておくと、やはりそういうことになる。もちろん水琴にとってラッキーではあるが、魚が向こうから「食べてくれ」と近寄っているのだ。

「あたしが男なら、会長選ぶ可能性は高いわよ。自分で言ってて悲しくなるけど」

「瀬能君は楓かえでのことが好きだからでしょう」

「沙さ倉くらさんに見向きもされてないのに、なんであそこまで熱心になれるんだか……好かれてるのは女のあいつなのに」

「男の子の考えることはよく分からないわ……。でも、近堂さんのことも、結構好きなんじゃないかしら」

「あたし？　だからそんなことないって」

「さっきも言ったでしょう。瀬能君がリラックスしてるのは、あなたといる時だけよ」

「でも、それだったら紅あか音ねちゃんのが上よ。ナツルの好みのタイプって、あの娘なんだって」

　雫しずくの動きが一瞬止まる。ただそれは、水み琴ことにも分からなかったレベルだ。

「……それ、なに？」

「沙さ倉くらさんを除いたら、好みのタイプは紅あか音ねちゃんなんだって。さっき聞いて驚いて……ん？」

　水琴はつい、雫を見つめた。

　彼女は歩くのを止めていた。落ち着かない様子で目を左右に動かしている。実に「らしくない」行動であった。

「会長？」

　しばらく間を置いてから、雫は返事をした。

「……美み嶋しまさんが好みのタイプなのね……」

「うん、そう言ってた」

「まいったわね」

　珍しいことに、雫は渋い表情をしていた。

「まいったってなに」

「美嶋さんと私って、正反対でしょう。そういう人が好みのタイプでライバルになると、ちょっと骨が折れるわ」

「……一応あたしも、ライバルなんだよね？」

「もちろん。ライバルなんて一人でも多すぎるのに……さっさと探しましょう。美嶋さんに先を越されたら嫌だわ」

「ねえ、会長……」

　恐る恐る、水琴は切り出した。

「なに」

「もしかして、焦ってるの？」

「そうよ」

　雫は実にあっさりと認めた。




「どこに行きやがったんだ、あの糞くそツボは」

　女子高生とは思えない台詞せりふを発しながら、紅音は腕組みをしていた。

　持ってきたポッキーを嚙かみ砕くだきながら、いらいらと足を踏みならす。彼女も探しに行けばいいのだが、そんなことをしたら東ひがし田だたちの報告が受けられない。携帯電話の番号は交換していなかった。毎日のように「いじめてください」や「踏んでください」などのメールや電話を受け止めるのは、血圧上昇の材料にしかならない。

　憮ぶ然ぜんとしている紅あか音ねに何人かの男が声をかけてきたが、全員一いち瞥べつしただけで退散した。今の彼女は目が血走っている。嚙かみ殺ころされると思ったのだろう。それは恐らく正しい判断だ。

（野郎をみつけたらどうしてくれよう……）

　とりあえず鉛弾を叩たたき込こむ予定であった。それだけだと即死するので、急所は外す。地面を転がって悶もだえているところを、足で踏みつける。それから蹴ける。あとは気分に従って色々と。

（ま、本当にぶち殺しちまったら、寝覚めがわりいな。もっとこう痛みが生涯続くようなやり方ってのを……）

「姐あねさん、見つけました！」

　岡おかっ引ぴきのように走ってきたのは東ひがし田だだ。喋しやべり方もそれっぽい。さすが大人数で探しただけあって、すぐに発見できたようだ。

「どこにいやがった!?」

　今来た方角を指さす。

「向こうです！」

「そうか。よし、殺してやる」

　彼女にとって銃の引き金は羽根よりも軽い。完全に本気であった。

「一人だったか？」

「えーっと、誰だれかいたような……沙さ倉くらさんだったかな」

「なんだと!?」

　紅音は東田の襟首を摑つかんで締め上げた。東田の方が背が高いのだが、彼女は怒りにまかせて持ち上げていた。

「沙倉と一緒だったのか!?」

「た……多分……」

「多分だと。はっきりしろ！」

「沙倉さんです。暗かったけど、星せい鐵てつ女子の顔は全員覚えているから……」

「よし、でかした」

　紅音は東田を下ろした。瞳ひとみには怒りの炎が渦巻いている。

「クソ野郎、ぶっ殺してやる」

　ダッシュしようとする紅音。

「で、あの……」

　東田が慎重に切り出した。

「ご褒ほう美びは……」

「ああ？　そんなん後だ。あいつをぶち殺したら、ちゃんとやるから安心しろ」

　東ひがし田だの顔がぱっと明るくなる。

「本当ですか!?」

「本当だ。顔だろうとナニだろうといくらでも踏んでやる。待ってろ」

　小躍りする東田を放置し、紅あか音ねは疾走した。

　銃を確認。右手に握りしめ、いつでも撃てるようにする。

　彼女の殺意は常に本気であった。





　　○






　目の前が暗くなったのは、俺おれのとっさの判断によるもので、しかもそれは身体からだが勝手に判断したものだった。

　俺は沙さ倉くらさんを避よけて地面にキスをしようとしていた。そりゃ暗くもなるわ。

　同時に俺の右腕が発光している。変身の合図だ。自分の意思というより、他のケンプファーに引っ張られているのだ。

　倒れそうになる寸前、首を捻ひねって後ろを見る。

　今までいたところは、鎖くさり鎌がまが通過していた。

「おしい。外れた」

　鎖鎌を引き寄せ、ぺろっと舌を出した少女がいる。植うえ田だ理り香かだ。ロリ体型の暴力万歳女。

「動かないで。今度は首を切り離すから」

　なんでそんな目に遭わなきゃならないんだよ。

　とりあえず植え込みへ逃げる。それから、俺は自分の右手を突き出した。魔法ツアウバーは炎を発する。こんな人の中で使いたくないんだがいいや。花火と勘違いするだろう。

　また鎖鎌が飛んでくる。威力を小さくして撃った。

　空中でぶつかり、炎は散って鎖鎌は落ちた。理香が唇を尖とがらせる。

「大人しく死になさいよ」

「誰だれが死ぬか！」

　こちとらまだ高校二年生で、沙倉さんとキスもしてないのだ。さっきのようなシチュエーションはどうかと思ったが。

　理香は「にひひ」と笑いつつ接近してくる。なんか理性のある殺人鬼って感じだ。正気と狂気の境目を喜んで歩いている雰囲気。

「理り香かはまだ、人間の首を刎はねたことってないの」

　俺おれだってねえよ。

「だからやらせて」

　いかれてる。ケンプファーってのは、内なる狂気も噴出させるのか。

　当然、俺はこう返事をした。

「断る」

「えー、なんで」

「じゃあどうぞなんて言うやついるか」

「理香には言ってよ」

「余計断る」

「じゃあ、勝手にやっちゃう」

　鎖くさり鎌がまが飛んでくる。ただし今度は、上方から。

「うおっ!?」

　鎖がくねり、渦を巻くようにして落ちてきた。とっさに狙ねらえず、俺は転がってかわした。

「やだ。じっとして」

「断るって言ったろ！」

「えいっ」

　鎌の先端が、ズボンの裾すそに引っかかった。あっ、十センチも裂さけた。買ったばっかなんだぞ。

　当然理香は気にしない。それどころか「にひひひひひ」と笑っている。その気味の悪い笑い方はやめろ。

　かろうじて起きあがったが、理香は手を緩めない。

「これでどうだ」

　また鎖鎌が突っ込んでくる。今度は俺も正面から撃ち落とそうとした。

　火球を発射……だが、鎖鎌はいったん地面に落ち、それから跳ね上がった。

「うへっ!?」

　鋭く尖とがった先端が俺の喉のど元もとを狙っている。まずいっ、本気で首を刎ねる気だ。

「死んじゃえ」

　思わず目をつむったその時。

　銃声がして、鎖鎌が撃ち落とされた。

「くそっ」

　理香の斜め後ろ。そこに紅あか音ねがいた。銃撃して撃ち落としたのは猛犬女だった。

「紅あか音ね！」

　俺おれは思わず安あん堵どの声を出した。たとえ犬でも味方は嬉うれしい。

　だが紅音は牙きばをむき出しにしていた。

「おいロリ娘。余計なことするんじゃねえ。ナツルを狙ねらったのに外れたじゃねえか」

「えっ、お前、俺が的だったのか!?」

　紅音は視線をこっちに向ける。

「そうだよ。殺してやるから動くな」

「なんでお前まで俺を!?」

「理由はくたばってから教えてやる。今喋しやべるだけでも腹が立つ」

　なんて理不尽なんだ。

　それでも猛犬女の頭の中では理不尽でもなんでもないんだろう。こいつがトリガーハッピーだってことを忘れてた。ていうか、なんで敵が増えるんだよ。冷静に考えておかしくないか。

　理り香かはまた口を尖とがらせてた。

「やあよ。理香の獲物」

「いいや、あたしの獲物だ」

「邪魔しないで。早い者勝ち」

「あたしの方が、ずっと前から殺そうと思っていたんだ」

「理香のなの」

「じゃあお前も死ね！」

　説得もなにもあったもんじゃない。紅音は理香に銃口を向け、同時に引き金を絞る。

　銃弾はまっすぐロリ体型の少女に飛んでいった。

「きゃあ！」

　頭を抱えるようにして避よける。おや、かわした。さすがケンプファーともなると、動きがだいぶ速い。

「なにすんの、お犬さん！」

「やかましい。こいつは俺の獲物だ！」

「理香が殺すのよ！　犬は引っ込んでて」

「てめえ、人を犬呼ばわりするとはいい度胸だ」

　まったくだ。俺でもいつもは心の中で罵ののしるだけだってのに。

　二人は向かい合う形になっていた。どっちも武器を構えている。

　俺はこっそりこの場を離れようとした。

「おい！」

　ひいっ。紅あか音ねが怒鳴る。

「そこを動くんじゃねえぞ」

「ええ……？」

「このロリ顔殺したら、おめえを殺す。それまで動くな」

　悪魔かこの女。

　紅音は殺す気満々だ。理り香かも同じ。現在のところこの二人が睨にらみ合あっていて、勝った方が俺おれを殺しに来る模様。なんだその地獄。

　どっちも殺意だけをどんどん膨らませていた。君たちもっと仲よくできないのか。無理か。

　理香が先に動いた。

「えいやっ！」

　鎖くさり鎌がまが低く飛ぶ。生き物みたいにくねると、下から突き上げるように動く。俺を攻撃した時と同じだ。

　紅音は意表を突かれたのか微動だにしない……と思ったら、突然ダッシュした。

　理香に向かって一直線。銃ゲヴエアーっていう便利な遠距離殺傷兵器を持っているのに、なに考えてんだ。

　猛犬女は銃口をぴったり理香に合わせている。至近距離から、一発で決めるつもりなのか。まさに犬の突進だ。猟りよう犬けんそのもの。

「くたばれ！」

　紅音は怒鳴ると、引き金を引いた。

　花火に紛れて銃声が響く。もっともこいつなら、花火があろうとなかろうと撃つだろう。頭に血が上ると、他人の目ってのが見えなくなるタイプ。

「きゃん！」

　理香が吹っ飛んだ。弾が命中した。

「くたばったか!?」

　紅音の歓喜の声。いや、死んではいない。一瞬だけしか見えなかったが、鎖鎌を引き寄せて、顔面の楯たてにしていた。狙ねらいが正確だったので逆に助かったのだ。

　転がった理香が、むくりと起きあがる。

「なにすんのよ、犬！」

「ちっ、まだ生きてやがる。ケンプファーってのはタフだぜ」

「勝手に殺すんじゃないわよ！」

　とか言いながらも、足下がふらついていた。ダメージがそれなりにあったらしい。

「次は確実に仕留めてやる」

「ばーか！」

　理り香かは罵ののしると、鎖くさり鎌がまを振り回した。紅あか音ねを攻撃するためじゃない。真後ろに立っている、立ち木に向けて投げた。

　そしてぶら下がると、反動をつける。

「あっ！」

　紅音は叫さけんで、また発砲。だが理香は数回の反動で大きく飛び、植え込みの奥へと逃げ込む。

　小柄な身体からだはすぐに見えなくなった。

「くそっ！」

　地団駄を踏む紅音。

「覚えてやがれ、次は絶対殺してやるからな！」

　そして再び逃げようとした俺おれの前に回り込んだ。

「おい、クソ男」

「わあっ！」

　俺は跳び上がりそうになった。紅音の銃ゲヴエアーが、目の前でこんにちはをしていた。

「あのロリがいなくなったらちょうどいい。よくもあたしをコケにしてくれたな」

「おい、俺は別になにもしてねえぞ！」

　とりあえず両手を挙げて降参の意を示す。だがこいつは、まったく考慮してくれなかった。

「なにもしてねえだと……どこまであたしを馬ば鹿かにすりゃ気が済むんだ」

「だってなにもないじゃん！」

「てめえは沙さ倉くらのクソアマと一緒だったろうが！」

「……どうしてそれを」

「密告してくれるやつがいるんだよ。旧ソ連並の秘密警察国家だぜ。こんな暗がりで二人きりたあふざけやがって。なにしてた」

「な、なにも……」

「とぼけんな！　なにもしてねえはずがねえ」

　銃口が接近する。馬ば鹿か馬ば鹿か、あんま近づけんな。あと引き金から指を離せ。人差し指の腱けんがぴくぴくしてんじゃねえか。

「本当は今すぐに、ここで撃ったってかまわねえんだぞ」

「どうしてお前はそう短気なんだ……」

「黙れ。全部おめえのせいだろうが」

「理不尽だ」

「理不尽ついでに死んでみるか。喋しやべんなきゃここで殺す。喋ったらそのあと殺す。どっちがいい」

　どっちも嫌に決まってんだろうが。

　だけどそんな理屈が通用する気配はない。猛犬に必要なのは理屈ではないのだ。

　そもそもなんで俺おれがこんなことで死ななければならんのか。なにか死ぬに値することでもしたのか。こいつはなに怒っているんだ。いつも怒ってるけど。

「あ……えーと、沙さ倉くらさんとのことだよな」

「そうだ」

　なんだっけ、ああ、ご褒ほう美びをくれるんだった。沙倉さんとの熱い口づけ……。

「てめえっ、なに顔赤くしてんだ!?」

　紅あか音ねがまた怒鳴った。うわ。

「なに考えてやがった、このスケベ野郎！」

　こいつの罵ば声せいは底なしだな。それよりなにか言わなきゃ。えーと。

「いや、別に沙倉さんとはなにもなかったよ。だって、ほら……」

「なにがだってだクズ」

「なにもしてねえから。沙倉さんに聞いてもらえば……」

　そこではっとした。そういえば沙倉さんは？

　振り返る。が、そこには誰だれもいない。理り香かは当然だが、沙倉さんの姿もなかった。

「……おいこら」

　また銃口が目の前にやってくる。ひい。

「どこに沙倉がいるんだ」

「いやいたはず……あれえ？」

「どこにもいねえじゃねえか。役に立たない目玉なんざくりぬけ。なんならあたしがやってやる」

「わあ、やめろ」

　ナイフなんか持ってないだろうな。持ってなくても、銃口でくりぬくとかやりそうだ。俺は必死になって頭を回転させた。

　手をばたばたさせる。

「待て待て、紅音」

「遺ゆい言ごんでも思いついたか。聞いてやらねえ」

「鬼か。そうじゃなくて、最初から沙さ倉くらさんはいなかった」

「はあ？　あたしにチクったやつが見たんだぞ」

「そいつは噓うそをついてる。俺おれは一人で花火が見たかったんだって」

　我われながら苦しい言い訳だったが、死ななければなんでもいい。どういう理由だかしらないが、紅あか音ねが無む茶ちや苦く茶ちや怒っているのだ。

　紅音はじと目でこっちを睨にらんでいた。

「ふん……」

　拳けん銃じゆうが消える。およ？

「やめた」

「は？」

「おめえを殺してもしょうがねえ。つまんねえ言い訳する奴やつなんざ、殺したってはじまらねえ」

　吐き捨てるように言う。

「それに、今ぶっ放したら、ちっと厄介なことになるかもしれねえからな」

　ふと頭上を見ると、花火はとっくに終わっていた。ぞろぞろと帰る人の群れ。確かにここで撃ったら、耳目は集めるだろう。それにしても、周りの視線なんかなんとも思わない女が、ここで引くとは。

「おめえを蜂はちの巣にしても、寝覚めが悪いかもしれねえしな」

「きっと悪いぞ。これからも」

「うるせえ」

　狂気に満みちた双そう眸ぼうが、俺を射抜いた。

「もしだ。もし今度沙倉といちゃついていたら、本当に殺す。命が惜しけりゃ大人しくしてろ」

「……はい」

　つい返事をしてしまったが、俺は大人しくしていたいんだ。周りが勝手に巻き込んでいるんだよ。

　紅音はぺっと唾つばを吐いていた。こら、行儀の悪い。そうしたらどこからか声。

「あー、いた！」

「……？」

　彼女は右奥を注視していた。俺もそっちを向く。

　やってきたのは水み琴ことと雫しずくだった。

「紅あか音ねちゃんもいる！　ちょっと、二人でなにしてんのよ！」

「なにもしてねえ」

　俺おれが言う前に、紅音が叫さけんだ。まだ変身は解かれていない。

　二人は駆け寄ってきた。

「沙さ倉くらさんは？　一緒じゃないの？」

「あたしも知らねえ。こいつも見てねえとかぬかしやがった」

　まあ噓うそなんですが。でもいなくなったのは本当。

「……楓かえでがいてもおかしくないけど」

　と雫しずく。水み琴ことも言う。

「あたしもそう思うよ」

　事実そうなんですが、いないものはしょうがありません。

　雫が俺のところまで来た。例によって、なにものも信じていない、事実だけを欲しがっている瞳ひとみだ。

「瀬せ能のう君」

「なんだよ。沙倉さんならいないよ」

「それは見れば分かるわ。そうじゃなくて、なにをしていたの？」

「なにが」

「楓となにをしていたか、よ。美み嶋しまさんが来る前になにかしてなかった？」

　うわ、さすがに鋭い。どうして要点だけを突いてくるんだ。

　俺は言葉に詰まっていた。喋しやべると猛犬女に殺されそうな気がする。なによりも、脳のう裏りには沙倉さんの言葉が思い出されていた。

（雫ちゃんを好きになって）

　これはなんなんだ。俺、なにか約束とかしたのか。したんだろう。こんな台詞せりふが出てくるんだから。

（教えないほうがいいよな……）

　なんとなくそう感じた。これも沙倉さんとの約束……なんだろうか。

「いや、なんにもない」

「……そう」

　雫は俺の否定を、それ以上追及しなかった。単に質問を止めただけで、疑いが晴れたような感じはしないけど。

「でも楓がいないとなると、また探さなくちゃならないかもね」

「もう花火終わったんだし、帰ってるんじゃない」

　と水み琴こと。それもそうだな。

　紅あか音ねはと見ると、変身を解いていた。なにやら真っ暗になって落ち込んでいる。これはいつものことで、乱暴な言葉遣いを思い出しては後悔しているのだ。この性格の切り替わり方はすごいよな。なので俺おれも、いちいち責めたりはしない。

　雫しずくは携帯電話を操作していた。

「……出ないわね」

　沙さ倉くらさんのことだろう。

「仕方ないわ。帰りましょう」

「あーもう、花火見損なった」

　ぽこん。水琴が俺を蹴け飛とばした。

「いて。なにすんだ」

「こっちの台詞せりふよ。花火なんか全然見られなかったわ」

「なにしてたんだよ」

「あんたを探していたに決まってんでしょうが！」

　ぽこぽこ。キックが俺の尻しりに炸さく裂れつ。分かったよ。

　なおも水琴は俺を蹴り続け、そのままホテルへと帰ることになった。





　　○






「ふう……」

　走り続けた理り香かは、一息ついた。

　額を押さえる。じんじんしていた。鎌かまで庇かばったとはいえ、銃弾が直撃したのだ。これだけですんだのは奇跡だ。

「あの犬、いつか殺してやるんだから」

　そう罵ののしり、武器を消した。さすがにいつまでも持ち歩くことはできない。

　あとは仲間と合流しなければ。ただの花火見物だったのが、抜け駆け同然に出てきたのである。

　かさりと音がする。

「あ……」

　いつの間にか、目の前に女性が立っていた。

「楓かえで様！」

　理香はほっとした。沙倉楓は無表情のまま、見つめていた。

　両手を広げて抱きつこうとする。楓かえではいつも優しく抱きしめてくれるのだ。今度も猛犬女にいじめられた自分を、慰めてくれるはずであった。

「理り香か……」

「楓様。理香、犬みたいな女にいじめられたんです」

「……」

　抱きつこうとした寸前、理香は頰ほおに鋭い痛みを感じた。

「あ……」

　楓は顔色も変えないまま、理香の頰を張っていた。

「な、なにを……きゃっ」

　無言でもう一度。さらにもう一度。楓は機械的な動きで、理香を叩たたいていた。

「痛い、痛いです楓様！」

「どうして余計なことをしたの」

「せ、瀬せ能のうナツルを見つけたから……」

「殺そうとしたのね。あなたたちのやるべきことはなに？」

「ナツルをこっち側に……」

「女の瀬能ナツルを味方にする。そうでしょう。どうして殺そうとしたの」

「だっ、だって、楓様とあんなことを……」

　理香は涙をにじませていた。全く抵抗できず、されるがままだ。

　そして楓は、叩くのを止やめない。

「わたしがなにをしようと、気にしないの。そういう約束でしょう」

「でっ、でも……」

「まだぶたれたいの」

「わっ、分かりました！」

　悲鳴のような返事。

「もう……瀬能ナツルを殺そうとしません」

「いい子ね」

　そして楓は、ゆっくりと理香を抱き寄せた。

「あなたたちは、わたしの大事な仲間なのよ。だから言うことを聞いて。ね？」

「はい……」

　理香は楓の胸に、顔を埋める。温かかった。奇妙な安心感が、彼女の全身に染しみ渡っていった。

「でも……楓様」

「なあに？」

「他のケンプファーは、どうすれば」

「雫しずくは殺しちゃ駄目よ」

「あのお犬さんは……」

「それ以外なら好きにしなさい」

「いいんですか……？」

「いいわよ。あなたもそれが望みなんでしょう？」

「はい……」

　理り香かはほっとした。そして遠慮なく、楓かえでの胸に顔を擦りつけた。



















第二章







　いやもう、ねえ。分かるだろう俺おれの哀かなしみ苦しみというものが。

　白のケンプファーには襲われるわ紅あか音ねには蜂はちの巣すにされそうになるわ、沙さ倉くらさんには重要なことを頼まれるわ。なに、世の中ってのは俺に牙きばを剝むくようプログラムされてんの？　わざと？　わざとなんだな。

　花火が終わり、俺たちはホテルへと戻ることにした。あいつらどこに泊まってるんだろうな。

　もうどっと疲れた。色んなことがありすぎだよ。どういうわけか身体からだが火薬臭いんだが、花火が燃えながら俺に降りかかったりしたんだろうか。

　水み琴ことと紅音は大変不機嫌そうにしている。なんでですか。雫しずくだけはいつも通りだが、腹でなにを考えているのか分かったもんじゃない。

　男に戻って人の流れに乗って歩いていると、向こうで沙倉さんが手を振っていた。あれ？

「ごめんなさい」

　こっちにやってくる。何な故ぜか俺は緊張した。

　彼女が頭を下げる。俺だけではなく、全員に謝っていた。

「みなさんとはぐれちゃったので、一人で花火見てました。電話すればよかったんですけど、花火が綺き麗れいだったから、つい……」

　手を合わせている。俺は訊きいてみた。

「あの、沙倉さん」

「ナツルさんもごめんなさい」

「それはいいけど、さっき俺に……」

「はい？」

　無邪気な目をしていた。

「俺と一緒にいたなんてことは……」

「え？」

　きょとんとしている。

「ナツルさん……どなたかと一緒だったんですか？」

「いやだから、それが沙倉さん……」

「やだ」

　沙さ倉くらさんは手を口に当て、くすくす笑った。

「わたしずっと一人でしたよ。ナツルさん他の女の人と一緒だったんですか？」

「いや……」

「もう、駄目ですよ。雫しずくちゃんと付き合うんでしょう。怒られますよ」

「……」

　うーむ。笑い方もあの不気味さを漂わせているものではなく、いつもの明るさだった。もしかして、本当に覚えていないんだろうか。

「戻りましょう。お風ふ呂ろ、入りたいです」

　沙倉さんは明るく言って、率先してホテルへ向かった。




　俺おれと紅あか音ねは、沙倉さんたちと別れた。別に永遠のお別れではなく、単に部屋が別だから。雫となら別れたって構わないけど。

　疲れた身体からだに鞭むち打うちながら、部屋の扉を開ける。

「お帰りなさい」

「おせーなおい」

　出迎えてくれたのはハラキリトラとセップククロウサギだ。ご存じのようにこいつらは伝説のぬいぐるみ、臓物アニマルシリーズの製品である。作った会社はまた「一発逆転」とか騒ぎはじめ、豪華客船に内臓が飛び出している動物の絵をペイントさせ、世界一周を企たくらんでいるんだそうな。ポケモンジェットみたいだな。

「花火どうでした？」

　とハラキリトラが聞いてくる。

「あんまり覚えてねえ」

　見てる余裕なんかなかったんだよ。殺しあいだぞ。

「こっちはよく見えましたよ。窓からでも綺き麗れいでした。ねえセップクさん」

「おう、ホテルってのはのんびりできていいな」

　オヤジみたいにセップククロウサギが笑う。前から思ってるんだが、ウサギとはほど遠い性格だよな。

　俺はベッドに腰かける。

「それどころじゃねえよ。死ぬかと思った」

「ナツルさんはいつも死にかけますね」

「やかましい。お前たちは見物していただけか」

「そりゃそうですけど、ここから出られないんですから」

　まあな。腹から内臓出したぬいぐるみがホテルを歩いていたら、大問題になるからな。

「あの……」

　と言ったのは紅あか音ねだった。

「花火……なにかあったんですか？」

「うん。白いケンプファーに襲われたら、紅音ちゃんが銃もって騒いだ」

　ちょっと意地悪っぽく答えたら、紅音がたちまち落ち込んだ。気にしすぎる性格なのだ。

「そうでしたね……くすん」

　この娘はすぐこうなる。俺おれは慌ててフォローをした。

「ごめん。でも紅音ちゃんだって知ってるじゃないか」

「そうじゃなくて……えと、沙さ倉くらさんがいたんじゃないかって……」

「あー」

　それは事実。ただあのわけ分かんない戦闘の最中にいなくなったのだ。真意をどうやって判断すればいいのだろう。

「いやあ……その、いなかったって」

「……本当ですかあ？」

　紅音はしょんぼりした仕草だが、疑問に満みちた目で俺を見ていた。雫しずくとは別の意味で信じていない。ううむ、我われながら信用がないな。

　とはいえ、あのことを言う気が起らなかった。理由は自分でも知らん。

「沙倉さんがいるって聞いたのに……」

　そういや手下とか言ってたな。

「誰だれに」

「東ひがし田ださんたちです……」

　げっ。あの馬ば鹿かども、花火を見に来ていたのか。顔合わせなくてよかったぜ。

「ナツルさんがいなかったから、探すの手伝ってもらったんです。そうしたら、沙倉さんと一緒にいたって」

「あいつは目が悪いから、見間違えたんじゃないか。ほら、あの殺人ロリ少女とか」

「東田さんが女の人の顔を間違うとは思えません……」

　う、鋭い。そうなんだよなあ、東田は馬鹿とエロを煮詰めて作った人間なので、女子の顔を忘れたり間違うことがないのだ。

　紅音ちゃんは依然俺を睨にらんでいる。変身前なのに怖いよ。

「いやその……本当になんにも……」

「なにかあったんですね……」

　ねえ、なんで女ってこんなに鋭いの。あと男の言うことをなんで信じないの。

「酷ひどいです……」

　酷い目に遭ったのは俺おれの方だけど。

「沙さ倉くらさんといちゃいちゃしてたんですか……」

「本当にそうだったら嬉うれしいよ」

「あたしを好みのタイプだって言ったのに……」

　あれは酔った勢いというか、その場の勢い。噓うそじゃないけど。

「……いや、えーっと、紅あか音ねちゃんはなんでそんなことを聞きたがるの？」

「いいじゃないですか……」

　いいけど。でも俺ばっかりこんなに目に遭ってるんだけど。

「ナツルさんそうやって会長とか女の人にばっかり縁があって、それにいつも沙倉さん沙倉さんばっかり。あたし、せっかく勇気出してここに誘ったのに……」

　なんだか口を尖とがらせたまま涙ぐんでいる。ああ、あれ、なんかやばいよ？

「いまだって二人きりなのに、なんにもなくて……」

「あったらやばいよ」

「あったっていいじゃないですか」

　よくないです。

　こう見えても俺はこだわるタイプなのだ。小さいころ、生涯これと決めた女性以外は手を出してはいけないと、爺じいさんが遺ゆい言ごんとして残した。現在これは沙倉さんのことであると脳内変換され、それを守ろうと思っているのだ。ちなみに爺さんってのは父方の祖父で、ふた月にいっぺん遺言残すくせに風邪も引かないというタフネスである。以前「嫁にするならあの元気なのにしておけ」と水み琴ことを指さしたことがあり、もちろん聞かなかったことにしている。

　紅音はまた俺を睨にらんでいた。

「ずるいです」

「どんなことが」

「沙倉さんと一緒で、その前は……会長と……あんなこと」

「いや、あれはレイプだろ」

　どう考えても俺は被害者だ。紅音も水琴もあれにこだわっているが、こっちはおかげでＰＴＳＤになりそうなのだ。被害者を責めていいのか。人権侵害だ報道の負の面だ。

　彼女はそのまま俺に迫ってきた。

　俺はおろおろした。なんだなんだ。どうなるんだ。とりあえず、興奮を鎮めなければ。

「お……おいお前ら。ちょっと出てくれ」

　俺おれはそう言って立ちあがると、ハラキリトラとセップククロウサギを摑つかんだ。

「なんです？」

「おいおい、これから面白いところじゃねえか」

　ワイドショーにへばりつく主婦か。俺は二匹にあることを言い含めると、そのまま浴室に放ほうり込こんだ。

　とりあえず他人の目（と言っていいのかどうか）を気にする必要はなくなった。

　紅あか音ねの態度はこれでも変わらない。少しは落ち着くかと思ったのに。

「沙さ倉くらさんとなにをしてたんですか……」

「なにも……」

「キスなんですか……」

「え!?」

　なにその鋭さ。エスパー、エスパーなの？

　彼女は俺の動揺を見逃さなかった。

「酷ひどいです。会長だけじゃなくて、とうとう沙倉さんまで……」

「なにもなかったって。本当！」

　話す気になれないし。話したらまずいことになりそうだし。

「本当ですか……？」

「本当」

「絶対噓うそです」

　じゃあ聞かないでくれ。

　紅音はぐいっと俺に接近した。身長差があるので、彼女は下から見上げ、俺は見下ろすようになる。なんか近くない？

「……あたしにも同じことをしてください」

　は？

「それはどういう……」

「会長や沙倉さんにしたことです。あ、あたしだけなにもしてないのは不公平だと思います……」

「するって……」

　さすがに紅音は言いよどんだ。

「キ……キスを……」

　わあ。やっぱり。

　紅あか音ねは真っ赤になっていた。こんなことを言い出したのははじめてなんだろう。俺おれだって多分赤くなっている。

　なんでそんな欲求が、って訊きくのは恐らくおかしい。でも女心はまったく分からん。

「ここ……で？」

「はい……」

　うわあ。俺、純潔を雫しずくに奪われているんだけど。

　だが紅音は、だからこそ自分もと言ってる気がする。女って順番関係ないのかなあ。関係あるから、ここでなのか。

「うー……」

「キ、キスしてくれたっていいじゃないですか。会長とあんなにしていたんですから……」

「だからあれは暴行されたわけで」

「じゃああたしには、ナツルさんがしてください……」

　彼女は軽く目をつむる。そしてわずかに唇を開いた。

　ひい。ドラマのワンシーンみたいだ。いや、あっちはもっと格かつ好こいいか。こっちは俺が狼ろう狽ばいしている。

　えー、ですから俺は沙さ倉くらさんとしたいわけで……なんて、とても聞いてくれそうにない。彼女はかすかに震えているんだけど、俺おれなんか震度４だよ。












　紅あか音ねの手が俺の腰に回った。こら、はしたない。

「してください……」

「あの……」

「早く……」

　仕方なく、俺も紅音にそっと触れた。もう豆腐を扱っている心境だ。

　彼女は背伸びをする。これは可愛かわいいな。俺はともかく彼女が盛り上がったその時。

　どんがらがっしゃーん。

「わあ！」

「うおっと」

　バスルームの扉が開いて、ぬいぐるみ二匹が転がり出てきた。

「おいこら！」

　俺は紅音から離れると、臓物アニマル共に近寄った。

「覗のぞいてたのか。趣味の悪いぬいぐるみめ」

「いやあ、肝心なところを見損なっちゃいました」

「なんだよ、今から続きやれよ」

　ハラキリトラもセップククロウサギもまったく悪びれることなく、そんなことを言う。

「阿あ呆ほう。できるわけねえだろ」

「遠慮なさらないでください」

「そうだそうだ」

　できてたまるか。

　背後をうかがうと、紅音は気勢をそがれたのかしょぼんとしていた。気の毒だが、仕方がない。こっちには幸運だ。

　俺は声を潜めた。

「よくやった」

「うまくいってなによりです」

　とハラキリトラ。実は浴室に閉じこめる寸前、「タイミングを見計らって飛び出して邪魔してくれ」と言い含めておいたのである。うまくいったわけだ。紅音が気の毒と言うなかれ。自衛手段である。

「あとで、なんか欲しいものがあったら買ってやるよ」

「でもわたしたちは本気で覗いていたんですけどね」

「おうよ。邪魔するつもりなんか全然なかったんだけどよ、扉の鍵かぎが勝手に外れやがった。もう少しだったんだけどなあ」

　買ってやるの中止。とんでもねえ連中だ。

　俺おれはハラキリトラ、セップククロウサギの順に摑つかむとベッドに放ほうり投なげた。あ、手が濡ぬれたぞ。

「どうでもいいが、お前たちなんで濡れてんだ」

「ちょっと風ふ呂ろに入ったんです」

　とハラキリトラ。あの短時間でよくやるよ。何度入浴すれば気が済むんだ。

　もっとも俺も温泉は好きで、温泉宿に行ったら最低三回は入らないともったいないって思うから、人のことは言えない。

「そういや大浴場があったな……」

　ここはシティホテルではなくリゾートタイプなので、そういう施設は完備されている。沸かし返しだと思うが、温泉は温泉だ。

「俺も入りてえな」

「入ってくればいいじゃないですか。大浴場だけじゃなくて、温泉だけが独立しているはずですよ」

　ぬいぐるみのくせによく知ってんな。

　そういう情報が俺の温泉欲に火をつけるのは確かである。紅あか音ねはと見ると、まだがっかりしている。このまま諦あきらめてくれないものか。

　てろてろてろ。電話が鳴った。俺の役に立たない携帯ではなく、備えつけのプッシュ式電話機である。

「はいはい」

（ナツルさん？）

　沙さ倉くらさんであった。相変わらず明るい。花火の時のどす黒い雰囲気は微み塵じんもない。

「なに？」

（ナツルさん……女のナツルさんは？）

　ここにいますけど。

「さあ。どうしたんだろ」

（夜になったら来るって聞いたんですけど）

「じゃああとで来るんじゃないかな」

　来なくたって別にいいと思うんだけど、そんなに男の俺が嫌なんだろうか。

（お風呂入ろうと思うんです）

　おやそうですか、俺と同じですね。

（女のナツルさんと一緒に入る約束したんです。聞いてません？）

「聞いてないけど」

　そんな約束してないじゃん。

（えー、したのに）

　そうかなあ。

　女の俺おれに恋する乙女である沙さ倉くらさんは、そんなことまったく気にしていない。どうも彼女の脳内では約束はしたことになっているようだ。恐ろしい話である。

「じゃあ、そろそろ来るんじゃない。分かんないけど」

（今からお風ふ呂ろ行こうとしてたんですよ。女のナツルさんの電話番号知りませんか？）

「知ってるけど……」

　ていうか俺だけど。

（じゃあ、すみませんけど連絡してもらえませんか。沙倉楓かえでが待ちこがれているって。ナツルさんにはあとでお礼をします）

　身体からだがちょっと緊張した。礼ってなんだ。普段の俺なら単純に喜ぶところであるが、花火の件があるからな。沙倉教信者の俺も、少しだけ神の存在を疑ったのかもしれない。

「えー……」

（お願いします）

　頼む方は吞のん気きだ。まあ、こっちも変身すればすむ話なんだが。

　どう返事をしたもんかと考えていると、電話の向こうがなにやらがたがたしはじめた。

　やがて電話の相手が代わる。

（瀬せ能のう君？　私）

　雫しずくだ。こいつは声というか落ち着き方に特徴があるからすぐ分かる。水み琴ことの場合は声がでかいからやっぱりすぐ分かる。

（一緒にお風呂に入ってあげて）

「男の俺が入っていいの？」

（馬ば鹿か。女の瀬能君に決まってるじゃない）

「なんでだよ。家に食事しに帰ったことになってんじゃないのか」

（また戻ってきたことにすればいいでしょう。私も入るから）

　なんでお前まで。まさか水琴も行くとか言い出すんじゃないだろうな。

　そうしたらいきなり、「あたしも行くー」とか騒いでいるのが聞こえた。あいつはこういうの好きだな。

（みんなで行けばいいでしょう）

「だからなんでそれが温泉なんだよ」

（聞きたいことがあるからよ）

「誰だれに」

（あなたに）

「俺おれに？」

（そうよ。花火のこと）

　うお、こいつは鋭いな。まだ諦あきらめてなかったのか。

　いや俺だって話してもいい……というか、話すべきなんだろうけど、なんかその気になれないのだ。だって沙さ倉くらさんへの裏切りになるから……なのかなあ。

　まあ、温泉は好きだからいいんだけど……ちょっと待て。

「おい会長、もしかして、俺も女風ぶ呂ろに入るのか」

（そうよ）

「え!?」

　女風呂って、女の人が裸になるところだぞ。あと俺も裸になるんだぞ。それでいいの？

（水着で入る温泉じゃないわよ）

「分かってるよ。そうじゃなくて……お前、俺もいるんだぞ」

（私は気にしないわ）

　俺が気にするんだ。ものすごく。

　以前から言っているが、俺は風呂とトイレだけは男の姿になることにしている。女の身体からだに興味はあっても、自分の身体には興味がないんだ。

　沙倉さんのマンションに泊まった時は、仕方なく裸でシャワーを浴びたが、今回はそれどころじゃない。しかも全員裸。

「俺は男湯でいいよな」

（女の瀬せ能のう君が男湯？　あなたパニックを起こしたいの？）

「違うよ。男のままで……」

（駄目よ）

　ぴしゃりと言いやがった。

「水み琴ことが気にするかもしれないだろ」

（近こん堂どうさんはそんなにヤワじゃないわよ。男の裸の方が嫌がるんじゃないかしら）

　それはそうだ。あいつはむしろ男の身体に免疫がない。

（もしかして瀬能君、女の裸を見たことないの？）

「自分のしかねえよ！」

　それ系のグラビアやビデオはあるけどな。基本的に未成年なんだ。

（じゃあいい機会じゃない。喜んだら）

　誰だれが喜ぶか。逆に強ゆ請すられたりしたらたまらん。

　しかし雫しずくは、俺おれの意見なんかそよ風くらいにしか感じていない。

（さっさと支度をしなさい）

　命令口調だよ。行くことは決定なのか。

（楓かえでに露見するとまずいから、女になって玄関ロビーから入ってきて）

「なんでそこまで」

（徹底した方がいいでしょう）

　そこで電話が切れた。もう話はおしまいなのか。

　俺は諦あきらめて、風ふ呂ろの支度をすることにした。「三さん郷ごう雫様に罵ののしられる会」の連中は、「雫様の命令に逆らうことはあり得ない」と豪語しているそうだが、なんか本当にそうだわ。有無を言わせない。

　支度をしていると、紅あか音ねが見ていた。

「あ、あの……お風呂行くんですか……？」

「うん。紅音ちゃんも……」

　行く、と聞こうとしたら、それより早く言葉が返ってきた。

「行きますっ。沙さ倉くらさんの誘いなんですね。会長もいるんですね。きっと近こん堂どうさんも……あた、あたしも絶対行きますっ」

「いや、でも、女湯で俺も女にならなきゃなんなくて……」

「あたしは恥ずかしくありませんっ」

「は、はい……」

　迫力に押されてしまった。

　そして彼女は、竜巻みたいな勢いで用意をはじめた。なんか花火の時よりも早いぞ。

「温泉ですか」

　ハラキリトラが言う。

「おうよ」

「いいですね。わたしたちはここから出られないのに」

「まったくだ。人間はどうしてわがままなんだろうな」

　セップククロウサギも言った。なにがわがままだ。お前たちはぬいぐるみだろうが。化学繊維らしく大人しくしてろ。

　その時なにを思い出したのか、ハラキリトラが口を開いた。

「そういえばナツルさん、さっきなんですけど、なにかセンサーが反応しましたよ」

「なに言ってんの。理解できるように話せ」

「ああすみません。わたしたちも、近くに仲間がいるとぴんと来るって、言いましたよね」

「聞いた」

「さっきぴんと来たんですよ。花火の時です。こう、なんか気配がすうっと、あのあたりに」

　ハラキリトラが短い前足を窓に向けて動かした。

　俺おれは眉まゆを潜めた。そこは花火の時に沙さ倉くらさんと一緒にすわっていた場所だったからだ。

「それがどうしたんだ」

「なんかかなりはっきりした反応だったんです。相当強いメッセンジャーというか」

「お前な、ＧＰＳじゃあるまいし、はっきりは分かんないって言ってただろうが」

「そのはずなんですけど、その時だけはっきり感知できたんですよ」

「俺も分かったぞ」

　とセップククロウサギ。こいつも前足を伸ばす。

「強かったもんな。花火よりもそっちが気になったくらいだ」

　うんうんうなずいている。

「ふうん……？」

　なんだか分からん。沙倉さんが臓物アニマルもっていたってことか？　そんなでかい荷物なかったと思うけど。

「まあいいや。俺たちは風ふ呂ろに行くから」

「ずるいですよ」

「そうだそうだ」

「ずるくない」

　俺はバッグの中から余計なものをを出し、着替えだけにした。汗かいちまったんで、出る時に下着を取り替えるつもりだった。

　また電話が鳴る。受話器を取った。

（早くしなさい）

　雫しずくだよ。声は小さい。

（楓かえでが女のあなたを待ちわびているわよ。ロビーにいてね）

「なんで」

（外の温泉に行こうってことになったのよ）

　あいつは一方的に伝えてくると電話を切った。いつもこれだよ。

　俺おれは紅あか音ねを誘うと、部屋から出た。




　ホテルにも大浴場はあるのだが、このテーマパークは温泉場も併設していた。外からの人も入れるので、湯だけを楽しむ人も多い。じゃあホテルに大浴場なんかいらないだろうと思うのだが、「外からの人と一緒は嫌だ」という客のために造ったんだそうな。だったら部屋風ぶ呂ろでいいじゃねえか。

　俺は一いつ旦たん外に出ると変身。雫しずくたちがやってきたのを見計らって、わざとらしくロビーへ入った。

「ナツルさん！」

　沙さ倉くらさんがめざとく見つけ、ぶんぶん手を振っていた。

「嬉うれしい。やっぱり約束を覚えていてくれたんですね」

　そんな約束してないけどね。

「お風呂入ってくれますよね」

「うん……」

　そのつもりではあるのだが。なんでこうなる。

「男のナツルさんは……」

「瀬せ能のう君はお腹なかが痛いんだって。温泉はパスするって言ってたわ」

　雫がしれっと噓うそをつく。こいつは本当に口から出任せがぽんぽん出てくるよな。

「じゃ、ナツルさんには悪いですけど、わたしたちだけで行っちゃいましょう」

　沙倉さんが音頭を取る形になって、俺たちはホテルから外に出た。

　あたりまえだがすっかり暗い。花火も、そのあとの戦闘も、まるでなかったかのようになっていた。

　温泉は久しぶりだ。前に駅近くのスパに入ろうとしたら、戦闘になって大変な目にあったからなあ。あの時は水み琴ことが相手だったか。

　ぞろぞろ歩くと、シンプルなネオンが目に飛び込む。温泉の建物だ。アトラクションやプールはとっくに閉まっているが、ここは二十四時間年中無休である。

「早く入りましょう」

　沙倉さんが俺の手を引っ張った。

　人はそれなり。男性客が多いな。女性はちらほら。フロントで料金を払って、ロッカーの鍵かぎを受け取り脱衣所へ。

　女性用の脱衣所は二重に目隠しがしてある。そりゃま、そうだよな。

　ロッカーは何な故ぜか沙倉さんの隣だった。あー、脱ぐのか。女の身体からだで着替えは何度もしたが、裸はなあ。

「早く入りましょう」

　沙さ倉くらさんが目を輝かせている。この人は俺おれのなにが目当てなんだろう。

　俺はわざとゆっくり服を脱ぐ。いつもならぱっぱと脱ぎ捨てるところだが、今はちょっと。

　視線が注がれている。もちろん沙倉さん。

「早くしましょうよ」

　えー、やです。

　彼女の背後からは、水み琴ことと紅あか音ねの視線も飛んでいる。こいつらも脱いでないな。雫しずくはどこか別のロッカー。

「あの……沙倉さん……」

「なんでしょう。脱ぐのお手伝いしましょうか」

「それはちょっと……あの先に……」

「そんなあ。一緒に入りましょうよ」

　どうせ入るんだから、いいじゃん。

　どうしてもたもたしているかというと、パンツが男物なのである。こんなの見られたらたまらん。沙倉さんじゃなくても、第三者にバレたらとんでもない。

　女物ももちろん持ってきてはいる。白のシンプルなブラジャーとパンツ。今は変身しても服が変化しないから、わざわざ持ってきたのだ。もし途中でテロとかあって荷物検査されたら、拘留確実である。

「先に……」

「えー」

「いいから……」

　沙倉さんはちょっと頰ほおを膨らまし（これがまた可愛かわいらしい）、服を脱いだ。

　その間、俺は背を向けて見ないようにする。見たっていいのかな。でも心の準備ってものがね。

「先に行ってますから、来てくださいね」

　そう告げ、沙倉さんは脱衣所から出て行った、と思う。見えないから分からん。

　恐る恐る振り返ると沙倉さんの姿はなく、紅音と水琴もいなかった。なんという素早さだ。

　俺はようやく安心して服を脱いだ。

　あー、自分の身体からだをチェックするのはこれで何度目だろう。水着の時も感じたけど、俺って胸でけーな。そこから下は触れない方向で。

　タオルは貸し出し式だった。一人一本。俺おれは自分で持ってきたものを使うとする。スポーツタオルを取り出そうとバッグのチャックを開け……驚倒した。

「いやあ、はっはっは」

　なんと中にははらわたをむき出しにしたぬいぐるみ、ハラキリトラが入っていたのだ。

「うおっ。おまえ、いつの間に!?」

　と叫さけんでから周囲を見渡す。こんなところを誰だれかに見られたら、頭のおかしいやつと思われて救急車を呼ばれる。

「ナツルさんたちが外の温泉に行くから、ついてきたんです」

「散々部屋風ぶ呂ろ入ったんだろうが。来んな！」

「もう来ちゃいましたよ」

　なんか家の玄関にうずくまって、男が帰ってきたら「来ちゃった……」と呟つぶやく女みたいだ。そんな目に遭ったことはないが。

「じっとしてろって言ったろ」

「そのつもりだったんですけど、なんだかついていった方がいい気がして」

　気だけで来られたらたまらん。心臓が止まるかと思ったぞ。

「ナツルさん女の姿ですか。女風呂なんですね」

「うるせえ。お前だけだろうな」

「セップクさんもいますよ」

　少し離れたロッカーががたごと音を立てた。あれは紅あか音ねのところ。

「なに企たくらんでんだ」

「別にないです。来たくなっただけですって」

　俺はバッグのチャックを閉めた。ホテルに戻っている余裕はない。

「おとなしくしてろよ」

「どうしましょうか」

「してろ」

　ロッカーに放ほうり込こんで施錠。願わくば、このぬいぐるみが窒息とかしますように。

　無地のスポーツタオルで身体を隠す。ハラキリトラのせいで忘れていたが、裸なのだ。ああ恥ずかしい。男の俺より百倍は恥ずかしい。

　そしてそろそろと浴場へ。

　ガラス戸を開ける。湯気が襲ってきた。

　いくつか風呂が分かれていた。多分一番大きいのが温泉で、中型のは普通のお湯だろう。変な形をしているのはジェットバスかなんかだ。色が変わっているのは薬やく湯とうだな。

　反対側には扉もあって、外に出られるようになっている。露天風ぶ呂ろもあるようだ。

　俺おれはゆっくりとタイルに足をつけた。とりあえず身体からだを流すとするか。

「えいっ」

　いきなり真後ろから摑つかまってくる人が。うわっ、誰だれだ。

「もう、遅いですよ」

　沙さ倉くらさんだった。なんで俺を羽交い締めにしてんの。

「待っていたんですから。ね、美み嶋しまさんに近こん堂どうさん」

　ひょっこり現われたのは紅あか音ねと水み琴ことだった。こら、なんだお前たち。

　あたりまえだが二人も全裸だった。見えちゃうよおい。

　急いで顔をそらす。

「お、ナツルなんで顔そらしてんの」

　これは水琴だ。聞かなくたって分かるだろ。ところがこの馬ば鹿かは、うひひとか笑いやがる。

「女同士全裸じゃん。恥ずかしがってどうすんのよ」

　女同士のところに力を込めた。くそ、知ってて言ってる。

「ねえ紅音ちゃん、紅音ちゃんだって裸だもんねえ」

「は、はい……」

　これも声だけ。俺は極力姿を見ないようにしている。嫌だ嫌だこんな現実。

「ねえナツル、見ないの？　気にしないよ、女だから」

「あ、あたしは……」

「いいじゃん」

　まだ紅音の方が羞しゆう恥ち心しんがあるらしい。でも騙だまされない。文化祭の企画打ち合わせで着替えをさせられた時、この娘は胸を揉もんでる。

　俺は目をつむった。本当は耳も塞ふさぎたかったんだが、沙倉さんのせいでそれもできない。そんな彼女が俺の背中で言う。

「美嶋さんと近堂さん、これ、取っちゃってください」

「……え！」

　抗議する暇もなく。スポーツタオルを取られてしまった。乱暴だったから水琴だな。あとで覚えてろ。

「ほー」とか感嘆の声。

「ナツル……あんたいい身体してんね」

「綺き麗れいです……」

　二人がしきりと感心していた。どうでもいいが水み琴ことよ、女の俺おれとお前は、そんなにくだけた間柄だったか。

「胸が大きいです……」

「すげー、乳首ピンクだよ。乳輪小さい」

　お前なんでそういうこと言うの。

　背中がもぞもぞした。考えてみたら沙さ倉くらさんと密着してるんだが、そこまで気が回らない。喜んでる余裕もない。

「わたしにも見せてください」

　拘こう束そく係が水琴と代わった。すぐに「きゃー」なんて声が上がる。

「ナツルさんの裸、素敵です」

　これが男の俺の時に言われてんなら、どんなに幸せなことか。

　だがあいにく女の俺であって、しかも悪あく辣らつな策略（？）によって捕まっているときた。世の中ってもうどうしようもねえな。戦争起こんねえかなあ。

「肌真っ白ですね。羨うらやましい」

　日本人にしてはな。

「ウエストもこんなに細いなんて……わたしの服でもぶかぶかかも」

　沙倉さんの服なら着ますよ。男になった時だけど。匂においもかぐよ。変態でいいよ。

　目をぎゅっとつむっていたが、視線が身体からだ中じゆうを動いているのがよく分かった。視姦だ犯罪だ。警察を呼べ。

　その視線が下へと動く。

「わあ……こっちも」

　生なま唾つばを飲み込む沙倉さん。わあじゃない。どこ見てんですか。

「美み嶋しまさん……どう思います」

「え……えっと……とっても綺麗で……でもやらしくはない……かも……」

「色っぽくていいですね……」

　あの、視線が下腹部に集中してるんですけど。あなたたちどこを見て感想述べていらっしゃるのでしょうか。

　沙倉さんはもう興奮状態だ。厄介なことに、紅あか音ねも。

「染しみとか全然ないんですね。にきびも……女のわたしでも羨ましくなっちゃいます。ね、美嶋さん」

「……」

　紅あか音ねはなにも言わなかった。その代わり、

「ひゃっ!?」

　どこ摘んでんだ。左胸がぴくっとしたぞ。すげー驚いた。

「あー、ずるい。美み嶋しまさんが先なんですか」

「いいんです……こういうことをする……権利が……」

　そんなのはない。

「じゃあわたしはこっちです」

　今度は右胸。ひひひ引っ張らないで。オモチャじゃない。

　背中で水み琴ことがじたばたした。お前もう離せよ。

「あたしも触るー。下の方触る。華麗なテクニック見せる」

　ろくなこと言わねえ。しかも沙さ倉くらさんが「どうぞ」とか交代しようとする。

　冗談じゃない。俺おれは交代の隙すきを狙ねらい、タイルを蹴けった。

「きゃっ」

「あいた！」

　どうも水琴を蹴っちまったらしいが謝らないぞ。そのまま手近な浴槽に飛び込んだ。

　うわっ、冷てえ。ここ水風ぶ呂ろじゃねえか。心臓が止まるかと思った。

「ナツルー、冷たいでしょう。上がれば？」

「そうですよ」

　水琴と沙倉さんがそんなこと言うが、俺は無視すると決めた。人の身体からだを慰みものにしやがって。俺のガラスのハートはこなごなに砕け散った。

　水風呂で膝ひざを抱える。あー冷たい。沙倉さんたちは、別の浴槽に入ったようであった。きゃいきゃい話までしている。俺の胸がどうのと感想会だ。レイプ魔どもめ。

　それにしても冷える。水じゃなくてぬるま湯にしてくれないかなあ。このままだと俺、死ぬと思うんだけど。

　女性客が何人か入ってきた。そういや、さっきまで俺たち以外にいなかったのだ。他の女性の裸を拝める絶好のチャンスと言えるのだが、とてもそんな気になれん。

　歯の根が合わなくなってきた。こりゃ堪たまらん。

　俺は水風呂から上がると、隣の薬やく湯とうに飛び込んだ。薬だからきっと身体にいいだろう。凍死寸前の人間にも効くに違いない。

　ようやくお湯と巡り会えて、俺ははあっと息を吐いた。身体を流すとかすっかり忘れてたけど、いいや。

　じんわりと暖かさが染しみ渡る。多分薬草の成分も。

　女どもは温泉の浴槽でのんびりやってるようだ。背を向けているから見えない。いいんだ、見たくないから。

　ちゃぷん。水音だ。薬やく湯とうに客が入ってきたのだ。出た方がいいのかな。同じ女なんだからそっちが不自然か。

「瀬せ能のう君」

　えっ、もしかして会長!?　びっくりしてつい振り向いた。

　やっぱり雫しずくだった。当然全裸。急いで横を向く。にもかかわらず、生徒会長様の裸体が目の裏に刻み込まれてしまった。

　いや、こいつのスタイルがいいことは水着からも分かっていたが、びっくりした。

　胸はこう、形よく大きくて、先っぽの色が……えーと、なんだ。とにかく腰はきゅっと締まっていて、腰が……きゅ、だよ。あとは……あとは……もういいか。

　心臓がばくばく音を立てていた。アクセル踏みっぱなしのスポーツカーだ。なんで俺おれこんなに緊張してんの。女同士なのに。答えは俺が本来男だからです。そんで、同世代の女の生裸体にまったく免疫がないからです。

　雫の姿は見えないが、気配だけはびんびんに伝わっていた。

「こっち向かないの」

　向かねえよ。

「せっかく来たのに」

「来たもなにもあるか。どこいたんだよ」

「向こうのお風ふ呂ろに入っていたわよ」

「俺が沙さ倉くらさんたちにいじめられてたのに……」

「見物していたわよ」

　ふふふと笑っている。

「色々見られちゃったみたいね」

　うーわー。女の裸だけどな。男の俺だったら……やっぱりトラウマものだけどな。

　雫は（多分）楽しそうだ。ドＳだから、俺が苦しむのが嬉うれしくてしょうがないのだろう。おめー、卒業したら刑務所の看守やれよ。イタリアのＢ級映画に出てくるようなやつ。

「こっち向けば」

「誰だれが向くか」

「話もできないわ」

「俺はできる」

「じゃあ、私がそっちに行きましょう」

「え？」

　なにか言う前に、ぱしゃりと水面が音を立てる。

　右腕が摑つかまれた。

「おおおおおい、会長!?」

「悲鳴上げないの」

　腕と腕が絡まった。

　雫しずくの腕と俺おれの腕がお風ふ呂ろの中でぴったりと。二人とも当然裸なので、肌と肌がくっついている。湯の中だからまだショックは少ないが、これあがってる時にやられたら卒倒したわ。

　とはいえ、雫はもたれかかっているような格かつ好こうをとっており、胸までもが密着していた。横ちちが横ちちが。

「な……なにするんだ」

「そのままじゃ話ができないから」

「余計しづらくなったぞ」

「できるわよ。そのまま横を向いていればいいじゃない」

　サド侯爵め。出るに出られなくなったじゃねえか。












「女の子らしく、触りあったりする？」

「しねえよ！」

　女ってそんなことすんのか。だとしたら幻滅っていうか衝撃だ。

「会長はするのか」

「私はしないけど、書記の女の子がスキンシップしたがるわね。生徒会で泊まりに行くと、べたべたするわよ」

「うわ……」

「気味悪がらないの。近こん堂どうさんも触りたがるでしょう」

「あいつの場合は虫の観察と同レベルだよ」

「珍しい色の昆虫」と「珍しい大きさの胸」が同じカテゴリーに存在しているに違いない。あの女はそういうタイプだ。

　納得したかと思いきや、何な故ぜか変なことを言う。

「ふうん、近堂さんのことはかばうのね」

　そういうつもりもないんだけど。

「高校生の女の子は、たまに擬似的な同性愛にはまったりするのよ。書記はそういう娘」

「よくいるのかそういうの」

「あなただって、女子部の女の子に狙ねらわれているでしょう」

　そうだった。最近大人しくなっているけど、遠くからデジカメで狙う方法に移行したって言われてるしなあ。

「でも俺おれの意志とは関係ないぞ」

「そういうものよ。私だってラブレターを数え切れないくらい貰もらったわ。卒業すれば治るから大丈夫」

　落ち着いている。青春の一ページとして納得できているのだろう。俺はまだこの域には達していない。

「……沙さ倉くらさんもそれか？」

「楓かえではどうなのかしら。本気っぽいけど」

　噓うそがいいなあ。男の俺でも希望が出てくるから。

　雫しずくは改まった。同じ湯船で改まるもなにもないんだが。

「じゃ、話をしましょう」

「なにを」

「花火の時のこと」

　口調に変化はない。こいつはいつもそうだ。話の内容だけが真面目まじめになる。

「あの時なにがあったの？」

「なにって、白のケンプファーに襲われた。紅あか音ねも銃を撃ちまくって大変だった」

「私が聞きたいのはその前」

　顔をそらしているにもかかわらず、雫しずくが俺おれを睨にらんでいるのが手に取るように分かった。

「どうして私たちと一緒に花火を見なかったの？　楓かえでになにか言われたの？」

「いや……」

「答えて欲しいわね」

　答えなかったらどうなるんだろう。例の短剣で刺し殺されるのか。それとも薄皮を剝はぐようにスライスされるのか。どっちにせよお断りである。

「えーっと……」

　正直に答えた方がいいのかと思った途端、頭の中でストップがかかった。

　そもそもあの時の出来事が霞かすみがかかったようになっている。沙さ倉くらさんになにか言われたことは確かなのだが、こいつに話しちゃいけない気がするのだ。なんか沙倉さんの双そう眸ぼうが、俺の中に鍵かぎをかけていた。

「どうしたの？」

「いやまあ……」

「答えられないことなのね。なに？」

　湯船から出ようとしたが、腕をがっちり摑つかまえられているので動けない。べたべたしてくると思っていたがこのためか。

　もうこうなったら最後の手段だ。

「か、会長……大声出すぞ。襲われるって騒ぐぞ」

「だからなんなの。女同士の風ふ呂ろで」

　一いつ蹴しゆうされた。ひえーん。雫の台詞せりふにはまるで容よう赦しやがない。

「もう一度聞くわ」

　耳の中に言葉が刺さるかのようだ。

「楓はなにをしたの？」

「……」

　答えられない。喉のどから台詞が出てこないのだ。マジでマジで。

「瀬せ能のう君、そういうつもりなら……」

「なーにしてんのよ二人で！」

　ざっぱーん。派手な水しぶきが上がる。どっかの馬ば鹿かが薬やく湯とうに飛び込んだのだ。どっかの馬鹿とはもちろん水み琴こと。

「あたしたちを放ほうっておくなんて、なにか怨うらみでもあんの？　それとも二人で乳繰りあってんの？」

　よかった。窮きゆう地ちを脱した。だけどこいつの台詞せりふはどうして品というものがないのだろう。

　水み琴ことはばしゃばしゃお湯を搔かき分わけてこっちに来る。俺おれの前まで来た。

「顔背そむけてないで、こっち向きなさいよ」

　ほっぺたを摑つかまれて、引っ張られた。いてて。こらやめろ。

　水琴は正面から俺を眺めていた。雫しずくほどではないが見事な裸体が目に映る。ちっちゃい時に比べて、胸が立派になったね。

　ケンプファーになってからというもの、性欲は緩やかな減少を示しているが、それでもこいつが色っぽいことは分かる。男の身体からだだったら、いけないところに血液が集中しそうだ。

　それにしてもがさつである。この性格で相当損してんじゃねえのか。

「なによ。あたしの身体がなんだっての」

「裸だなあって……」

「当たり前じゃない。あんた服着て風ふ呂ろにはいるの？　頭おかしいの？」

「お前もっと恥じらえよ……」

「なんか女のあんたが相手だと、あんま恥ずかしくないわねー」

　なんとも屈辱的なことだ。そういや俺のタオルを奪ったな。覚えてろ。

「紅あか音ねちゃーん。こっちこっち」

　水琴が手招き。恐る恐るといった感じで、紅音がやってきた。ちょっとだけ視線をやったが、大事なところは手で隠していた。ミロのなんとやら。

　沙さ倉くらさんはどうしてんだと思ったが、身体洗ってるみたいだ。みんなも洗えよ。

　水琴が俺を摑まえたまま言う。

「入んなよ紅音ちゃん」

「……はい」

　断るかと思ったが、なんか悲壮な決意と共に足をお湯に浸つけた。

　ちゃぷん。控えめな身体に相応ふさわしい水音が……ごめん、言い過ぎた。

　紅音はゆっくりと俺の隣に来た。雫の反対側。俺の顔は水琴に摑まれたまんま。

　ぎゅう。紅音が腕にしがみつく。雫の時ほどのショックはない。だって身体が……以下略。

「なんで紅音ちゃんまで……」

「だって……ナツルさん……会長ばっかり……」

　俺おれがどうしたというのだろうか。ねえ君たち、人を恨んで生きちゃいけないよ。

「あたしのことも見て欲しいです……」

「そうよそうよ。あたしのことも見なさいよ。こんなナイスなバディをしてるんだから」

　見てんじゃん。裸は直視してないけど。

「ちょうどいいわ」

　と雫しずく。なにがちょうどいいんだ。俺は悪夢だぞ。

「さっきの続き。楓かえでとなにがあった？」

「……いや」

「私相手にごまかし続ける気？」

　うっわー。声が怖い。紅あか音ねと水み琴こともなんか迫力を察して黙る。

「喋しやべりなさい」

「……」

　喋る気にならないんだもん。想像だけど、拷問を加えられても口を割らないぞ。あの双そう眸ぼうが、もうとにかく心をがんじがらめ。

　水琴が訊きいてきた。

「……えーと、会長、ナツルはなにやったの」

「花火のことよ。やっぱり楓と会っていたみたい」

「うわっ、最低！」

　水琴が騒ぐ。最低は違うだろ。

「あ、あの……あたしもそう思います」

　左隣にいる弱気のはずの少女も同意した。

「ナツルさん、沙さ倉くらさんと会ってたとか口走ったんです……。すぐに否定しちゃいましたけど……」

「そう……」

　うーわー。バラされたー。裸の女に囲まれて追求受けるって、パラダイスでもなんでもねえよ。地獄の一種だよ。

「じゃあ会っていたのは確定ね。なんの話なの？　その様子じゃ、普通の話じゃないわね」

「……いや……」

　俺は似たような台詞せりふを繰り返していた。言えませんったら言えません。

「……瀬せ能のう君は、ここでなにも言えなくなるみたいね」

　ため息こそつかなかったものの、雫は舌打ちしそうな雰囲気だった。

「なにがあったのかしら」

「むー、この馬ば鹿かがここまで口が固いとは」

　水み琴ことは俺おれから手を離して腕組みした。俺はそっぽを向こうとして全方位囲まれていることを思いだし、天井に目を向ける。

「あんた、なに隠してんのよ」

「特にねえよ……」

「ないわけないでしょう。今の態度、イエメンの骨こつ董とう商が頼んだ品物を横流ししてとぼけた時と似てるわ」

　こいつもまた、別方向からのアプローチが正確だ。

「時間をかけるしかないかもね」

　と雫しずく。

「なにが瀬せ能のう君をここまで頑かたくなにさせているか、調べた方がいいかも」

「ふーんだ。やいナツル。あんまりしらばっくれてると、もうご飯つくってあげないよ」

　カレーなんかいるか。一生分食ったぞ。

　ようやく解放されるのかと思ったが甘かった。ちらっと目をやると、雫が湯船の奥についている蛇口を勝手にひねったのだ。

　水が出てるっぽい。ぬるめにして、のぼせないようにするためだ。俺どころかこいつもここから出る気がないのだ。

「幸いここは二十四時間営業よ。いつまでも平気」

　恐ろしいことを言いやがる。改めて俺は取り囲まれた。

「さあ話の続きといきましょうか」

「あ……」

　助け船は意外なところから来た。紅あか音ねが小さく驚いて、入り口のガラス戸を指さす。

　どやどやと数人の女性が入ってきた。俺は彼女たちをみて、ここでもたまげた。

　先頭にいるのは確か中なか尾お沙さ也や香か。図書委員の娘だ。その後ろに山やま川かわ涼りよう花かと皆みな川がわ瞳ひと美み。殺人ロリ少女植うえ田だ理り香かもいる。なんだお前ら、温泉マニアなのか。

　紅音と水琴も仰天していた。雫はなにも言わないが、きっと驚いているだろう。

　向こうもこっちに気づいた。さっと理香が飛び出そうとする。

　やんのか。湯船に緊張が走る。だが沙也香が手を伸ばして、理香を止めた。

　白のケンプファーたちはそのまま無言で、反対側へと歩いていった。俺たちと風ふ呂ろは入りたくないと見える。まあそうだよな。

　どうでもいいが、あの連中もスタイルいいな。ミスコンに出た人間ばかりだから、当然と言えば当然だが。理香だけがロリ。

　俺おれたちを無視するぶんにはいいや、と思っていたら、そこにやってきたのが沙さ倉くらさん。

「あら……どうも」

　沙さ也や香かたちに会釈をしている。顔は知っているらしい。

　白のケンプファーたちも頭を軽く下げ、そのまま洗い場へと移動した。

　そういや前に白のケンプファーたちが「沙倉さんがこっちに……」とか言ってたな。だけどそんな雰囲気は微み塵じんもない。ごく普通にすれ違っただけ。

　沙倉さんは薬やく湯とうまでやってきた。

「あん。皆さんでここに入っているんですか？」

　彼女はちょうど俺の頭の上に立つと、見下ろしながら言った。

「ナツルさんを盗とらないでください。わたしのなんですから」

　俺の両肩に手をかけると、引っ張り上げようとする。雫しずくと紅あか音ねの力が弛ゆるんだ。

　これ幸いと、俺は沙倉さんの力を利用して薬湯から上がった。下腹部を眺めた水み琴ことが言ってはいけないことを口にしたが、聞こえないふり。

「さ、ナツルさん。別のところに入りましょう。あっちの方が身体からだが温まりますよ」

　夏場なので必要以上に温まっても仕方ないんだけど、温泉だしな。

　紅音や水琴に邪魔されないようにとの腹づもりなのだろう。引っ張られて、俺は薬湯から出た。

「ちょっと……沙倉さん……」

「いいじゃないですか」

　沙倉さんは素早く俺の言葉を遮る。

「わたしとナツルさんの仲です」

　それ、男の俺に言ってくれないかなあ。

　彼女はなおも俺のことを引っ張った。意外と力が強い。抜ける腕が抜ける。

　それにしてもタフだなあ。沙倉さんって、こんなに力あったっけか。沙倉教信者の俺の記憶にない。

「沙倉……さん？」

　なんか雰囲気が変だ。いつもとは違う。そう、まるで花火を見ていた時のように……。

　突然、彼女が振り返った。

　俺の両目を見つめる。正面にあの双そう眸ぼう。心の奥底まで届く瞳ひとみの発光。

「ナツルさん……」

　囁ささやくような声だが、はっきり耳に届いていた。

「分かりますね？」

　反射的にうなずいた。

「お願いします……ご褒ほう美びは、ちゃんとあげますから」

　またうなずく。そうか、ご褒美くれるんだったな。ちゃんとしないと。

　確か沙さ倉くらさんの言うこと聞かなきゃなんないんだった。いかんいかん。俺おれはなにのんびりしてたんだ。

　いつにしよう。風ふ呂ろから上がってからがいいか。タイミングは適当に見計らえばいいや。一人でもなんとかなる。というか、一人でやるべきのもの。

　独り言が心の中で繰り返され、俺は納得した。

「ナツル、なにしてんの」

　ばしんと肩を叩たたかれる。

　背後には水み琴ことがいた。全裸で呆あきれたようにしている。俺はなるべく直視しないようにした。

「なんだよ……」

「なんだよじゃないでしょう。ぼさっと立ったままで」

「え……？」

　改めて見ると沙倉さんがいない。あれ、俺は引っ張られていたんじゃなかったっけ。

「のぼせたの？　立ったままのぼせるって、聞いたことないけど」

「いや……沙倉さんは？」

「そこに入ってるじゃない」

　見ると、湯船に浸つかってにこにこしていた。そこにさっきまでの鋭い眼光はない。

「紅あか音ねちゃんは？」

「頭洗ってるわよ。あたしもそうするところだった」

「会長どうした」

「もう上がったわよ」

　いないのか。俺への追求はとりあえず終わったんだな。

「じゃあ俺も上がる」

「頭くらい洗いなさいよ」

「めんどくせえ。お前もジャングルにいる時は、風呂も入んないだろ」

「その代わり日本にいる時は極力入るようにしてるわよ。あんたのはただ汚いだけじゃない」

「明日でいいよ」

　明日も洗うとは限らないが、そのあたりはむしろ男の感覚である。髪なんざ洗わないに越したことはないのだ。

　俺おれは渋い顔をしている水み琴ことを置いて、風ふ呂ろ場ばから出た。

　ガラス戸を開けると、クーラーの冷気が身体からだをさっとぬぐう。薬やく湯とうに入っていたせいか妙にぽかぽかしていた。これは汗が引くまで時間がかかるな。

　脱衣所でお着替え。水滴と汗を丁寧に拭ふく。下着は新しくしないとね。

　着てきた下着をバッグに放ほうり込こむ。なんか来た時よりも軽かった。そういやなんか足りない気がする。ま、いいか。

　見回したが雫しずくの姿はない。ロッカーの陰も確認したが、やはりいなかった。先に帰ったのかもしれん。追うか。

　俺はもう一度風呂場に足を踏み入れ、入り口から紅あか音ねに「先に戻っている」と告げた。泡だらけだったのでろくな返事がなかったが、多分聞こえただろう。

　そして建物から出る。さらば温泉場。次来るのはいつの日か。

　早足でホテルへ。雫を追いかけないと。

　ホテルのロビーに入ろうとして気づいた。女のままじゃまずいや。男に戻ろう。

　人目につかないところで変身を解く。すっかり手慣れちまったなあ。こういう慣れはあんまよくないんだが。

　そして自室へ戻る。エレベーターの速度が、妙に遅く感じた。

　部屋の鍵かぎは俺が持っていた。開けようとして、しばし考える。目的はこっちじゃないって。隣。

　俺はまず部屋を開けてバッグを放り込んだ。それからまた鍵をかける。

　用があるのは隣なんだ。沙さ倉くらさん、水琴、そして雫が泊まる部屋。

　扉をノックした。返事を聞かないで開ける。

「あら……瀬せ能のう君」

　思った通り雫は中にいた。髪を乾かしていたのか、ドライヤーを手にしている。温泉の脱衣所でやりゃあいいのに。まあでも、好都合か。

「なにか用？　早かったのね」

「用があったのは会長だろ」

　俺は後ろ手で扉を閉める。

「そうだったわね。でも、あとでいいわよ」

　ぶいーん。ドライヤーのモーター音が鳴っている。雫が持ってきたのではなく、ここの部屋に備え付けられているもののようだ。

　ここのベッドは二つ。俺たちがお菓子を食べてジュース飲んでた畳たたみのスペースには、布団ふとんが一組敷いてあった。あそこで誰だれが寝るんだろう。

「会長、女なのに風ふ呂ろが短いな」

「あなただって女じゃない」

「今は男だろ」

「その時の気分によるわね。長風呂もたまにはいいけど」

　女性の風呂ってのは、髪を乾かすのに時間がかかるというからな。湯船の時間はまちまちなんだろう。そういえば母親は長かった。

「それで、どうしてこっちの部屋まで来たの」

　雫しずくはいったんドライヤーを止めた。

「使ってていいよ」

「意外と音が大きいの。瀬せ能のう君の言葉が聞きづらいから」

「二人きりになりたくて」

「あら」

　珍しい、と言いたげな顔。

「私と二人になるのを警戒していなかった？」

「いいよ。会長は人数とか関係ねえし」

「そうね。でも、二人きりだとなにをするか分からないわよ」

「いや、俺おれがする」

　言うなり俺は、雫の腕を摑つかんで引っ張った。

「なにを……!?」

　完全に不意を突いた。雫も予想していなかったんだろう。簡単にバランスを崩す。

　俺はそのまま勢いのまま、ベッドに彼女を押し倒した。





　　○






「なんかナツル、風呂から上がるの早かったわねえ」

　水み琴ことが髪の毛を拭ふきながら言った。バスタオルで力任せにごしごし擦っている。美容やケアを考えているとはとても言えない。

「男の人ですから……」

　と紅あか音ね。彼女は丁寧に髪の水気を取っていた。

「ふーん。紅音ちゃん、男の風呂に詳しいんだね」

「えっ……その、親しん戚せきに男の子がいるから……」

「ほお。ナツルと風ふ呂ろに入ったわけじゃないのか」

「入ってません……まだ」

　もちろん男のナツルとは、の意味だ。水み琴こともそんなことは知っている。ここで「入りました」などと言われたら、心中穏やかではなくなる。

　水琴は頭にバスタオルを巻いたまま自分のロッカーへ向かう。ここの床は濡ぬれてもいいようにすのこ状になっていた。

　鼻歌を歌いながら紙袋を取り出す。彼女はこんな時のためのバッグを持っていない。がさつなので、紙袋やコンビニの袋で代用してしまうのだ。

「およ？　なんか軽いな」

　紙袋を覗のぞき込こむ。あるべきものがない。

「ありゃ？　どこいったんだ？」

「どうしたんです……？」

　紅あか音ねが着替えながら訊きいてきた。

「ここにね、ぬいぐるみを入れといたんだけど、なくなってんのよ」

「ぬいぐるみって、臓物アニマルですか？」

「うん。チッソクノライヌ」

「なんで持ってきたんですか……？」

「あの子が自分で連れて行って欲しいなんて言うから」

「……実はあたしも」

　紅音が恐る恐るといった感じで告白した。

「セップククロウサギを連れてきたんです」

「へ？　紅音ちゃんも？」

「はい。そしたらいなくなって……」

　眉まゆ根ねを寄せる水琴。

「なんでいなくなるの。そりゃあいつら歩くけど」

「分かりません……。ロッカーには鍵かぎをかけていました」

　理由は全く思い当たらない。二人は顔を見合わせていた。





　　○






　あれ、俺おれなんでこんなことしてんだ。

　正気に戻ったというか、やってることがどうにも信じられなかった。

　俺おれはホテルの一室にいた。自分の泊まる部屋じゃない。その隣。女の子が三人寝るはずの部屋だ。

　そしてそこのベッドに上がっていた。上がるってのは適切じゃないな。こう、四つんばいになっているから。

　実は一人でもない。真下には雫しずくがいた。しかも仰あお向むけで。つまりなにを言いたいのかというと、俺は星せい鐵てつ三大美女の一人を押し倒しているのだ。

　ぶわっと背中から汗が噴き出した。冷房が効いているのだが、これは冷や汗というやつだ。普通の汗とはちと違う。

　雫は身じろぎもせず、下から俺を見つめていた。

「瀬せ能のう君、これはどういうことかしら」

「あ……いや……」

「暴行するつもりなの？」

　そうでもないんですけど。

　なんでか俺は、こうしなきゃいけない気になったのだ。温泉で沙さ倉くらさんに見つめられると、使命感にかられた。だから雫を追ってホテルに戻ってきたのである。そして身体からだが自動的に動いて、雫をベッドに押し倒した。

　今は正気に戻りかけている。さっきも正気のはずだったんだけど、雫を押し倒すなんてことをしたんだから、やっぱ異常だ。

　しかし喋しやべることがない。あんまりあっても困るだろうが、なにしろ雫が実に冷たい目で睨にらんでいるのだ、

「えーっと……」

「なにをするつもり？」

「特には……」

「あなたは理由もなく女を犯そうとするのね」

　なんて言葉使うんだ。しかしこいつの口調だと、俺は調書を取られている気分になる。ここは取調室かよ。

　頭を振った。ええい、俺はこいつをものにしなきゃならんのだ。そう言われたの。

「会長、大人しく……」

「瀬能君は自分のことが分かっていてやっているのね。二人きりになるのも狙ねらっていた？」

「えーと……」

「なかなか策士なのね」

　恐怖とかないのか。普通なら悲鳴とか震えるシチュエーションじゃねえの。

　雫しずくのタフさには驚くばかりだ。抵抗できないと踏んで押し倒したのだが、言葉だけでもかなりびびる。あれ、俺おれやっぱり計画的だったのか。

「念のために言うけれど、私、男の人にこんなことをされるのはじめてよ」

「俺だって、はじめて……」

「そう」

　彼女はふっと笑った。

「積極的になってくれたのなら、それはそれで嬉うれしいわ」

　ありがとうございます……って、なんか変だぞおかしいぞ。

　真下になった雫は、何な故ぜか笑みまで浮かべていた。さっきまで怒っていなかったか。こうしていると、組み敷かれた会長ってなんかすげえ構図だな。しかも俺が上。

　しばらくこの姿勢のまま、時間が流れた。

「次はどうするの？」

「へ……？」

「次よ。まさかこの格かつ好こうで一晩過ごすんじゃないでしょうね」

「いやそれは……」

「早くしないと近こん堂どうさんと楓かえでが帰ってくるわよ」

　それは困る。俺はこいつを好きにならなきゃなんないのだ。

　その一つの手段としてこうやって押し倒しているのだが、色々過程を省いてしまったようだ。だって沙さ倉くらさんがしろって目で訴えたから。

　上になっている俺がどきまぎしていた。対照的に雫は涼しい顔。

「男性は女性になにをしてくれるのかしら。興味があるわね」

「え……」

「近堂さんたちが戻ってくる前に終わる？　私、よく知らないの」

　そんなん俺だって分からんわい。残り時間によって柔軟に対処するんじゃないだろうか。

　もう少ない知識を総動員するしかない。前にクラス男子の間で回覧されたエロ小説。あれを必死に思い出す。あとはビデオ。ダビングにダビングを重ねてすっかり見えづらくなったやつ。未成年ではレンタルする手段がなく、どうしてかＤＶＤも手に入らなかった。インターネットという手段もあるんだが、俺は検索が下手。

　こういうことになると東ひがし田だが詳しそうなんだが、どうだろうな。案外俺と同じようにペーパー知識だけかもしれない。

　雫はじっと見つめている。あの、そんなに見つめないでください。

「……まだはじまらないの？　焦じらすのね」

　そんなつもりもないんだが。初心者だってことで許してもらえないだろうか。

「キスくらいしないの」

「それは……したじゃないか」

　花火の前にこの部屋で。俺おれの意志じゃないけど。

「ムードが大事だと思うけど」

「この体勢でムードもなにもないだろ」

　よし、これは我われながらナイス返しだ。一見ちゃんとした理屈になっている。俺が腰抜けだとは分かるまい。

　ところが雫しずくは、いきなり俺の手を摑つかむや自分の胸に導いた。ええっ!?

「おいおいおい！」

　むにゅ。柔らかい感触が手のひらから伝わってくる。お、俺、雫の胸を触ってんのか。

　この女は俺の手を自分の胸にぐいぐい押しつけた。

「これくらいしたら？」

「ばっ、ばっか……」

「私の裸を見たでしょう。狼ろう狽ばいしないで」

「ありゃ女の時の話だ！」

　一応直視しないように気を遣ったんだ。でも今はなんつーか、リアルじゃねえか。

　しかしこれって、俺の人生初のおっぱいか。女の身体からだになっても、揉もんだことはなかったからなあ。かすかに触る程度はあったけど。ああ、こうしてまたキスに続き、雫に奪われてしまったわけだ。

「失礼なことを考えていそうね」

「そんなことはない、と思う」

「あえいだ方がいい？」

「いや……」

　なんと雫は「あんっ」と声を上げた。すげえ色っぽい声だ。耳を疑った。

「どう？　興奮したかしら」

「興奮もなにも……」

「じゃあ、少しどいてもらえる？」

「なんで……」

「このままじゃ脱げないわ」

　わー、なんてこと言うんだ。このシチュエーションに持ち込んだのは俺だけど、手玉に取られてないか。

　雫しずくは俺おれのことに構わず下から抜け出した。情けないことに俺は、四つんばいのまま。しかも右手は胸を揉もんだままの体勢ときている。

　彼女は服を脱ぎだした。えーと、ここは温泉じゃありませんよ、会長。

　そんなことは俺も雫も分かってるわけで、温泉でもないのに脱ぐんだから目的は一つだ。彼女はもう下着姿になっていた。

　雫の下着は上も下も純白。清潔感溢あふれている。赤とか黒とか紫とかじゃないんだ。そっちのイメージだったけど。

　彼女はまた俺の真下に潜り込んだ。

「はいどうぞ」

「どうぞって……」

「下着は残しておいたわ。脱がせたいでしょう」

　うひい。なんて台詞せりふだ。それでも全校生徒に尊敬される生徒会長か。

　雫はいつもとまったく変わらない。しかもいつの間にやら、俺の首に両手を回してやがる。

「破かないでね。おろしたてなの」

　誰だれが破……きません。はいはいおっしゃるとおりに。












　なんか俺おれはやけくそになった。もともとそのつもりだったんだけど、こうなったらシチュエーションとか雰囲気とか意志とかどうでもいいや。なすがままだ。

　ブラジャーの肩ひもに指をかける……はて、どうすればいいのだ。

「ホックは背中にあるわ」

　そうだった。俺も女の時にはめた。

　雫しずくの背中に手を回した。彼女はやりやすいように背中を浮かしてくれた。

　ちきっと小さい音がしてホックがはずれた。ブラジャーが胸からずれる。いまや下着は雫の胸に乗っているだけだった。すぐにでもずり落ちそうだ。

「こっちも」

　こっちってのはパンツのことだ。もう俺はなにを要求されても驚かない。

「驚かないでね」

「なにが」

「凄すごいことになってるから」

　なにが凄いんだなにが。

　半分やけくそで雫のパンツに指をかける。くそ、ゴムがきついな。

「私の次は瀬せ能のう君が脱ぐ番よ」

「分かってるよ」

　脱がせてもらうのはあれなので、自分で脱ぐつもりだった。

　まだ雫のパンツは脱がせていない。俺はもたもたしていた。

「……ねえ、訊ききたいんだけど」

「なんだよ。なんでも質問していいぞ」

「どうして私を押し倒そうなんて考えた？」

「そうしなきゃいけないから」

「なんで」

「そう言われたから」

　興奮していたからか、俺は割合スムーズに喋しやべっていた。雫の台詞せりふは続く。

「誰だれに？」

「そりゃ、沙……」

　ここで言葉が止まった。勝手にリミッターがかかったのである。

「さ……誰？」

「う……」

「楓かえでね」

　肯定はできない。心の鍵かぎはまだ生きている。白状してはいけないのだ。

　だが雫しずくにはこれで十分だったらしい。

　いきなり膝ひざ蹴げりが、俺おれのみぞおちに飛んだ。

「うぐっ！」

　強烈な痛みに、たまらず身体からだを折る。雫は俺の下から逃れると、首筋にチョップを食らわした。

「くは……」

　意識が遠くなる。腹はじんじん痛いまま。

「命令されたなんて男に犯されたくはないの。一応プライドというものがあるわ」

　雫は冷たい口調で言う。涙が出てきた。

「でもおかげで、色々分かってきたわ。……今度はもっと別の機会で、ちゃんとしましょうね」

　彼女は俺の頰ほおにちゅっとキスをした。そのまま俺は気を失い、昏こん倒とうした。
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　温泉建物内の、女子脱衣所より少し離れたところ。

　ここはボイラー室の手前の部屋である。安全のために、脱衣所はボイラー室に直結しないようにしてあるのだ。奥まったところにあって見えづらい。扉には関係者以外立ち入り禁止の札も下がっていた。

　そこにぞろぞろとうごめくものが。

　うごめくという言い方は正確ではない。それらは規則正しく整列していた。だが左右や前後に揺れているため、やはりうごめいていると言うのが適切なのかもしれない。

　それらは人間ではない。ずっと小さく、子供が抱えられる大きさのものだ。臓物アニマルのぬいぐるみである。

　皆脱衣所から導かれるように、ここまで来たのである。ハラキリトラにセップククロウサギ、チッソクノライヌ、カンデンヤマネコもいる。他にもぬいぐるみが四体。

　臓物アニマルたちは私語をしていない。お喋しやべり好きなのに珍しいことだ。まるで催眠術にかかっているかのよう。

　扉が開いた。身体からだを揺すっていた動きが、ぴたりと止やむ。

　入ってきたのは楓かえでであった。

　風ふ呂ろから上がって直接来たのだろう。髪も手足も濡ぬれている。ただし全裸ではなく、バスタオルを身体に巻いていた。

「……集まりましたね」

　ただの確認のようなものだ。全部いることを、彼女は知っていた。

　ぬいぐるみの視線が楓に注がれている。

「状況が変わりつつあります。不確定要素やケンプファーの離り反はんによって、猶ゆう予よがならなくなってきました」

　臓物アニマルたちが聞いているかどうかは不明だ。そもそも意味があるのかどうか。

　それでも楓は続けていた。

「また別の方針をとらなくてはなりません。今までとはアプローチが変わるでしょう。全員、心してください」

　ここでぬいぐるみが、一斉にうなずいた。

　楓はふっと笑みを浮かべる。花火でナツルに見せていた、あの底知れない表情。

「結構。では新しい指令を与えます」

　彼女は右手をかざした。












第三章







　俺おれが目覚めたのは、自分のベッドの上だった。自分のベッドなんだから、本来泊まるべき部屋。なにもおかしいことはない。

　上半身を起こす。む、服が替わっていない。寝る時はＴシャツか浴衣を着ようと考えていたのに。なんでだ。

　どうやら夕べはそのまま寝ちまったらしい。よほど疲れていたのか。激しいスポーツをしたわけじゃないが、水泳ってのは全身の筋肉を使うからな。きっとそのせいだろう。

　枕まくら元もとの時計を見たら午前六時だった。うへえ、朝じゃねえか。カーテンの向こうも明るいや。

　俺はそっとベッドから降りた。

「あ……」

　隣がもぞもぞ動く。

「ナツルさん……？」

「ごめん。起こしたね」

「いえ……」

　紅あか音ねは布団ふとんの下から半分だけ顔を出した。

「具合大丈夫ですか……？」

「具合って？」

　首を傾かしげる俺。

「ナツルさん、倒れていたんです。会長が運んできたんですけど……」

「いつ」

「夜です……」

「そうなの？」

　なんかあまり記憶にない。そういえば、隣の部屋に行ったような気がする。でもそこから先がどうにも。腹がちょっとしくしくするのだが、関係あるのだろうか。風ふ呂ろから帰ってきてから、すぐに寝たはずだ。

「起きますか……？」

「うん。もっと寝ていたいけど」

　目が覚めちまったから。朝食にはまだ早いか。とりあえず部屋のカーテンを開けた。

　朝日が眩まぶしい。ジョギングとかしたら気分いいだろうな。でも俺は走るのは好きじゃないから、気分がよくなくてもちっとも構わないのだ。

「あの……ナツルさん……」

「はいよ」

「こっち、向かないでくださいね」

「なんで？」

「着替えるんです」

　あー、はいはい。俺おれは言うとおりにした。後ろでは衣きぬ擦ずれの音がする。ずっと外の景色を眺めることにした。

　しかし温泉では裸で俺（女だったけど）と同じ浴槽に入っていたんだよな。着替えの方がずっと抵抗なさそうなのに、このあたりの心理は分からない。

「……いいです」

　振り返ると、紅あか音ねはもう外出できそうな格かつ好こうをしていた。何な故ぜか不服そう。

「……ナツルさんって、着替えを覗のぞくとかしませんよね……」

　変身した紅音にもそんなこと言われたな。

「まあね。自分の身体からだがあるし」

　自分を眺めることもしないけどさ。倒錯したナルシシズムには、まだ無縁だ。

　紅音が上目遣い気味になる。

「沙さ倉くらさんなら見るんですか……？」

「んー、見たいけど見ちゃいけないって言うか」

　俺にとっての天使だから、やはり触れないままでいたいという気持ちがある。着替えを覗くなんてことは、したいけどしたくないのだ。我われながら神格化が激しい。

　紅音は恐る恐る喋しやべっていた。

「も……もしかして……会長なら見る……とか……」

「絶対にない」

　頭を振った。あるかそんなこと。温泉でだってずっとよそ見していたくらいだ。あいつの着替えを見た日には、とんでもない不幸が訪れそうな予感がする。家が全焼するとか。

「……？」

　俺は顔をしかめた。

「どうしたんですか？」

「いや……ちょっと頭痛が」

　頭の奥がちくりとしたのである。雫しずくの話題になった途端にこれだ。やっぱりあいつは俺への不幸宅配便だな。

　紅あか音ねは俺おれを気遣いつつ、別のことを言った。

「そうだ……ナツルさん、夕べ変なことが」

「俺が倒れていたことだろ」

「そうですけど……ぬいぐるみが部屋の前にいたんです」

「臓物アニマル？」

「はい。いなくなっちゃって、近こん堂どうさんと一緒に探したんですけど、何な故ぜか部屋の前に転がっていて……」

　なんだそりゃ。連中がどこにいるか確かめた。

　とりあえず室内には見あたらない。じゃあバッグかと考えたらやっぱりいた。ハラキリトラを引っ張り出す。紅音もセップククロウサギを取り出していた。

「おい起きろ」

「……はいはい」

　ハラキリトラの目が開く。どうでもいいがぬいぐるみって寝るんだな。

「おやナツルさん。こんなに早くどうしたんですか。健康と無縁そうなのに」

「うるせえ。お前、昨日いなかったんだって？」

「らしいですね」

「なにしてたんだ」

「さあ。記憶になくて。セップクさんと話してからは寝たんだと思います。気がついたら扉の前に」

「ふーん……」

　危うく納得しそうになって、思い出した。

「あっ、お前、温泉行く時バッグの中に入っていたろ!?」

「そうでしたか？」

「そうだよ！　あのあとどうしたんだ。やけにバッグが軽かったんだが、どっか出歩いたのか」

「全然覚えていません」

　俺はセップククロウサギにも同じことを聞いた。やつは「ナツルはとうとういかれたか」なんて言っている。むう。

　どうやら俺の知らないところで、なんかあったらしい。なんかってなんだ。文字通りなんだか分からない。

　昨晩は温泉に行ってセクハラまがいのことがあって、先に部屋に戻ってあとは知らん。倒れていたらしいけど、気がついたらベッドの上だ。ハラキリトラのことを責められんな。

　頭を捻ひねってもなにも出てこない。元々記憶力にはそれほど自信のある方じゃなかった。

「この絵を十秒見つめてください。次の絵を見て違うところを探してください」ってクイズ、正解した例ためしがなかった。絵が歪ゆがんでるとか言いがかりをつけたことなら数限りなくある。

　それからもずっと悩んでいたら、室内電話が鳴った。

「はいよ」

（あたし）

　水み琴ことだった。相変わらず声がでかくて、ある意味ほっとさせられる。

（朝ご飯食べに行こう）

　もうそんな時間か。ぼやぼやしていたら七時を回っていた。

「お前が作るんじゃないだろうな」

（なんでホテルにまで来て、ナツルのご飯作んなきゃなんないのよ。そんなにカレー食べたい？）

「いらない」

（また今度作ってあげるから）

　俺おれは「カレーはいらないけどすぐ行く」と返事をして電話を切った。

　支度をしてから紅あか音ねを誘い、廊下へ。もう隣部屋の三人は外に出ていた。

「おはようございます、ナツルさん」

　沙さ倉くらさんが頭を下げる。俺も「おはようございます」と返事をした。彼女はこうやって礼儀正しいところがいいのだ。ところで雫しずくが俺を見てなにやら胡乱うろんな顔をしたのだが、これはなんだ。

　レストランに行く途中、水琴が俺に囁ささやいた。

「ねえねえ、あんた会長になにかしたの？」

「なんで」

「あんた倒れていたでしょう。あたしたちの部屋だったのよ。あたしは救急車呼ぼうかって言ったんだけど、会長は平気だって」

「平気だよ」

　具合の悪いところはどこにもない。腹の痛みももう治まっていた。

「でもあんたの部屋に運ぶ途中、会長がずっと『惜しいことしたかしら』って……」

　なんだそりゃ。あいつに惜しがることなんかなにもしてないけどなあ。

　俺は雫の気のせいだろうと水琴に伝えた。あんだけ学校で仕事をしている人間だ。ノイローゼになってもおかしくない。

　水み琴ことは「あんたってわりと失礼よね」と馬ば鹿かにしたものの、それ以上なにも言わなかった。

　朝食はやっぱりバイキング形式だった。夕食と違ってあまり重い料理はない。朝っぱらからステーキをばくばく食べるのはアメリカ人だけだろうけど、これって偏見？

　俺おれはレストランに入ると、さっそくトレーに料理を載せた。ご飯と味み噌そ汁しる。海の苔りに卵。しらす干しと大根下ろし。スクランブルエッグ。ソーセージ。和洋折衷だが、これこそ日本の朝食である。

　沙さ倉くらさんはトースト。紅あか音ねは俺と同じくご飯に味噌汁。雫しずくはフルーツとサラダを多めに盛っていた。水琴だけが「カレーはないのか」と叫さけんでいる。あいつは本当にどうしようもない。

　同じテーブルに座り、ゆったりとした朝食がはじまった。

「昨日は楽しかったですね」

　トーストを食べながら、沙倉さんが言った。まったくです。あまり覚えてないけど。

　水琴と紅音は微妙な顔をしていた。こら、沙倉さんのお言葉であるぞ。雫はいつもと変わらないが、こいつはこういうやつだ。

「今日も泳ぎましょう」

「ごめんなさい。私はちょっと無理ね」

　と言い出したのは雫だった。

「雫ちゃん、夏休みだよ」

「明日、生徒会の仕事があるのよ。帰って準備しなくちゃならないから」

　おお、この女は休みの間中も学校の束縛から逃れられないのか。そいつはちょっと気の毒だ。

　雫は全校生徒と教職員の信頼が篤あついので、頻繁に厄介ごとが持ち込まれる。トラブルの解決を任されるのだ。ちゃんと解決するところが凄すごくて、噂うわさだがヤクザともやり合ったことがあるとか。

「えー、雫ちゃんもいてよ」

「無理よ。それより楓かえで、明日はあなたも来る？　生徒会の仕事に興味があるって言ってなかった？」

「言ってたけど……」

　沙倉さんはややふくれっ面。楽しみを中断させられた人間としては当然の反応で、学生は遊びを優先するに決まっている。

「みんなで遊べるせっかくの機会なのに」

「そういうものよ」

「雫しずくちゃん、彼氏を置いていくの？」

　待ってください。彼氏って誰だれのことですか。俺おれじゃないですね。もしかして、さっき食べ物の補充をしたコック？

「私の彼氏は気にしないわよ。いなくてせいせいしてるんじゃないかしら」

「ナツルさん冷たいですよ。引き留めた方がいいです」

　いなくてせいせいするってのは同感なんですけど。あまり変な噂うわさをばらまかないでください。

「いや彼氏じゃなくて……」

「だって雫ちゃんと付き合うんですよね。わたし、学校の友達にもメール送ってます。雫ちゃんに彼氏ができたって」

「えー！」

　俺は声に出して驚いてしまった。

　いくらなんでも悪魔の所行だ。悪意がないけど悪魔。実は鬼の化身だったんですか。それはそれでマンガの登場人物みたいで格かつ好こいいが。

「い、いや、沙さ倉くらさん……それはひど……」

「人気者の生徒会長に彼氏ができたら、みんな驚きますよ」

　そりゃ驚くだろう。俺が驚いてるくらいなんだから。

　しかしなんという破壊力だ。紅あか音ねは愕がく然ぜんとして落ち込んでいるし、水み琴ことはキュウリの漬け物を咥くわえて啞あ然ぜんとしている。友達って、誰に知らせたんだ。せめて広まることがありませんように。

　雫は「ちょっと困ったわね」と言った。

「迷惑だった？」

「私は平気。ただ瀬せ能のう君が妬ねたまれるかもね」

　殺されるかもしれない。あの「三さん郷ごう雫に罵ののしられる会」とか「汚れなき雫様を護まもるため近寄る連中を皆殺しにする友の会」とかに。しかもこれ無実の罪だぞ。俺は雫とはなにもないのだ。ＮＨＫで全国に主張したいくらいである。

　しかし沙倉さんは、俺のことなんかお構いなしに納得していた。

「雫ちゃん人気あるもんね」

「人気についてはコメントしないわ」

「ナツルさん、なにかあったらわたしにも言ってください。わたしその人たちに、『ナツルさんは雫ちゃんと付き合うんだから、構っちゃ駄目です』ってきつく言いますから」

　いやそうじゃなくて。とほほ。

　どうなってんだこの悪夢。このままだと本当に付き合う羽目になるかもしれん。それだけはお断りだ。どこの世界に鮫さめの口へ自分から泳いでいく人間がいるんだよ。

　冷酷生徒会長はまったく平然としている。こいつには人の血が通ってないのか。

「ま、私は仕事があるから。彼氏の相手はまた今度」

　だからその彼氏というのは止やめろ。

「生徒会に興味が湧わいたら来て」

　雫しずくは沙さ倉くらさんに言った。

「明日しかいないの？」

「一週間ほど学校に出ずっぱりになるわ。案件が溜たまっているの」

　忙しいのか。ざまあみろ。俺おれからはさっきまでの同情が消し飛んでいた。人を勝手に彼氏にした報いである。

　沙倉さんは俺の方を向いた。

「ナツルさん。女のナツルさんは、今日来ないんですか？」

　いきなり訊きかれ、俺は戸惑った。

「え、えーと。来ないんじゃないかな」

　いちいち変身するのは面倒くさいのだ。水着だとかなり厄介。そこから女のまま私服になるともっと面倒で、念のために女ものの下着まで用意しなきゃならなくなる。今もバッグに入れて持ち歩いており、男の姿で職質されたらアウトである。

「そんなあ。昨日お風ふ呂ろで遊んだのに」

　彼女は頰ほおを膨らませた。いやあれは、俺が一方的に乱暴されただけですから。

　沙倉さんはなおも「防水カメラ買おうと思ったのに……」なんて呟つぶやいている。恐ろしい。昨日の温泉で使われたらどうなっていたことか。

「そんなに水泳が好きじゃないらしいよ」

「そうなんですか……泳ぎを教えてもらおうと思っていたのに」

　沙倉さんはまったく泳げないわけではないから、女の俺に触りたいんだろう。人前でなにをする気なのだ。

「瀬せ能のう君はどうするの？　まだ遊んでいく？」

　雫が俺に訊いてきた。

「どうすっかな……」

「あ、遊びますよね……」

　ここぞとばかり割って入ったのは紅あか音ね。

「せっかく来たんですから、もっと泳ぎましょう……」

「でも、そろそろホテルチェックアウトの時間じゃないのかな」

「ここは午後まで荷物を預かってもらえます。泳ぎましょう……！」

　水み琴ことまで「あたしも泳ぐー」と言っている。まあ、いいか。

「じゃあ泳いでいく」

　と返事をしたら、紅あか音ねは顔を明るくさせた。そんなに嬉うれしいのか。

「それが正しいわね」

　と雫しずく。なんでおまえが正誤の判定をするんだ。

「じゃあわたしは、雫ちゃんと明日の準備する」

　え、と声を出したのは俺おれ。雫がその言葉を引き取る。

「あら。生徒会に興味が出てきたのね」

「ちょっとだけ」

「私は人使い荒いわよ。一週間ずっと出てもらうかも」

　だろうな。生徒会のことは詳しくないが、きっと内部では女工哀史もびっくりな環境で働かされるに違いない。沙さ倉くらさん、証拠を摑つかんで告発した方がいいですよ。

「別にいいわよ」

　と沙倉さんは言った。

「じゃあ来てね」

　雫はいいだろうが、俺はどうなんだ。沙倉さんといられるという至福の時間は。

「沙倉さん、帰るの？」

「ごめんなさい。やっぱり、女のナツルさんがいないと」

「……」

「女のナツルさんに会ったら、また遊んでくださいって伝えてください」

　明るく言われると、なにも言えない。うう、男の俺では女の姿に遠く及ばないのか。花火の時はあんなに迫ってくれたのに。

　ん？　花火？　なにかが記憶の底から顔を出した。はて、どんなことがあったんだっけ。そもそもいいことなのだろうか。

　あんま思い出せない。まあいいや。俺はご飯の上にしらす干しと大根下ろしを載せて、勢いよく食べた。

　ふむ、なかなかいける。最近のホテルはバイキングといえど手を抜かない。食事には金をかける傾向にあると、テレビで報道してた。

　雫が何な故ぜかそんな俺を見つめていた。

「泳ぐのはいいけど、美み嶋しまさんは瀬せ能のう君に注意してね」

「はい……？」

　紅あか音ねが首を傾かしげる。

「意外と狼おおかみなところがあるわよ」

　なに言ってんだこの女は。俺おれは自分のことを英国紳士の生まれ変わりだと信じているというのに。

「狼……会長、なにかされたんですか」

「いいえ。されてないはずね」

　はずってのが怪しい。いや、俺にもまったく記憶がないから正しいのか。

「仮にも男なんだから、注意してね」

「なにかしてくれたら……苦労なんて……」

　紅音がずぶずぶ沈み込む。また落とし穴の蓋が開いたらしい。この娘にかかると、日本全国が底なし沼だ。

　わだかまりを残しながら（残さない時が今まであったのか）食事は終わり、帰り支度をすることになった。

　荷物をまとめるとロビーへ行く。しばらく待っていたら、みんな出てきた。女性陣は全員昨日と違う服を着ている。女って滅多に同じ服を着ないよな。俺は男でかつ面倒くさがりなので、昨日と全く同じ。それでいいんだ。

　荷物をフロントに預ける。雫しずくと沙さ倉くらさんとはここでお別れだ。

「それじゃお先に」

「失礼します」

　雫はひらひら手を振り、沙倉さんは丁寧に頭を下げた。俺は「また今度」と言って、沙倉さんが視界から消えるまで見送った。雫はさっさと消きえ失うせろ。

「よーし、邪魔者もいなくなったし遊ぶかー！」

　水み琴ことがでかい声で両腕を伸ばす。こら、なんてことを。

　この幼なじみは、首をぐるぐる回していた。

「あー肩凝った。沙倉さんがいると、ナツルのことで気を遣うのよ。ケンプファーのことがバレちゃまずいからさ」

「そうですね……」

　紅音が同意する。

「会長がいると太刀打ちしづらいし」

「同感です……」

　なにうなずきあってんだ。雫しずくのことはどうだっていいし文句なら俺おれも付き合うが、沙さ倉くらさんの悪口は許さんぞ。

「泳ごうナツル！」

「あー、念のために訊きくけど、男の俺と泳ぐんだよな」

「あたりまえじゃん」

　水み琴ことは「ばーか」と言った。

「今日くらいずっと男のままでいなさいよ」

　俺はほっとした。同時に、水琴に少しだけ感謝した。




　本日の天気は晴れ。暑くていい感じである。

　更衣室でさっさと着替えると、俺はプールに飛び込んだ。ざっぱーん。

　水琴も紅あか音ねを引っ張ってあちこち走り回っている。テーマパークは広いから見物のしがいがあるんだろう。泳がないのか。マラソンすんのか。

　なんにせよ、久しぶりにリラックスできるようになった。沙倉さんがいないのは悲しいが、雫がいないとこんなにも心が落ち着くとは。

　雫様雫様と騒ぐ男は多いが、あいつのどこがいいのか俺にはまったく理解できない。そりゃ美人でスタイルもいいけどさ。化け物だぞ。

　そんなあいつに俺はレイプされ続けているんだから、不幸としか言い様がない。この人生、どこかでやり直せないだろうか。リセットボタンつけといてくれ。

「うおおー」

「きゃー」

　目の前のプールに水琴と紅音が飛び込んだ。水琴はいいが、紅音は悲惨である。確かビート板を使わないと泳げないんじゃなかったっけ。

　と思ったら、やはり紅音は底へと沈んでいく。俺は急いで近寄った。

　ばっしゃばっしゃばっしゃ。水琴は豪快に進んでいく。俺は紅音を引き上げた。

　彼女は目を回す寸前だった。

「あ……ありがとうございます……」

「大丈夫？」

「はい……」

　水琴の馬ば鹿かたれは自分を基準にして行動する。「自分が平気だから他人も平気」だと考えているのだ。高校生女子のくせに砂漠やジャングルで活動してんだから、大抵の人間はついていけない。

　俺おれと紅あか音ねはプールサイドに座った。

「あとで泳ぎを教えようか」

「あ……はい。お願いします」

　ぺこり。こうしてみると大人しくて素直で、あの猛犬女とは似ても似つかない。それを言うなら、俺も女になっちまうけど。

　座ったまま、なんとなく二人で、ばしゃばしゃと水を蹴け立たてた。意味はない。

「ナツルさん……退屈ですか……？」

　紅音が変なことを聞いてきた。

「いや、別に。なんで」

「沙さ倉くらさんも会長もいないから、つまんないかなって……」

「そんなことないけど。沙倉さんがいないのは残念だけど、雫しずくがいないのは歓迎」

「よかった……」

　あからさまにほっとしている。

「会長じゃなきゃ嫌だって言われたら、あたしどうしようかって……」

「前から言ってるじゃん。興味ないって」

「会長が気絶したナツルさんを運んでた時、あたしちょっとどきっとしたんです」

「なんで。俺、会長になにかされたの」

「いえ……向こうの部屋で、もしかしたら変なことがって……」

「変なことってなに」

「その……会長とベッドで……とか……」

　顔を赤くしてうつむく。

「ないない」

　俺は笑って手を振った。あいつを押し倒すとかあり得ない。仮にそうだとしても、雫に支えられて帰ってくるとかおかしいだろう。唯一考えられるのは反撃されて俺がノックアウトされたとかだが、そんな覚えもない。

「俺、ああいう美人はぴんとこないから」

「スタイルいいですけど……」

「マネキンと添い寝した方がまし」

　むしろあいつが俺に、彼氏だなんだと言ってくる方が分からんわい。今からでも訂正してくれないものか。

「キスしたし……」

「犬に嚙かまれたと思って忘れる」

「それ……本音ですか……？」

「うん」

　力を込めて肯定。すると思い切ったように、紅あか音ねが喋しやべった。

「だ、だったら、あたしはどうなんでしょう」

「？」

「会長の代わりに、あたしとか……」

「生徒会長選挙に立候補すんの？」

「違います。かっ、会長の代わりに、あたしがナツルさんの……あの……彼女に……」

　台詞せりふの最後は消え入るようだった。というか消えていた。

「かの？」

「彼女です……」

「紅音ちゃん、彼女ができたの？」

「そうじゃありませんっ。彼女にしてくださいって言ってるんです！」

　いきなり大声で言われ、俺おれは仰天した。そのままプールに落ちそうになる。

　危うく踏みとどまった。紅音は顔を真っ赤にし、なんだか後悔している模様。

　彼女ってなんだろう。普段は気弱な図書委員が、こんなことを言い出すとは珍しい。これはあれだな、なんかの罰ゲーム。












「ちょっと、冗談やめてよ」

「冗談でこんなこと言えません……」

「えー、だって罰ゲームでしょう。誰だれの罠わな？　東ひがし田だ？」

「違います……」

　ううむ。よっぽど悪いやつに脅迫されてんのか。これは許せんなあ。

「だってナツルさん、あたしを好みのタイプだって……」

「言ったけど」

「だから、あの、会長じゃなくても沙さ倉くらさんじゃなくてもいいはずです……。あたしで……」

　これは困った。

　俺おれの灰色の脳細胞は、とっくにこれが罰ゲームだと言うことを見抜いている。だが紅あか音ねちゃんがここまで頑かたくなというのは、よほど強く脅されたのだ。ケンプファーにもなる少女を脅すとは、陰謀の臭においがする。

　ひでえやつがいるもんだ。俺は本気で腹が立ってきた。

　彼女はまだ顔を赤くして、肩で息をしている。これだけのことを言うのに、よほど気力を使ったんだろう。俺は努めて優しい声を出そうとした。

「大丈夫だよ紅音ちゃん」

「え……？」

「なるべく俺も協力するよ。君を助ける」

「……それって、オーケイってことですか？」

「他の連中にも頼んで、紅音ちゃんに無理強いしたやつ突き止めて謝らせるから、それで我慢してもらえるかな」

「……なんだか分かりませんけど、ナツルさんが勘違いしてることだけは理解できます……」

「夏休みが終わってからが勝負だ。それまではこんな辛いことは忘れて、遊ぼう」

「くすん……忘れたいです……」

　俺は決意をあらわにした。紅音は何な故ぜか落ち込んでいた。

　とりあえずは一件落着。あとは夏休み後に調査するしかない。こんな大人しい女の子を虐めるやつは許さないぞ。

　そんなことを考えながらプールを眺めていると、白波を立てて魚雷みたいなのが突進してきた。

「とあー！」

　水み琴ことは絶叫すると、そのままプールの縁に激突した。

「いったーい」

　そんなことを言いながら浮かんでくる。俺おれは呆あきれた。

「当たり前だ。曲がるか止まるかしないのかよ」

「これが気持ちいいのよ」

　彼女はにかっと笑う、それにしてもタフだねお前。

「およ……紅あか音ねちゃん元気ないじゃん」

「なんでもありません……」

「どうしたの」

「別に……」

「ははーん。これはナツルのせいだね」

　なにも聞いていないのに納得する水琴。俺は急いで訂正した。

「違うぞ。紅音ちゃんはたちの悪い罰ゲームで」

「そうです。ナツルさんのせいです……」

　紅音が呟つぶやく。あれれ。

　水琴は深く首肯していた。

「だと思ったよ。どうせあれでしょ、女心を傷つけるようなこと言ったんでしょ」

「俺はそんな残酷なことはしない」

　だが隣の紅音は、小さくうなずいていた。えっ、罰ゲームを押しつけたやつらをかばうのか。

「やっぱりナツルのせいだったか。こんなカバより鈍感の馬ば鹿かが、女心を理解できるわけないもん」

　勝手なことを言うとプールから上がった。

「元気出してよ紅音ちゃん。あたしがジュースおごるから」

　水琴はそう言うと、売店に向かっていった。




　俺への罵ば声せいには苦情を申し立てたかったが、水琴は俺の分も買ってきたのでよしとした。よかろう、今後も精進せい。

　パラソルを立てた椅い子すがあったので、三人で座った。

　日差しはまだ強い。さすが夏。

　紅音はオレンジジュースをすすっていた。さっきよりはかなり落ち着いている。ただし時々俺を怨うらみがましく眺めていた。

　水み琴ことは水琴で、なにやら「いい女になるにはどうすべきか」というセルフディスカッションをしていた。

「やっぱさあ、会長に対抗するには、あたしたちももっとこう、なんかできる女になんなきゃ駄目なのかもね」

　腕組みをしながら、水琴が言う。できる女って一体なんだ。

「またお得意のたわごとか」

「あんた幼なじみだからって、なに言ってもいいことにはならないわよ」

「お前盗掘とか密輸とか横流しとかできるだろ」

「非合法なんか、たまにしかしないわよ。そういうことじゃなくて、男の心にぐっとくることよ」

　どういうつもりか紅あか音ねまで納得している。

「このままじゃ会長ばっかり有利です……」

「あたしたちスタイルや色気じゃ敵かなわないからねえ。せめて知力とかでも追いつかないと」

　紅音はともかく、お前はどうなのだ。こいつは学校の成績が極端にいいわけではない。とはいえ今すぐ世界が滅亡したら生き残るのは間違いなくこの女で、勉強と生活力は別だということを痛感させられる。

「会長に対抗してどうすんだ」

「対抗しないと、どんどん不利になるでしょうが」

「なにが」

「……あんたの鈍さは、石に刻んで美術館に飾っておきたいくらいね」

　相変わらず水琴は、俺おれを非難する台詞せりふに事欠かない。そんなに俺が憎いか。

「そんで、できるようになるためにはどうすんだ」

「うーん」

　また腕組みしてうなった。考えてなかったな。

「……生徒会というのはどうだろう」

「はあ？」

　虚を突かれて、俺は間抜けな声を上げた。紅音もきょとんとしている。

「生徒会に入って、エリート女子高生として名を轟とどろかすの。いずれ星せい鐵てつ十大美女の一人くらいに選ばれるかもしれない。どうよ」

「どうもこうもあるかよ」

　なにそのいい会社に入れば男にもてる理論。そんなことなら誰だれも苦労しねえよ。

　水琴は不服そうだ。

「ナツルは反対なの？」

「そうじゃなくて、あれ選挙が必要なんじゃないのか」

　と俺おれは疑問を発したが、紅あか音ねが答えてくれた。

「補助という形なら、選挙で選ばれなくても大丈夫です」

「おお、それだ」

　水み琴ことが相撲取りみたいに手を叩たたく。

「やろう。生徒会に潜り込んで会長の弱みを握ろう」

「おい、目的が変わったぞ」

「目的を二つにしたのよ。これならどっちか一つが失敗しても、リカバーが利くわ。我われながら最善の策ね。紅音ちゃんも一緒に生徒会に入ろう」

「あたしは……図書委員ですから……」

　彼女によると、兼務は無理だとのこと。

「たまにお手伝いに狩り出されますけど……」

「じゃあそれでいいや。明日からずっと、会長は学校行くんだったね。あたしたちも行こう」

「たちってなんだよ」

「あんたも含まれてんの」

　水琴は当然のように、俺に告げた。どうなってんだこいつの頭の中。

　紅音は恐る恐る訊きいていた。

「あの……あたしは……」

「もちろん紅音ちゃんも込みよ」

「……はあ」

「分かった？　じゃあ学校に行くわよ」

　水琴は高らかにそう宣言した。独裁者ってのはこうやって物事を決めちまうんだろうな。庶民の俺のことなんか、ちっとも考慮されないらしい。





　　○






　そして数日が過ぎた。

　水琴はあいも変わらず「学校学校」と言っていたが、俺は無視をしていた。なんで夏休みなのに、好きこのんでいくのだ。

　むしろ東ひがし田だたちと色々あって疲れが溜たまるハメになったのだが、今は関係ない。いずれ話す機会があるだろう。

　俺おれは熟睡ののちに目覚めた。水泳の疲れはとっくに取れたはずなのに、こうも眠れるのは精神的な問題なのだろうか。とにかく心がへこたれることばかりだったからな。

　惰眠をむさぼる性格にしては珍しく、ここのところ朝きちんと目が覚めている。せっかくの夏休みなのにこれはいかん。もっと夜更かしをするとしよう。

　布団ふとんから横転して出る。

「起きたぞ」

　机の上のぬいぐるみに言ったが、返事はない。

「おい」

「……あ、はい」

　ようやくハラキリトラが喋しやべる。テーマパークから帰ってきてから、こいつは口数が少なくなった。

「なにぼんやりしてんだ」

「なんでしょうね。どうも喋るのが面倒になって」

　どんな怠け者だ。さぼり好きでも口だけは動くものだが。

「寿命か？」

「ぬいぐるみに寿命ってあるんでしょうかね。ただ、妙な気分ではあるんですよ。ぼうっとするわりには、頭が冴えてるような」

「矛盾してんな」

「もしかしたら、新しい指令とかあるのかもしれません」

「指令って……モデレーターか」

「か、どうかは分かりません」

　ハラキリトラは曖あい昧まいなことを言った。

　しかしここで新しい指令ってなんだろう。そもそも俺は「戦え」と告げられだけで、指令を受けたことなんかない。白のケンプファーが出てきた時だって、こいつらなにも言わなかったもんなあ。

　俺は頭を振った。今なにもないんだから忘れよう。せっかくの休みはもっと心穏やかにすごしたい。テーマパークに泊まりに行ったって、戦闘する羽目になったんだから。

　さてなにすっか……って、そういやプールで学校行く行かないの話になったんだよなあ。改めて考えると、嫌なもんだ。あんなとこ好きなやついんのか。

　するといきなり、一階のドアがどんどん叩たたかれた。

「うおーい、ナツル！」

　やっぱり水み琴ことだった。俺おれは急いでドアを開ける。

「なんだよ」

「おはよ。学校行くんでしょ」

　見るとこいつは制服を着ている。え？

「あたしと一緒に行くのよ。忘れたとは言わさない」

「一緒か……」

「紅あか音ねちゃんもいるよ」

　背後からメガネをかけた少女が顔を出し、小さく頭を下げた。やはり彼女も制服姿である。

「あんたも早く着替えなさいよ」

「うるせえな、分かったよ」

　結局行くことになるのか。

「朝飯食ってねえから待ってろ」

「まだ食べてないの？　遅いわねえ」

「起きたばかりなんだよ」

「だと思って、ちゃんと用意してきました」

　水琴は満面の笑みで、袋に包まれたタッパーを取り出した。中身は見なくたって分かる。

「……カレーか」

「あたりー」

　水琴は俺がなにも言っていないのに、玄関から上がった。仕方ないので、紅音にも入るように言う。

　勝手知ったる他人の家とばかり、水琴は台所で作業をはじめる。

「ビーフカレーだよー」

「なんだっていいよ」

　もはや日本中のカレーを食べ尽くした気分だ。ダイヤカレーやウランカレーが出てきても俺は驚かない。

「すみません……」

　紅音が恐縮していた。

「いいよ。水琴に連れてこられて大変だったね」

「いえ……あたしが、今日行くならナツルさんもって言ったんです。やっぱりみんなで一緒にいたいから……」

　うむむ、知り合いがいないと不安になるタイプか。やはり生徒会になると図書委員会とは違う雰囲気なのだろうか。

「会長はいんのかな」

「いるみたいです。近こん堂どうさん、電話して確認してましたから」

　そうまでしてあいつは雫しずくに対抗意識を燃やしているのか。なんの理由があるのだろう。俺おれに関係してるんだっけ。

　女ってのは理解するのが難しい。俺も外見だけは女になれるが、ここのところが遠く及ばなかった。及んだからなんだって感じもするんだが。

「温めたよー」

　台所から水み琴ことの声がする。俺は朝食をとることにした。




　カレーの匂においを振りまきながら、俺たちは学校へと向かった。制服がカレー臭いのは、誓って俺の責任ではない。

　星せい鐵てつ学院に到着。別に教室に顔を出す必要はないので、直接生徒会室へ。

　ドアをノックしてから開ける。やはり雫はここにいた。きちんと制服を着込んでいる。テーマパークでは水着を着た映画女優だったが、今日は有能な生徒会長様だ。

「あら……」

　少しは驚いたらしい。俺じゃなくて、俺の後ろの二人を見たからだろうな。

「お揃そろいで、どうしたの」

「いやあ、なんか会長の仕事ぶりが見たくて」

　本当はあんま来る気がなかったんだけどな。

「あたしあたし、用があるのはあたし」

　水琴が手を上げる。

「会長の手伝いがしたくて。あと紅あか音ねちゃんも」

　こっちは無む理り矢や理り手を上げさせられていた。気の毒に。

　雫の表情に、際だった変化はない。

「美み嶋しまさんは何度かお手伝いを頼んだことがあるけど、近堂さんまで？」

「いやー、いい女になりたくて」

　聞けば聞くほど凄すごい動機だよな。もっともこいつは「ピラニアの大群が見たい」という理由でアマゾン川まで出かける女だから、これくらいは普通である。

「生徒会に入りたいの？」

「補助って役職があるんでしょ。あれで」

「補助は補助にすぎないわよ」

「でもいずれは生徒会大統領くらいになるかもしれないじゃん」

「……とりあえず、お茶入れるわね」

　雫しずくはさりげなく話題に休憩を入れる。クールダウンを狙ねらったんだと思うが、水み琴ことには効かないと思うぞ。

　生徒会長は隣室の扉を開けて、なにごとか告げた。

　やがて麦茶の入ったコップをトレーに載せた女子生徒がやってきた。

「どうぞ」

　俺おれは仰天した。

「さ、沙さ倉くらさん!?」

　にこにこしながらお茶を運んでいるのは沙倉さんだった。これは補助じゃなくてお手伝いさんじゃねえか。

　こら雫。なんてことをさせるんだ。俺は文句を言おうとした。

「会長……」

「いいんですナツルさん。こういうの好きですから」

　どことなく嬉うれしそうだ。そういえば沙倉さんは、人に尽くすのが好きなタイプだと聞いた。子供の面倒を見るのも楽しいらしい。

「雫ちゃんの役に立てるなら嬉しいです。それに、女のナツルさんのためにも、自分を磨いておかないと」

　水琴みたいな理由である。でも生徒会は自分を磨くのと違うベクトルだと思うんだけど。

　彼女はテーブルの上にコップを並べた。手を滑らせてひっくり返したりはしない。それはむしろ紅あか音ねの役目である。そういや文化祭でメイド喫茶やった時、ドジメイドを演じた娘がいたんだけど、結構人気あったらしい。

　麦茶は冷えていた。これはありがたい。夏場ってやっぱ外歩くもんじゃねえよ。

　雫と水琴は生徒会の話をしている。俺は話題に加わらずに、麦茶を飲んだ。沙倉さんが入れたものだと思うと、うまさもひとしおである。

　隣室に戻ろうとしてすれ違いざま、沙倉さんが俺に囁ささやいた。

「あとで」

　え？　なにが？

　とっさに振り返るが、沙倉さんは一礼して隣室に引っ込んだ。他の女の子はと見ると、別に声をかけられたようには見えない。誰だれも気づいていなかった。

　なんだ今の。あとでなにがあるんだ。どっか行かなきゃいけないのかな。

　また記憶の底から、双そう眸ぼうが顔を出してくる。鋭い目つきが浮かび上がる。

「瀬せ能のう君、どうしたの？」

　雫しずくにだけは声をかけられた。俺おれは我われに返った。

「いや……ごめん」

「そう。じゃあ話の続きだけど、生徒会の補助は、日ごろはほとんど仕事がないの。文化祭や体育祭の時になると忙しいのよ」

　いつの間にか、そんなとこまで話は進んでいた。水み琴ことは熱心だかなんだか分からない態度で聞いている。

「あたしはそれでいいよ」

「内申書にも記載されるから、受験に有利にはなると思うけど」

「内申はいいや。どうせ大学行こうがどうしようが、また発掘で海外飛び回るもん」

　じゃあなんのために生徒会なんかに……ああ、いい女になるためか。

　でも雫を見習うのはどうなんだろうな。こいつの得意技と言ったら、人の喉のど元もとを食いちぎるとか辛辣な台詞せりふで従わせるとかそんなんだぞ。水琴だけじゃなくて、沙さ倉くらさんも目を覚ましてもらいたいものだ。

　そこへいくと紅あか音ねは偉い。ちゃんと図書委員という逃げ道を用意している。こうやって捕まってるけど。

「補助は基本的にこっちから呼ぶから、放課後などに顔を出してもらうことになるわね」

「十分十分。ナツル、あんたもやるでしょ」

　水琴が俺に話を振った。なに考えてんだ。

「やらねえよ」

「あんたやりたくて仕方がないって言ったじゃない」

「言ってねえ」

「もう。あたしと一緒がいいって泣いたくせに」

「いつのことだ！」

　実はこれ、あながち噓うそじゃないのだ。幼稚園を卒業する頃ころ、俺は水琴と一緒の小学校に行くと思いこんでいたのだが、こいつはいきなり海外へ行くと言い出した。これから小学生になろうっていう幼さでたいした度胸だが、俺は普通の子供だったのでつい、こう……やめた。これ以上は口が裂さけたって言うか。

「幼なじみだからあたしと一緒だよね。幼なじみ」

　何な故ぜか幼なじみを強調する。しかもちらちら雫に視線をやったりしていた。なにしてんだ。お前卒業したらまた海外だろ。幼なじみのナツル君は国内だよ。

「瀬能君はその気じゃないみたいね」

「大丈夫。あたしの言うことなら聞くから」

　あほくさい。なんで水み琴ことに従って生徒会の手伝いして、雫しずくの手下になる必要があるのか。こっちは自由人だ。会長にこき使われるのは御免である。

　いい頃ころ合いだ。俺おれは立ち上がった。

「こらナツル。どこ行くのよ」

「トイレだよ」

　別にもよおしてなかったんだが、用事がある。

　生徒会室を出た。寸前に水琴が「ナツルはああ言ってるけど照れ屋で」と余計な説明をしている。誰だれも信じませんように。

　廊下を見回す。えーと、こっちか。

　階段を一階分下りた。生徒会のあるフロアと一番下の図書館は何度も行ったことがあるが、ここははじめてだった。

　確か半分が書庫のフロアである。もう半分は忘れた。電気はついていない。窓からの明かりで十分だった。

　曲がり角で誰かが手招きをしている。俺はほっとしてそっちへ向かった。

「ごめん、ようやく抜け出せた」

「いえ」

　そこにいるのは沙さ倉くらさんだった。俺は「あとで」との言葉を信じて、ここまで来たのである。じっくり考えてみれば、あれだけの会話でフロアの場所まで通じるのは不思議なんだが、気にしない。

　どきどきした。美人に呼び出されるなんてやっぱり緊張する。それが沙倉さんならなおのことだ。同じ美人でも雫の場合は雷雨に祟たたられた気分になる。

　彼女はにこにこしていた。おお、まさに天使の笑み。

「えっと、なんの用？」

　一応俺は聞く。男と女が二人きりなんだから絶対告白だが、そこは礼儀というか話のきっかけとして。

　しかし沙倉さんは意外なことを言った。

「ナツルさん、あのあとどうでした？」

　ありゃ、告白じゃないぞ。

「いや……プールで遊んだけど」

「温泉のあとです」

　えーと、確か俺は隣の部屋で気絶したんだ。なんで気絶したのかは忘れた……いや、今なら思い出せるぞ。

「その……会長を押し倒して……」

「まあ」

　沙さ倉くらさんは満面の笑みで手を合わせた。

「それでものにしちゃいました？」

「いや……」

　あの時の記憶がみるみる蘇よみがえってくる。そうだ、雫しずくをベッドに押し倒したんだった。

「えと、途中まではうまくいったんだけど……」

「……」

「失敗した……」

　いきなり、沙倉さんの全身に変化が生じた。

　制服に影のようなものが落ちる。俺おれの視界を塞ふさぐが、すぐに晴れた。

「さ……沙倉さん!?」

　俺は思わず叫さけんだ。そうせざるを得なかった。

　眼前の女性は、俺がいつも憧あこがれている姿とは大きく違っていた。若干気弱そうだけど、常に微笑ほほえみを絶やさない表情は、まるで獲物を狙ねらう猛もう禽きん類るいのような殺気をたたえている。瞳ひとみは爛らん々らんと輝き、口の端は吊つり上あががっていた。

　髪は色も長さも変わらないが、そこだけ無重力になったかのように漂っている。全身も躍動感に溢あふれていて、「運動は苦手なんです」と照れていた姿は微み塵じんもなかった。

「や……」

　やばい、格かつ好こいい。

　俺は沙倉さんのことならなんでも肯定する沙倉教信者だが、信者じゃなくても太鼓判を押したくなる格好よさだった。いや、やっぱり信者アイだからそう見えるのか。なんでもいいや。凛り々りしさがもうたまらん。

　テーマパークの時の沙倉さんは、夜だけあって恐ろしさが滲にじみ出でていた。今もそれがあるんだが、凛々しさと相まって魅力に転じている。よくゲームのキャラで妖よう艶えんな美人敵役っているじゃん。あんな感じ。

　沙倉さんが持つ従来の魅力とは違うんだが、なんかもうそんなことはどうでもよくなっていた。身体からだに微弱電流流れっぱなし。

　彼女の頭がこっちを向き、眼光が俺を射抜いた。やべ、ぞくぞくする。内なるマゾヒズムが目覚めそうだ。

「ナツルさん……」

　薄い唇が俺おれの名を呼ぶ。ううむ、いつもと変わらないんだが、神経をちくちく突かれている心地よさがあった。あの、できれば罵ののしってください。

「失敗しちゃったんですか……」

「は、はい……」

「あんなに頼んだのに……」

　沙さ倉くらさんが一歩踏み出した。俺に近づく。

　なんかどきどきした。こういうクールな知的美女は雫しずくの独どく擅せん場じようなんだが、俺はあいつにはまったく色気を感じない。レイプ犯として告発したいくらいなのだ。雫のファンてあれだろ、変なキノコとか食べてるんだろ。

　だがこの沙倉さんは違う。もう色っぽいわクールだわで、俺の心をびりびりと痺しびれさせている。これはマゾになるしかない。

　また近づいてきた。一体どうするつもりなんだろう。靴の裏を舐なめろと言われたら逆らうことができない。その靴、舐めたあとに持って帰っていいでしょうか。

「ねえ、ナツルさん……」

　おお、テーマパークの時と同じ展開だ。あの時はうやむやのままで終わったが、今度は本気かも。やっぱり踏まれるのか。なんかこんな天国みたいなことになるんだったら、テーマパークでも言うこと聞いておけばよかった。

「は、はい。なんでしょう」

　返事をした。やっぱここは敬語でないとな。

　沙倉さんはちょっとだけ笑った。

「……もう一度、わたしの言うことを聞いてもらえます……？」

「もちろんです」

　俺は何度もうなずいた。即答だ即答。

「よかった……お願いがあるの……」

「なんでも聞きます」

「うれしいわ……」

　また笑う。妖よう艶えんすぎる。俺はご主人様に従う犬の心境だった。

「なにをすればいいですか」

「簡単よ……」

　彼女は囁ささやくように告げた。

「死んで」

　思わず「はい」と言いそうになった刹せつ那な。

「ナツル、なにしてんだてめえ！」

　つい振り向くと、そこにあったのは罵ば声せいと靴の裏だった。

「ぐぼっ！」

　俺おれは水みず枕まくらが潰つぶれるような声を上げ、仰あお向むけに転倒する。キックが眉み間けんに直撃したのであった。

「なにへらへらしてやがんだ！　死にてえのか!?　あたしが殺すぞ！」

　顔を見なくても分かる。猛犬モードの紅あか音ねだ。すっ飛んできて俺を蹴け飛とばしたのだ。

　目の前に星がちらついている。格闘ゲームのキャラクターになった気分だ。ぴよっている。

「痛えな、馬ば鹿か！」

　かろうじて怒鳴り返した。もちろん紅音はそんなことではひるまない。

「馬鹿に馬鹿って罵ののしる資格はねえ！」

「いきなり蹴るからだ。死ぬかと思ったぞ！」

「だったらさっさと死にやがれ！　生きてるじゃねえか！」

　こいつは本気だから始末に負えない。どうでもいいが女が蹴りとか入れるんじゃねえよ。パンツ見えたぞ。フリルつき。












　猛犬紅あか音ねは俺おれを親の仇かたきみたいに睨にらみつけている。もっともこいつから睨まれた以外の視線は受けたことがない。

「おめえは人間のクズだ！」

「なにを言い出すんだ！」

「沙さ倉くらのクソアマにへらへらしやがって！」

「沙倉さんの悪口は言うな」

「この低脳！　おめえは死ぬところだったんだぞ！」

「お前が殺そうとしたんだろうが！」

「馬ば鹿か、沙倉に殺されるところだったんだ！」

　はっとする俺。そういえば、「死んで」とかなんとか。

　沙倉さんは妖よう艶えんな雰囲気をたたえたまま俺たちを眺めている。そしてくすりと笑う。

「……ふふっ」

　これは俺にも分かる。明らかに挑発的で小馬鹿にした態度だった。

　俺は「こういう沙倉さんも捨てがたい」と思ったんだが、猛犬女は頭のヤカンを沸騰させていた。

「てめえ！」

　腕を振る。コルト・ガバメント似の拳けん銃じゆうが出現した。

「くたばれ、前からムカついてたんだ！」

　余計な告白をしながら紅音は引き金を引いた。

　轟ごう音おんと共に弾が吐き出される。が、沙倉さんは猛然とダッシュして全すべてをかわした。うひょー。

　彼女の右手がぴくりとする。瞬時に現われたのは、長大な日本刀だった。

　沙倉さんは一挙動で刀を振り下ろした。

「うおっ!?」

　紅音がバックジャンプをする。日本刀の切っ先が床にめり込んでいた。

「てめえも武器どうぐを使うのか！」

　沙倉さんはなにも言わない。ただ殺気だけは放出している。

「くそっ」

　体勢を立て直した紅音が、銃を構えようとする。だが沙倉さんが一足早く、懐に飛び込んだ。

「うおっ!?」

　沙倉さんが紅音の足を払った。バランスを崩したところに鋼鉄の刃を振り下ろそうとする。その時。

「当たったらごめんなさいね」

　真後ろから鎖つきの短刀が飛んできた。一本は日本刀に命中して切っ先の方向を変え、もう一本は沙さ倉くらさんの髪を何本か切り裂さいていく。うわ、危ねえ。少し間違ったら紅あか音ねの顔に刺さったぞ。

　紅音が転がりながら罵ののしった。

「あたしに当たったらどうすんだ!?」

「だから最初に謝ったじゃない」

　奥からやってきたのは、黒髪の下にプラチナブロンドをなびかせた生徒会長、雫しずくだった。

「当たっても謝ってすませるつもりだったのかよ!?」

「怪け我がしても治療費は出さないわ」

「精神的慰謝料よこせ」

「そんなこと言ってる場合？」

　おろおろしていただけの俺おれもはっとした。沙倉さんはとっくに体勢を立て直していた。

　彼女は雫を見るや、左手を軽く動かす。するとそこには、紅音のよりは少し小さめの拳けん銃じゆうが。右手に刀、左手に銃。そんなのあり？

　沙倉さんがふうっと息を吐く。まるで獣が戦う寸前のようだ。

　雫が啞あ然ぜんとした。

「これが……楓かえで？」

　いくら冷血生徒会長といえど、自分の友人の変わりようにショックを受けたんだな……と思っていたら違った。素早く短剣を操作して引き寄せ、一本で心臓のあたりをカバー、もう一本を牽けん制せいのために飛び回らせていた。感情と行動は別らしい。

　そして俺は、起きあがった紅音にまた蹴け飛とばされた。

「なにぼさっとしてやがんだ！」

　こいつの怒鳴り声はどんな目覚ましよりも効く。

「別にぼさっとしてねえ！」

「噓うそつけ！　このままだと死ぬぞ！　勝手に死んだら殺すからな！」

　なんて矛盾に満みちた台詞せりふ。まあでもこいつのおかげで俺は気を取り直したので、右腕の腕輪に力を込めた。

　青のケンプファーに変身。他の二人みたいに手持ちの武器はないので手ぶら。

　沙倉さんは敵……とは認めたくないが、敵だとすると一対三である。当然こっちが三。人数差がありすぎるのだが、沙倉さんはまったくひるんでいなかった。

　雫しずくみたいに淡々としているのでもない。なんというか、望んでこうなった感じだ。

「まあ、雫ちゃん」

　沙さ倉くらさんはいかにもな口調で喋しやべっていた。

「こういうシチュエーションで友情を確認するって、ハリウッドのシナリオみたい。なんか燃えるわ」

　雫は平然と受け止めていた。こいつも神経が太い。

「楽しそうね、楓かえで」

「楽しいといえば楽しいわね。あまり日本刀とか拳けん銃じゆうを使う機会ってないでしょう」

「あまりじゃなくて、ほとんどね。私たちは使うけど」

「ケンプファーは難儀ね。わたしなら嫌になっちゃう」

「……その口ぶりだと、あなたケンプファーじゃないのね」

「えっ!?」

　と叫さけんだのは俺おれ。

　ケンプファーとは戦うための存在である。だから戦っているのは全部ケンプファーだと思っていた。違うのか？

　沙倉さんの手首を見る。そこに、ケンプファーなら必ずあるはずの腕輪がなかった。

　彼女はわずかに笑う。

「雫ちゃんは頭がよすぎて困っちゃう」

「腕輪がないのに戦っていたら、そう考えるのが自然よ」

「ああ、そうね。じゃあわたしがなにを目的にしているか分かる？」

　雫はちらりと俺に目をやった。

「……瀬せ能のう君ね」

「そう」

　沙倉さんはあっさり首肯した。

「もしかして、殺す気だった？」

「ええ、そうなんだけど」

　仰天するようなことを口にする。本気だったのか。

「まあ本当に殺すつもりじゃないわよ。ただ死ぬような目には遭わせてあげないと、わたしの言うことを聞かないから」

　こええ。背筋が凍るようだ。なんだこの奴隷商人みたいな台詞せりふ。

「せっかくご褒ほう美びを上げるって約束したのに、なんて役に立たないのかしら」

　ダイレクトにへこむ俺。今までの人生で、一、二を争う傷つく台詞だ。俺の沙倉さんが、俺おれの沙さ倉くらさんが。

　雫しずくはあくまで冷静だ。お前はお前でおかしい。

「いつ瀬せ能のう君にそんな約束したの。花火の時かしら」

「そうよ。よく分かってるじゃない。あなたに手を出すように命令したんだけど」

　あれは命令だったんだ。

「だったら効き目はあったわね。危うく犯されるところだったわ」

「惜しいわね」

「でも残念ながら清い身体からだよ」

「雫ちゃんは処女だもんね。ナツルさんが奪っちゃえばいいのよ」

「自分の意思で彼が来たなら、私も喜んだわ」

　雫が両手を振るった。短剣が交差するように飛ぶ。

　沙倉さんは一歩だけ後ろに下がる。それだけで切っ先をかわしていた。雫が叫さけぶ。

「瀬能君、跳んで！」

「えっ!?」

　なんだか分からなかったが、とりあえず横っ飛び。

　ほぼ同時に沙倉さんが左腕を突き出し、俺に向かって発砲した。危ねえ、従わなければ命中していた。

「このアマが！」

　紅あか音ねが撃つ。沙倉さんは棒立ちのまま日本刀を振る。銃弾が刃に当たって落ちた。

「ねえ雫ちゃん、訊ききたいんだけど」

「なに」

　雫は油断なく短剣を構えている。

「いつからわたしのことを疑ってた？」

「……一年の時」

「あら、ずいぶん早いのね」

「多た美み子こ先輩が死んだ時よ。私はあの人にケンプファーのことを、ずいぶん教わったわ。だけどやられてしまった。多美子先輩は私に、臓物アニマルは楓かえでにもらったものだって言ってたのよ」

　多美子って誰だれのことなのだろう。俺の知らない人だ。臓物アニマルは、あの木の下に埋めてあったヒアブリライオンだろうな。

　沙倉さんは笑った。

「ああ、彼女はあまり使えなかったわね。雫ちゃんに比べて、かなり劣ったわよ」

　いきなり雫しずくの雰囲気が変わる。声こそ出していないが、短剣の柄をぎゅっと握りしめていた。

「侮辱するの？」

「怒らないで。褒めたのよ」

「……多た美み子こ先輩の言葉でも、私は親友を本気で疑ったりはしなかった。疑惑が深まったのは白のケンプファーが出てきた時」

「最近ね」

「楓かえで……あなた、モデレーターか、それに近い存在なんじゃない？」

　沙さ倉くらさんは肯定も否定もしない。ただ「ふっ」と言った。

「ノーコメントよ」

　殺気が高まる。沙倉さんは自分が一人だけというのに、まったくひるんだところを見せなかった。

　その時、俺おれの後ろで足音がした。

「ナツルー、遅いわよなにやってんの」

　水み琴ことが姿を見せた。あいつなにを吞のん気きに。全員の注意がそっちに向いた。

　不意に沙倉さんが床を蹴ける。

　凄すごい動きだ。一瞬にして雫との距離を詰める。

　日本刀が振るわれた。

「くっ！」

　雫の制服が裂さけた。血は流れていない。寸前で防いだのだ。

「水琴、おめえも変身しろ！」

　紅あか音ねが怒鳴る。水琴は事態をよく飲み見込めていないようだが、赤い光に包まれた。

　そして猛犬女は発砲する。

「ナツル、お前は戦うんだ！」

　えっ、沙倉さんとだぞ。だがためらってはいけないらしい。とりあえず魔法ツアウバーを発動する。

「とあー！」

　これは水琴の絶叫。こいつが自分の武器である剣シユヴエアトで斬きりかかったのだ。そして俺の火弾に紅音の銃弾。

「……ええっ!?」

　叫さけんだのは俺と水琴。二人同時だった。

　なんと沙倉さんは同時に四人を相手にしているのに、全すべての攻撃を防いでいた。

　日本刀で遠距離攻撃を防ぎ、至近距離から銃を放つ。刃は全て身のこなしで避よけていた。

　傷一つつけられなかった。むしろ今の局面ではこっちが押されていた。

「伏せてっ！」

　滅多に聞かない雫しずくの怒鳴り声。俺おれたちは伏せる。

　右から左へと、銃弾が通過していった。オートマチック型の拳けん銃じゆうなのに、サブマシンガンみたいにばらまいていた。

　かなり危なかったが、怪け我がはない。

「……ふん」

　沙さ倉くらさんは跳びすさった。息一つ切らしていない。

「なんだ。みんな大したことないのね」

　うわあ、すげえ余裕。

「一対四なんだから、もう少し頑張って欲しいわね」

「数で有利だからって、かさにかかることはしないのよ」

　雫は両手で短剣を構えながら言う。ぴりぴりしている。いつものような余裕がなかった。

「どれだけ増えたって、雫ちゃんたちが勝つのは難しいわよ」

「楓かえでには白のケンプファーがいるものね」

「ああ、あの娘たちね。もう少し役に立って欲しいんだけどねえ。どうも促そく成せい栽さい培ばいみたいに作ったから、具合がよくないのよ」












「聞こえたらがっかりするわよ」

「だから、雫しずくちゃんを狙ねらったのよ」

　沙さ倉くらさんと雫の視線が、同時に俺おれに向いた。

　えっ、狙ったって……俺がなにかしたことになるのか。まったく覚えが……ある。

　そうか。俺は温泉のあと、雫たちの部屋に行ったのだ。そこであいつを押し倒したのである。記憶がまざまざとよみがえってきた。

「ナツルさんも、もっとうまくやってくれないと」

「私はそんなに安くないわよ」

「そうね。ふふっ」

　沙倉さんは含み笑いをすると腕を振った。

　拳けん銃じゆうと日本刀が消きえ失うせる。

「今日はこれくらいにしておきましょうか。いずれ、本格的にやることもあるだろうし」

　そして彼女は俺に向く。

「やらないこともあるかもしれないけど」

　そして沙倉さんは床を蹴ける。窓に向かって跳んだ。

　ガラスの割れる音。その身体からだは、生徒会の建物から地面へと落ちていく。

　俺は慌てて窓に駆け寄ったが、彼女の姿は影も形もなかった。

「なん……」

　なんだこりゃ。

　沙倉さんがいきなり牙きばを剝むいて、俺たちに襲いかかった。おまけにケンプファーではないときている。どういうことなのだろう。

　俺は答えを求めようと雫を見た。

　生徒会長様は肩をすくめていた。

「見ての通りよ」

「通りって、あれじゃまるで沙倉さんが……」

「まるでじゃなくて、敵になったんだろうが」

　吐き捨てるように言ったのは紅あか音ねだ。猛犬モードだから、台詞せりふもストレートだ。

「クソアマめ、ついに正体を現わしやがった。今度会ったら殺してやる」

「物騒ね。私はもう少し様子を見たいわ」

　と雫。紅音はうさんくさげな目つきになる。

「様子なんてどうでもいいだろうが。あいつのマンションに行って、ずどんとやっちまおうぜ」

「普段の態度が気になっているのよ。あの娘、自分も戦えるなんておくびにも出さなかったでしょう」

　それはそうだ。ずっと前、俺おれと紅あか音ねが図書館でケンプファーと戦った時、沙さ倉くらさんもいたのだが、ただ怯おびえていたのだ。

「ずっと隠していたのか、それとも普段の楓かえでは本当に知らないのか……ちょっと見極めたいの」

「めんどくせえ。死体にして調べりゃいいだろ」

「親友の私がそれを却下するわ」

　ふむ。ここに至っても、雫しずくは沙倉さんを親友と思っているのか。当然だな。俺だって目の前で起こったことが信じられないのだから。

「ねえ、あたしよく理解できないんだけど」

　水み琴ことが自分の日本刀をぶら下げながらやってきた。

「とっさに攻撃しちゃったけど、あれでよかったわけ」

「よかったわよ。そうしないと、こっちの命がなかったから」

　雫が返事。親友といった口でこんな分析ができるとは、恐るべき割り切り方だ。

「なんで沙倉さんがこんなことすんのよ」

「そのあたりは、もっと検討が必要ね」

　まったくだ。あんな美しい人が敵になったなんて、とても信じたくない。

　水琴がこっちに視線を向けた。あまり友好的なものではない。

「あとさあ、なんか会長を狙ねらったって言ってたけど」

「狙われたけど、楓が直接やったわけじゃないわ。瀬せ能のう君を手先に使ったのよ」

「ナツル、あんたなにしたの」

　俺はびくっとした。とぼけたかったが、ホテルの朝とは違い全すべて思い出していた。

「い、いや。俺は……」

「私を犯そうとしたのよね」

　さらっと雫は言いやがった。

「なにー!!」

　怒鳴ったのは水琴ではない。いや水琴も叫さけんだのだが、それよりも大きい声があったのだ。

　俺の後頭部に、固いものが当てられた。

「おいナツル！　てめえ会長をレイプしようとしたのか。ああ!?」

　銃を突きつけているのは当然紅あか音ねである。顔は見えなかったが、怒りに満みちていることはよく分かった。

「待て、誤解だ！」

「誤解じゃないわよ」

　雫しずくがまた余計なことを言い添える。

「危うくやられちゃうところだったわ」

　真後ろで殺気が膨れあがる。俺おれはとっさに身をかがめた。

　銃声と共に弾が頭のあった場所を通過した。危ねえ、一瞬でも遅れたらあの世行きだった。

「おい、殺す気か！」

「そうだよ！」

　なんて女だ。まったく否定しない。紅音を見ると、顔どころか全身を真っ赤にしていた。

「てめえみてえな野郎は死んじまった方が世のためだ。人の気も知らないで……！」

　猛犬の心なんか知らん。

　彼女が持つ拳けん銃じゆうの銃口が震えていた。なんでそんなに怒っているんだ。落ち着け。

「温泉のあとの一瞬でやっちまおうなんざ、計画的だな！」

「あれは操られていたんだ！　多分」

「下心があったんだろうが！」

「会長相手にあるわけないだろ！」

　そういった途端、雫の態度が変わった。

「……ブラジャーのホックを外しておいて、そんなこと言うの」

「いや……」

「死ね！」

　また銃弾が飛んでくる。俺は床を何度も転がって避よけた。

　目の前に足。水み琴ことが見下ろしていた。こいつは紅音に顔を向けてた。

「紅音ちゃん、止やめて」

「なんだと、邪魔するつもりか」

「あたしが殺すから」

　そう言うと、水琴はゆっくり日本刀を振りかぶった。

「ひいっ！」

　鋼鉄の刃が振り下ろされる。俺は四つんばいになって走り回った。

「逃げる気かー！」

「水み琴こと、あたしにやらせろ！」

「やだ、あたしが殺す！」

　猛犬が二人になった。猟りよう犬けんに追われるウサギの気分だ。せめて誤解を解いてくれないものかと、雫しずくのところに逃げる。

　だが会長様は、無視して歩き去ろうとしていた。

「お、おい。待ってくれ。会長！」

「一人でなんとかしなさい」

　無情な台詞せりふが飛んでくる。

「自分の意思で私を襲えるようになれば、助かるわよ」

　言葉の真意はともかく、それから俺おれは二時間ほど学校中を逃げ回ることになった。





あとがき







　築つき地じです。「けんぷファー」の八巻目をお届けします。内容は前回の続きからです。プールでの大騒ぎの次は、温泉での大騒ぎ。温泉ネタは前にも一回やりましたが、今度は裸率があがります。まあ大変。




「けんぷファー」のストーリーは、基本的に人間関係と戦闘が並列して進んでいるものですが、前の巻あたりからそれが交差するようになっています。単純に言って、ナツルへの好き嫌いが戦闘にも影響を及ぼすようになったと。この巻から、はっきり分かるようになったと思います。

　で、ナツルを巡る人間模様（なんて表現は大げさですが）は、今のところ雫しずくが一番輝いています。いや一番輝いているのは女ナツルだという噂うわさもありますが。当初予定ではちょいとクールな美女程度でしかありませんでした。なにせ一巻じゃ敵ですからね。ところが話が進むにつれて、あれよあれよという間に主人公へ急接近。作者もびっくり、というのは半分噓うそですが、当初予定よりも動きが速いのは事実です。

　前にも書きましたが、読者の間でも雫しずくが人気です。最初はナツルと紅あか音ねが双そう璧へきだったのに、今や生徒会長様が不動の地位に就いています。みんなそんなにクールなお姉さんが好きか。

　私の作品でクール年上お姉さんというと、某長期シリーズのメイド長と雫が双璧です。どっちも仕事ができて組織のボスというおまけつき。やはりこの手のキャラクターは、どうしても主人公より有能になってしまいます。もっとも、クールだけどドジってのも、面白いかもしれませんので、どこかで使ってみたいと思ってみたり。

　その次の人気者は猛犬紅音になるのですが、このように乱暴で忍耐の導火線が短いキャラクターは、「けんぷファー」ではじめて書きました。台詞せりふの末尾にびっくりマークを書きすぎるほど書いています。大暴れをすれば様になるので、楽ではあります。読者人気も上々で、やはりあの乱暴な言葉遣いが心にヒットするのでしょう、と勝手に考えています。

　で、その次は変身前の紅音。メガネの図書委員というあたりがやはりぐっと来るのか、根強い人気があります。もっとも、本をちゃんと読んでいるそれほどシーンがないので、短編を書く機会があったらやってみようかと思っています。一応設定としては、小説が大好きで、さりげなくファンタジーマニア。今は「指輪物語」の原書に挑戦中です。

　意外と地味というか、文句を言うだけの役に回ってしまっているのが水み琴こと。当初隠れていたカレー好きという設定が現われてから、キャラが立った気がしています。「カレー」と「冒険」。この二つがあれば彼女を表現するに足ります。あ、あと「幼なじみ」ってのがあった。水琴ファンがどこらへんに引かれているのか不明ですが、私としては水琴は実に書きやすいです。言葉にもいちいち気を遣わなくてよく、カレーと冒険の話をすれば形になりますから。「どこそこでどんな冒険をした」ネタを考えるのが、若干手間ですけど。ただ今は、ナツルの周りを大声でぐるぐる回っているだけになりがちなので、もう少しなんとかしたいところです。

　彼女たちに比べてどうしても劣ってしまうのが沙さ倉くらさんです。誰だれもがうらやむちゃんとした美少女のはずだったのに、他のキャラが濃すぎるのか、いまいちぱっとしない模様。いやあの女ナツルに対する盲目ぶりというか、ちょっと抜けているところが可愛かわいいと思っているのですが、いかがなもので。余談ですが、私は担当編集と話をするときでも「沙倉さん」と言ってしまいます（せんむさんは「楓かえで」と呼ぶ）。どうしてか彼女のことだけはさん付けです。心の底で恐れているのかもしれません。

　この巻ではとうとう出番がなくなってしまいましたが、女子部の三人組も人気がある……と思います。一応どの娘も可愛らしいという設定です。態度で可愛さを見せることは欠片かけらもなく、これからもないでしょうが、脇わき役やくとして東ひがし田だと共に確固たる地位を占めています。私の中では委員長さんが一番人気。彼女は結構な秀才で実家も金持ちなので、付き合う男は大変な苦労を強いられることでしょう。

　そして脇わき役やくの中の脇役、東ひがし田だ。キング・オブ・馬ば鹿かとして燦さん然ぜんと輝いています。男キャラの少ない「けんぷファー」の中で、頭のおかしいことをやらせることのできる、大変貴重な存在。女の子にやらせたらイメージが崩れることでも、東田ならオーケイと、実に作者思いのやつです。東田に彼女を作らせるつもりはこれっぽっちもありませんが、今後もにぎやかし一番手として頑張らせるつもりです。

　あとは白のケンプファーの皆様ですが、理り香かが一番キャラ立ちしています。かなりの甘えん坊でわがままの気あり。ホラー映画大好きという設定持ちです。現状では彼女だけ突出しているので、他のキャラクターはこれから掘り下げていくつもりです。




　そんな感じで、キャラクターも出そろってきました。クライマックスに向かっておりますので、どうぞよろしくお願いします。





二〇〇八年六月
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